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　皐さ月つきに入ると、それまで爽さわやかだった風がぐんと湿しつ気けを帯おびるようになった。

　端たん午ごの節せち会えから数日過ぎたその日。朝からしとしとと降りつづけている雨は、壺つぼ庭にわの植しよく栽さいや石の埃ほこりをぬぐい、それらの色をいっそう濃こく塗り替えていた。

　まといつくようなじめじめとした空気の中、斎さい王おう尚ないしの侍かみこと塔とう子こ女によ王おうは、麗れい景けい殿でんの南みなみ廂びさしに設しつらえた局つぼねで、日課である古こ事じ記きの写しに勤いそしんでいた。春までは母おも屋やを使用していたのだが、夏に入ってからは風通しのよい廂ひさしの間に移動していたのだ。

　小こ半はん刻ときほど作業をつづけたあと、おもむろに筆ふでを置いて掌てのひらに滲にじむ汗を手しゆ巾きんでぬぐう。なにもしていなくても汗が出てくるこの季節は、書き物をするには厄やつ介かいな時分だった。

「あ～～、鬱うつ陶とうしい」

　思わず漏もらした本音が、東ひがし廂びさしに控えている女によう官かん達の耳に入ったのかどうかは不明だ。しかしあまり上品ともいえぬ言動を咎とがめる気配は、彼女等らにはなかった。

　拍ひよう子し抜けした気持ちで、塔子はため息をついた。

　近ごろ、目に見えて気き遣づかわれている。理由は明白だ。

　先帝・宣せん陽よう院いんの妃きさきである、先の麗れい景けい殿でんの女によう御ごの懐かい妊にんが公おおやけにされたのは、端午の節会の日のことだった。先帝譲じよう位い後は三さん条じようの女によう御ごと呼ばれている彼女は、現在臣下の中で最高位の筆頭である大だい納な言ごんの大おおい君ぎみ（貴き人じんの長女に対する敬けい称しよう）である。

　今きん上じよう・縋すが子こは、武ぶ則そく天てん（即そく天てん武ぶ后こう・唐とうの皇こう帝てい高こう宗そう皇こう后ごうでのちに中国史上唯一の女じよ帝ていとなる）のような存在感を放ちはしているが、あくまでも中継ぎの女帝であり、当人も世の人々も彼女の先には東とう宮ぐう・明あか槻つき親しん王のうの即位を見据えている。しかし妃のいない明槻は、次の東宮となれる男子をもうけていない。とうぜん彼のはじめての妃となる予定の塔子に、その期待がかかっていた。

　そこにきて、この懐妊の公表だ。三条女御に産まれてくる御お子こが男子であれば、母親の身分からとうぜん次の東宮候補として有力になってくる。明槻への入じゆ内だいを二か月後に控えての降って湧わいたような大事に、女官達もかける言葉に戸惑っているのだろう。

　とはいえ塔子自身は、実は周りが思うほど動揺も焦あせりもしていなかったのだ。

（だって、いまさらじたばたしてもしかたがないしねえ……）

　三条女御はとっくに着ちやく帯たいも過ぎたような時期で、産み月は長なが月つきごろと、あと五か月に迫っている。仮に塔子が明日身み籠ごもったところで、どうあっても敵かなうはずがない。

　明槻につづいて摂せつ関かん家けを外がい戚せきに持たぬ東宮をと望んでいた祖そ父ふ法ほう皇おう・京きよう極ごく院いんと縋子には申し訳ないが、人には努力してできることとできないことがある。いまの塔子にできることは、体調と精神を健すこやかに保って入内に臨のぞむことだけだ。

　あらためて気を取り直し、ふたたび筆を取ろうとしたときだ。

「斎王尚侍、主上おかみがお呼びでございます」

　几き帳ちようのむこうから女官が呼びかけた。

「主上が？」

「はい、お召し物はそのままでよいとのことでございます」

　塔子は首を傾げた。よほど特別な者でもないかぎり、出しゆつ仕しの装しよう束ぞくは男女とも正せい装そうが決まりである。すなわち男子は束そく帯たい、女子は唐から衣ぎぬ裳もとなる。しかし今日はあらかじめ決まっていた休みだったので、塔子は朝から普段着である袿うちぎ姿すがたでいたのだ。それを見越しての言葉なのだろうが、あるいはそれだけ急ぎの要件とも受け取れる。

「分かりました、すぐにお伺うかがいします」

　塔子はすくと立ちあがった。

　赤に朽くち葉ば色いろの裏地をあわせた百ゆ合り重がさねの袿を引きながら清せい涼りよう殿でんにむかうと、渡わた殿どのがつながる北側の簀すの子このところに万ま結ゆが立っていた。明槻の乳ち兄妹きようだいである彼女は、大だ宰ざいの大だい弐にである父の職から大だい弐にの命みよう婦ぶと呼ばれる帝みかどの女官である。熟じゆく女じよばかりの御ご所しよの中では数少ない十五歳の乙女おとめで、その才さい色しよく兼けん備びと徹てつ底ていした男嫌いぶりから公きん達だちの話題を独ひとり占じめしているそうだ。

「尚侍、お待ちしておりました。どうぞ『朝あさ餉がれいの間ま』にお進みください」

　清涼殿西にし廂びさしの『朝餉の間』は、帝が日常を過ごす場所である。

　万結の案内にうなずくと、塔子は西の簀子へと回りこんで『朝餉の間』の前に出た。

　初夏の季節の格こう子しはすべて開け放たれ、簀子からでも脇きよう息そくにもたれる縋子の姿を見ることができた。そして紗しやの生地の小こ袿うちぎを着た縋子のはすむかいには、冠かんむり直衣のうし姿の明槻が座っていた。

「おお、塔子来たか。休んでいるところをすまなかったな」

　いつもと変わりない調子で縋子が呼びよせる。塔子は廂にあがって、明槻とむかいあうようにして縋子のはすむかいに座った。

「いいえ。それでご用件は？」

「そなた妾わらわの遣つかいとして、東宮と共に兄上のもとに行ってまいれ」

　縋子が言う兄上とは、先帝・宣陽院のことだ。即そく位いした当初は、元げん正しよう女じよ帝ていの再来だと美び貌ぼうを称しよう賛さんされていた縋子だったが、近ごろは武則天のようだと傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりを噂うわさされるようになっている。その彼女が唯ゆい一いつ頭のあがらない相手が、母を同じにする宣陽院なのだ。

　仲のよい兄に遣いを送ることはありうるし、尚侍という立場上、塔子がその役目を任ぜられるのも不思議ではない。

「はい。ですがなんの遣いでしょうか？」

「女おんな一いちの宮みやの袴はかま着ぎですよ。私は袴はかま着ぎ親おやを頼まれていますので、あなたは主上の名みよう代だいということで、共に参さん上じようしましょう」

　縋子ではなく明槻が答えた。

　女一の宮とは三条女御が産んだ、宣陽院の娘である。年齢が過ぎてからのはじめての姫宮ということもあり、目に入れても痛くないほど父親からは鍾しよう愛あいされていると聞く。

　袴着親の依頼自体は如きさ月らぎにはすでにあり、明槻もそれを快こころよく了りよう承しようしていた。しかしこんな事態が起きたあとでは、彼も心中複雑だろう。

「そうじゃ。東宮は袴着親として参加するので、そなたが妾の名代として行ってくれ」

「承しよう知ちいたしました」

　縋子の命めいに答えたあと、ふと塔子は思う。

（主上は今回の懐妊をどう思っているのかしら………）

　摂関家の勢せい力りよくを殺そぐためにも、彼等を外戚に持たない東宮を明槻につづいて誕生させようと京極院と縋子は尽じん力りよくしてきた。明槻が大納言の二にの姫ひめ・苑その子この入内を先延ばしにしていたのはそのためだ。苑子よりも先に塔子を入内させ、一日でも早く皇み子こをというのが彼等の算さん段だんだったのだ。

　思いがけない形で苑子が明槻の異い母ぼ弟ていである三さんの宮みやと結婚し、塔子の入内まであと二か月と迫ったこの時期に、まさかこんな形でひっくり返されるとは夢にも思っていなかっただろう。二人からすればまさしく身内に足をすくわれたというやつにちがいない。

（でも三条女御様ってまだ二十四歳だっていうから、御子ができたっておかしくないわよね）

　そう考えると、なにを根こん拠きよに安心していたのかまったく謎なぞなのだが、それでも縋子や京極院の複雑な気持ちは推すい測そくできる。もちろん明槻の気持ちも───。

　塔子は自分のむかいに座る明槻の顔をちらりと見る。

　なにか思うような表情はしているが、その意図はうかがえなかった。よもや宣陽院が嫌いやがらせで子供を作ったと考えるほどひねくれてはいないだろうが、結果的にまたもや明槻が窮きゆう地ちに陥おちいったのは事実だ。

　とつぜん縋子は、大きなため息を落とした。

「しかし分からぬものじゃ。兄上はお若い時分に御み息やす所どころをお迎えになられていたのに数年子ができなかった。しかし東宮が産まれてからは、二にの宮みや、三の宮、夭よう折せつした四よんの宮みや、女一の宮とたてつづけに御子をおもうけになられた。されどそれ以降気配はなかったのに、ここに来て亡なくなられた梅うめ壺つぼの女によう御ごの懐妊、そして今回の三条女御の懐妊とは……」

　御息所とは二の宮、三の宮の母である先の登とう花か殿でんの更こう衣い・篤あつ子このことだ。最近では三さん条じようの御み息やす所どころ、あるいは三さん条じようの更こう衣いと呼ばれている。

「そんなもの、作らないようにしていたに決まっているでしょう」

　投げやりに明槻が言った。眉み間けんに皺しわをよせる縋子の後ろで、三掌侍さんないしのじようが頰ほおを赤らめる。

「え？　ど、どうやっ………」
















　戸惑う塔子を無視して、明槻は話をつづけた。

「しっかりした後うしろ盾だてを持たない御息所が一の皇子を産んでは余計な混乱を生しようじさせかねないと、御ご夫ふう婦ふで判断なさったのでしょう。源げん氏じ物もの語がたりの桐壺帝きりつぼていと桐きり壺つぼの更こう衣いより、あのお二ふた方かたは確実に賢けん明めいだったというわけですよ」

　桐壺帝と更衣というのは、光ひかる源げん氏じの両親である。

　物語のはじまりとなった悲ひ恋れんの元げん凶きようは、桐壺帝が身分に応じて妃を扱うという義務を怠おこたったことにあった。その結果、桐壺更衣に対する反感が強まり、彼女の死し期きを早める結果になったのだ。純愛だとか三さん千ぜん寵ちよう愛あい在ざい一身いつしんなどときれいな言葉で片づけても、人が義務を果たさないことは大きな不幸を招く結果になるのだろう。

　ようするに明槻の言い分は、身分の高い妃が先に身み籠ごもるのを待ってから宣陽院が子を作ったということである。とはいえその結果真っ先に身籠ったのが、父親の分からぬ子を産んだ榠めい子こ内ない親しん王のうで、それ以上の混乱を招いたのだから皮ひ肉にくな話だ。

「物語の人物を庇かばいだてするつもりはないが、桐壺帝は弘こ徽き殿でんの大たい后こうとの間に一の宮（朱す雀ざく帝てい）をもうけていたぞ」

　縋子の突っこみに明槻は渋い表情をする。二人のやりとりを聞きながら、遠えん慮りよがちに塔子は口をはさむ。

「あのぉ、作らないようにって、いったいどうや───」

「女一の宮の件は、そりゃあ十代で入内した妃が二十はたち前後になれば、成せい熟じゆくして身籠るに適した身体からだになるでしょう。それだけのことですよ」

　塔子の質問をあからさまに遮さえぎり、明槻は縋子に答えた。言外にそれ以上突っこむなと釘くぎを刺された気がして、塔子はこそっと頰を膨ふくらませる。

（なによ、別に教えてくれたっていいじゃない）

　それはともかく、明槻の言い分は理があるように思う。女一の宮は六歳と聞いているから、三条女御は十七歳で身籠ったことになる。彼女がいくつで入内したのかは知らないが、十代前半で出産をするよりそれぐらいの年齢のほうがいろいろと自然な印象がある。

（でも年齢を考えると、三条女御様は明槻に入内したほうがふさわしかったわよね………）

　明槻は二十二歳になったばかりだから、二つぐらいなら女によ人にんが年上でも問題はないように思う。もちろん明槻が女御の異い母ぼ妹まいである苑子の入内を拒こばみつづけていたことを考えれば、結局は成ならない話だったのだろうが。

「不本意だが、次第によっては即位は延えん期きじゃな」

　おもむろに告つげられた縋子の言葉に、塔子は物思いから立ち返る。

　塔子の入内を待って、縋子は明槻に位くらいを譲る予定にしていた。しかし三条女御の懐妊を受けて、延期を決めたと言うのだ。

「主上にはご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします」

　慇いん懃ぎんに明槻は言った。あらかじめ話をつけていたのか、驚いた様子もない。

　三条女御に皇子が産まれる場合を想定し、その子を立りつ坊ぼう（立りつ太たい子し）させないためには明槻が東宮に居つづければよい。縋子が譲じよう位いをしなければとうぜんそうなる。そうやって時間稼ぎをしている間に、塔子が入内を果たして皇子を産むことができればすべてうまくいく。

　塔子の頭の中でもきれいに図式が成り立った。

（でも………）

　心のどこかに、釈しやく然ぜんとしない思いがあることは否定できなかった。

　そもそも塔子が入内したからといって、首しゆ尾びよく男の子を産めるとはかぎらない。それ以前に身籠るかどうかも分からないというのに───。

（なんか、ちょっと………）

　もやもやした思いを抱かかえながらも口をはさめないまま、塔子は明槻と縋子のやりとりを聞いていた。
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　麗れい景けい殿でんに戻ると三さんの宮みやが待っていた。少し前に訪ねてきたのだと女によう官かんから聞かされ、塔とう子こは急いで席を設しつらえたという西にし廂びさしにむかう。

「すみません、長くお待ちになられましたか？」

　几き帳ちようを隔へだてた先に座る三の宮に、塔子はひとつ頭を下げる。紗しやの生地の夏の束そく帯たいをつけた姿から、出しゆつ仕しの帰りによったようだ。彼は中なか務つかさ卿きようと蔵人くろうどの頭とうを兼けん任にんしている。

「いや。こちらこそとつぜん訪ねたりしてすみません」

　一礼を返してから、三の宮が几帳のほころびから差し出したものは、初夏らしい浅あさ縹はなだ色いろの薄うす様ように包つつまれた『包つつみ文ぶみ』だった。

「妻から、文ふみを預かってきました」

「苑その子こ様から？」

　手渡されてから塔子は、包みが意外に重いことに気づく。苑子とのやりとりは世間話や近況を知らせるものばかりで、それほど長い文になることはこれまでなかった。

（なんだろう、なにか相談事でも？）

　首を傾げながら薄様を開きかけたときだ。

「尚侍ないしのかみも、明日は袴はかま着ぎに行かれるのだろう？」

　三の宮の問いに、塔子は几帳の先に顔をむける。

「そうです。主上おかみからお聞きになりましたか？」

「心得ていてほしいのだが………」

　塔子の問いに答えず、声をひそめて三の宮は言う。

「三さん条じようの女によう御ごは、袴はかま着ぎ親おやを東とう宮ぐうが務められることに不満を持っているという話だ」

　無意識のうちに塔子は表情を険けわしくしていた。確かに女御の立場を考えれば、明あか槻つきはあまり親しみを持てる相手ではないだろう。とはいえ───。

「ですが、袴着親を依頼してきたのは上じよう皇こう様のほうですよ」

「それも父上が強引に押し切ったことで、女御ははじめから納得していなかったそうだ」

「そんなことっ！」

　非ひ難なんしようとして、塔子は口をつぐむ。三の宮に抗こう議ぎをしたってしかたがない。

　塔子が引いたのを見計らい、三の宮はあらためて説明をする。

「もちろん父上が決めたことだし、東宮に袴着親を頼んでおいていまさら断るという非ひ礼れいが起こりうるはずもない。だが、女御の本心はそういうところだと覚悟しておいてくれ」

「……分かりました」

　しぶしぶ了りよう承しようした塔子に、三の宮は今度は言いにくそうに切り出した。

「それでこのことを東宮に伝えるべきかどうか、あなたに相談しようと思ったんだ」

「伝えなくても、分かっていると思います」

　きっぱりと塔子は答えた。譲じよう位いを延期するという先ほどの縋すが子こと明槻のやりとりが三条女御に聞かれているはずもないが、相手に対してどのような思惑を持っているかぐらいは、おたがいに感じているはずだ。人間性の問題ではなく、立場ゆえにいがみあうという現実がなんともやるせない。

「………だよな」

　塔子にというより、独ひとり言ごとのように三の宮はつぶやいた。考えることは同じというところだろう。しかたがないことだと分かっていても、嫌いや気けがさして塔子は話題を変えた。

「ところで女御様は、まだお宿下がりはなさらないのですか？」

　懐妊が判明した妃きさきは、里帰り先である里り第だいで出産に備える。東三条院は宮中ではないが、それでも実家の援助が得られる里に戻ることが一般的だ。

「ああ、袴着が終わってから下がると聞いている。父上が女おんな一いちの宮みやの袴着だけは、どうしても自分のもとで行いたいと仰おおせだったし、大だい納な言ごん殿どのも女御の宿下がりのための邸やしきを手直ししている最さ中なかだったので、ちょうどよいと仰せだったし」

「え、お宿下がりは四し条じようのお邸ではないのですか？」

「いや、四条は北きたの方かたである中なかの宮みや様がお住まいだから………」

　三の宮の言葉に、塔子は虚きよを突つかれたようになる。

　苑子の母、中の宮・省しよう子こ内ない親しん王のうは明槻の叔お母ばにあたる人物で、摂せつ関かん家けの長男である大納言に降こう嫁かしている。苑子の異い母ぼ姉しというのなら、三条女御の母はとうぜん省子ではない。つまり彼女は脇わき腹ばらの娘ということだ。

　確かにいくら女御の地位にある人でも、父の本ほん妻さいが住む邸への宿下がりは気づまりだろう。

「そうですよね。それに苑子様のお産もございますし」

　塔子のこの言葉に三の宮は押し黙った。首を傾げたあと、塔子はふと思いついた。

　苑子のお産は、女御よりひと月早い葉は月づきあたりだと聞いているが、この文が三の宮を介かいして来たということは、彼女がまだ三の宮のもとにいるということだ。

（ひょっとして中の宮様とわだかまりが取れずに、お戻りになれないのかしら？）

　三の宮との結婚とお腹の赤ん坊の処しよ遇ぐうを巡って、苑子と省子の母娘おやこの間には少なからず軋あつ轢れきが生じた。母親の策さく略りやくを苑子がどこまで承知しているのかは不明だが、あるいはそれが原因で母娘の対立がまだ解消していないのだろうか？

　塔子は三の宮の反応をうかがったが、彼がなにか言ってくる気配はない。

「……あの、苑子様はいつごろお里にお帰りになられるのですか？」

「あ、ああ。近々のうちに帰る予定にしている。なんのかんの言ってもこういうことは、生うみの母が傍そばにいてくれたほうがよいに決まっているからな………」

　やけに歯切れの悪い三の宮の物言いに、塔子は首を傾げる。

　ひょっとして省子に対してわだかまりを持っているのは、苑子ではなく三の宮なのだろうか？　病やまいが癒いえてから目に見えて大らかになったと評判の大納言とは、うまくやっているように見受けられたのだが。

　とはいえ正直に尋ねることもできず、塔子はあいづちを打つ。

「私もそう思います。大納言家ではご懐妊が二つも重なり、おめでたいかぎりですが大変なことでもありますね」

　ほころびのむこうで三の宮の表情が安あん堵どしたようなものになった。その反応に、塔子ははっと思いつく。

（もしかして中の宮様ではなく、明槻達の思惑を気にしているの？）

　明槻の背景には縋子と京きよう極ごく院いんもいる。三の宮が舅しゆうとである大納言と近づけば、そのぶん彼らの目は厳しくなる。かといって苑子のことを考えれば無む闇やみに疎そ遠えんにもできない。まして大納言は以前とは打って変わったように大らかに三の宮に接しているのだから、拒否する理由もない。

　妻の家族との仲が改善したことは喜ばしい事じ態たいだが、皇こう族ぞくとしての三の宮の立場をいっそう複雑なものにしかねないのだと、あらためて思い知らされた。

（そういうことをうまく立ち回れる人かといえば、絶対にちがうし………）

　よくも悪くも裏表のない三の宮にとって、今後は神しん経けいを使う人間関係になるだろう。

　几帳の陰からのぞく自分とよく似た面おも差ざしの従兄いとこを、塔子は気遣わしげに見つめた。
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　三さんの宮みやが帰ってしばらくしてから、塔とう子こは簀すの子こに出た。

　以前は書物と筆記用具さえあれば、室内に籠こもっていることは苦にならなかった。

　しかし近ごろでは、少々勝手がちがっていた。女によう官かん達からとみに気を遣つかわれていることが伝わってくるので、殿でん舎しやの中にいることが時折しんどくなっていたのだ。

　そのような理由で、近ごろはなにかと理由をつけて殿舎を出ていた。もちろん気軽に外を歩き回ることなどできるはずもないから、主あるじ不在の殿舎を利用しているのである。中ちゆう﨟ろう達の曹ぞう司し町まちとして使っている弘こ徽き殿でんの前を通って藤ふじ壺つぼ（飛ひ香ぎよう舎しや）から梅うめ壺つぼ（凝ぎよう花か舎しや）までの行程は、近ごろでは塔子の散歩道となっていた。

　弘徽殿の簀子にあがったとき、湿しつ気けを含んだ風が南側から吹いてきた。黒くろ南は風えと呼ばれるこの時じ季きの風は、しとしとと降りつづける雨を細く散らして塔子の頰を濡ぬらした。

「そういえば、今年はずいぶん梅つ雨ゆ入りが早いわね」

　水滴を指先でぬぐいながら、独ひとりごちる。別に梅雨がはじまりましたよ、と誰かが宣言するわけでもないのだが、もう数日間雨が降りつづけているからたぶんそうなのだろう。

　しかし梅雨入りが早いからといって、その分早く明けるというものでもない。早い梅雨入りは、むしろ長梅雨の可能性を示し唆さしている。故こ郷きようの熊くま野のでは、梅雨が長くなると河か川せんの水位があがって野の分わけ（台風）の時季が気がかりだったが、はたしてこの京きようの都みやこはどうなのだろう。この都は、鴨かも川がわと桂かつら川がわという二つの大きな河川に挟まれている。

　漠ばく然ぜんとした不安を覚え、塔子は高こう欄らんを前に軒のき先さきのむこうに広がる空を見あげた。

　薄うす鈍にび色いろの厚い雲は、いまの自分の心しん境きようを表しているように思う。

「三さん条じようの女によう御ごか………」

　ぽつりと塔子は漏もらした。

　先刻読んだ苑その子この文ふみは、異い母ぼ姉し・三条女御の懐妊について触れていた。そして自分が言うことではないかもしれないが、いまさら塔子の立場が揺らぐことはないから、周りの言葉など気にせず入じゆ内だいに臨のぞんでほしいという励ましの言葉がつづられていたのだ。

　ろくに顔をあわせたこともない異母姉よりも、幾いく度どか顔をあわせ、折おりに触ふれ文のやりとりをしている友人のほうに親しみを持つのはとうぜんだ。塔子だって亡き異母姉・梅うめ壺つぼの女によう御ごよりも苑子に親しみを持っている。だから苑子の思いやりは素直に嬉しいと思う。

　だけど空模様と同じで、いろいろとすっきりしない。

　もちろん苑子の思いやりは、ありがたく思っている。しかし正直なことを言えば、塔子は三条女御の懐妊に対して特に思うことはないのだ。

　じたばたしてどうにかなるものでもないのに、周りが騒ぎすぎている。なによりも懐妊というめでたい事こと柄がらを、まるで災さい難なんが降りかかったように言う周囲に馴な染じめなかったのだ。

（みんな、心配してくれてはいるんだけどね………）

　きれいごとだというのは十分承知している。あるいは、自分が吞のん気きすぎるだけなのかもしれない。水滴の残る指先で、塔子はこめかみをぎゅっと押さえつけた。

　気持ちを切り替えて先に進もうとしたとき、奥の登とう花か殿でん側から束そく帯たい姿の人物が歩いてきていることに気づいた。登花殿は公く卿ぎよう達の詰つめ所しよである直じき廬ろとして使用されている。

「‼」

　その人物が左さ近こん衛えの大だい将しようであることが分かると、ほとんど条件反射で塔子は身み構がまえた。もちろん袖そでの内側でこぶしを作ることも忘れない。そうやって臨りん戦せん態たい勢せいに入ったところで、はっと思い出す。

（そうだ、今度簀子ですれ違ったら〝ぷぷっ〟と笑ってやるつもりだったんだ！）

　七しち絃げん琴きんがらみの事件で、慕したっていた楽がく師しを左近衛大将に傷きずつけられた二にの宮みやは、あろうことか彼の北きたの方かたを籠ろう絡らくして、左近衛大将が隠していた琴きんの在あり処かを聞き出したのだ。花から花に移る胡こ蝶ちようの宮みや、まさにここに極まれりといった所しよ業ぎようで、報ほう復ふくだったのか趣しゆ向こうだったのかがたいへんに判断しにくい結果だった。

　おかげで命拾いをした塔子達だが、さすがに若じやつ干かん及び腰になっているところに万ま結ゆが言ったのだ。今度から簀子ですれちがうたびに「や～い、奥さんに裏切られてやんの」と笑ってやればよいのだと。これまでさんざん人を裏切ってきたのだから、一度くらい裏切られたところで「ざまあみろ」だという彼女の意見に、塔子はおおいに同意していた。

（よぉ～し、笑ってやるわよ！）

　あらためて誓うと、意い気き揚よう々ようとして左近衛大将のほうに向き直る。蝙かわ蝠ほりで顔を隠そうなどというたしなみははなからなく、それどころか指さして笑ってやる気満々だ。

「ご機き嫌げんよう、左近衛大将様」

　珍しく先に声をかけると、左近衛大将は目を瞬まばたかせる。どうやら塔子がいることに気づいていなかったようだ。

　いっぽう塔子も笑ってやろうと決意はしたものの、実際その場面になると、どう切り出してよいものかたちまち迷ってしまった。いきなり脈みやく絡らくもなく笑いだしたりしては、むしろこちらの正気を疑われかねない。かといって「北の方はお元気ですか？」などと訊きくのも、あんまり陰いん湿しつすぎやしないか───。

（ちょっと、どうしてこいつに同情なんてしているのよ！）

　思わぬ自分の考えに不覚を取られ、塔子はあたふたする。

　対照的に左近衛大将は、さらりと挨あい拶さつを返した。

「これは斎さい王おう尚ないし侍のかみ、ご機嫌よう」

「？」

　塔子は首を傾げた。物言いは相変わらずすかしているが、いつもより覇は気きがない。

　そもそも挨拶がそれだけで終わることが珍しい。いつもならそのあとに「野の猿ざるのようにお元気で」だとか「大おお葉ば子このようにしぶとく」などと余計な一言がついてくるのに。さすがに北の方からの裏切りは堪こたえたのだろうか？

（はぁ～～!?　これまでさんざん人を裏切っておいて、いっちょまえに傷ついているんじゃないわよ！）

　勝手に決めつけて心の中で罵ば倒とうする塔子に、左近衛大将はぷっと噴ふき出した。

「いやいや、小さくてお可か愛わいらしいので、てっきり雀すずめが舞いこんだのかと思いましたよ。しかし同じように小さくて愛らしい目め白じろや鶯うぐいすは美しく鳴かせることができるのに、なぜか雀はチュンチュンやかましく鳴くばかりですよね」

「～～!?」

　いつもの野猿からずいぶんと可愛らしくなったものだとは思うが、この男の嫌いや味みは健在だった。やはり北の方のことを言ってやるべきかと言葉を探していると、おもむろに左近衛大将は言った。

「明日、女おんな一いちの宮みやの袴はかま着ぎに行かれるそうですね」

「……なぜ知っているのよ？」

「先刻、直廬で兄・大だい納な言ごんから聞きました。儀ぎ式しきには上じよう皇こう様もご臨りん席せきのうえ、東とう宮ぐう様が袴はかま着ぎ親おやを引き受けてくださるのだと、得意げに語っておりました」

　白しらけたような左近衛大将の言葉に、塔子は首を傾げる。

　母親の三条女御が、明槻が袴着親を務めることをよく思っていないというのに、祖そ父ふである大納言は得意げだったというのか。

　だが考えてみれば熊くま野のの一件以降、大納言は明槻の機嫌をたいそう気にしていた。気を病やみすぎて体調を悪くしてしまい、出しゆつ仕しもままならないほどだった。

　しかし博はか多たから来た薬くす師し・范はん蒼そう飛ひの治ち療りようを受けて快かい癒ゆしてからは、ずいぶんと明るくふるまうようになっていた。そこにきて気き鬱うつの最大の要因であった明槻が孫まごの袴着親を務めてくれるというのだから、そりゃあ安あん堵どするし喜びもひとしおだろう。そう考えると父娘でも、大納言と三条女御の間に温度差があっても不思議ではないのかもしれない。

「女御様のご懐妊といい、大納言家はおめでたいことつづきよね」

　なにげなく独りごちたとき、目の前をなにかがよぎった。気づいたら左近衛大将が左腕を格こう子しに伸ばし、正面から塔子の行き先を遮さえぎるようにしていた。塔子は眉をよせて左近衛大将をねめつけた。反対側に戻ることはできたが、それでは彼の意図を知ることができない。

「なんの真ま似ね？」

「なにを吞気にかまえているのですか？」

　いつにない真剣な口調で左近衛大将は言う。つい先ほどまで自分に対して思っていたことを、天てん敵てきの口から聞かされて正直ぎくりとした。

　それでも塔子は気を取り直し、強気で言い返す。

「……焦ったからといってどうなるのよ」

　しかし左近衛大将のほうも、まったく動じた気配はなかった。

「焦りなさい。一いつ刻こくでも早く入内をするべきです。東宮が即位をなさる前にあなたに皇おう子じが産まれれば、たとえ女御に男おとこ御み子こが産まれても術すべはあります」

　説得と説教が入り交じったような言葉は、おそらく塔子がはじめて聞いた左近衛大将の真しん摯しな物言いだった。

　妙な気持ちになりはしたが、素早く思考を取り戻す。

　左近衛大将に言われるまでもなく、これまで周りからもそのように促うながされていた。だからこそ答えは持っている。ただこれまでは、周りが自分を思いやって言ってくれていることが分かっていたので、遠慮して言えなかっただけだ。

　だがこの男に対して、そんな思いやりなどない。だから遠慮なく言ってやれる。

「おあいにくね」

　強気な塔子の反論に、左近衛大将は眉み間けんに皺しわを刻む。

「残念だけどこればかりは、あなたがお得意の悪だくみを働かせても、どんなに権力があってもどうにもならないことなの。そもそもあなただって言ったでしょう。男だん児じを身み籠ごもるかどうかは、人がどうこうできる問題ではない。それなのに三百年経っても同じ手段に頼りつづけるのは情けないって」

　それは昨年の秋、左近衛大将が塔子に言った言葉だった。

　帝みかどの外がい戚せきとなることで権けん勢せいを維い持じしてきた一族のやり方を、左近衛大将は侮ぶ蔑べつ交じりにそう評していた。そのうえで彼は、兄・大納言の娘に皇子が産まれることは脅きよう威いではあると認め、塔子に皇子ができることのほうが自分には望ましいように言っていた。なにを吞気にしているのかという叱しつ責せきめいた発言は、そこに起き因いんしているのだろう。

「あなたの言うとおりよ。人間には絶対手に負おえない範囲というものが存在するの。だったらそうなったとき、どうやって被害を最小限に抑えるか、自分と大切な人をどう守れるかということを考えるのが、人間の知恵というものだわ」

　そこで塔子は一度言葉を切り、あらためて左近衛大将を見つめ返す。

　彼は痛いところを突かれたように表情を歪ゆがめたが、かまわず塔子はつづけた。

「あなたも私なんかに頼らないで、自分の姫君を女御様の御お子こに入内させる方向で動いたら。そのほうが確実でしょ」

　左近衛大将には昨年産まれたばかりの娘がいる。そして冗じよう談だん交じりにでも、いずれは塔子と明槻の間にできた皇子に嫁とつがせたいと言っていたのだ。だが三条女御の産む子が皇子であれば、そちらに嫁がせる手段もあるではないか。

「残念ですが、それはできません」

　あっさりと左近衛大将は言った。

「え？」

「先月、甥おいの右う中ちゆう将じように姫が産まれましたのでね」

　それは塔子にとって、まったく寝耳に水だった。右中将とは大納言と中なかの宮みや・省しよう子こ内ない親しん王のうの間に産まれた苑子の同どう母ぼ兄けいである。嫡ちやく男なんである彼に姫が産まれたのなら、もっと話題になってもよさそうなものであるが。

「北の方との間ではなく脇わき腹ばらの娘ですよ。ですが母親はそれなりの家柄の娘なので、后きさきがね（将来后となる人）としては申し分ありません」

　いかにもつまらなそうに左近衛大将は語った。ようするに右中将の娘が入内をしたら、自分の娘は敵かなわないということなのだ。

　異い母ぼ姉弟きようだいである三条女御と右中将はさほど近しい関係ではないのかもしれない。しかし父である大納言がいる。大納言は自分の孫娘を妃として優位な立場に立たせるべく、娘である女御にいろいろと働きかけるにちがいない。そうなったら、確かに左近衛大将には太た刀ち打うちできないだろう。

「納得いただけましたか？」

「………事情はね」

「ご理解いただけて光栄です。私も被害を最小限に抑えるために言っているのですよ。女御とあなたが産んだ子のどちらかが東宮になるのなら、私にとっては断だん然ぜんあなたのほうがいい。あなただって私が嫌いだという理由だけで、ただでさえ少ない星ほしの位くらいの支援を断るほど浅はかな女によ人にんではないはずです」

　星の位とは、大だい臣じんや公卿を含んだ殿てん上じよう人びとのことを言う。

　つまり塔子が入内して皇子を産むことがあれば、星の位である自分は味方になると左近衛大将は言っているのだ。かねてより彼は「塔子と明槻と対立するつもりはない」という趣しゆ旨しの言げんをしてはいたが、ここにきてその図式がいっそうあきらかになった。

　確かに理り屈くつだけを聞けば筋すじが通っているし、塔子には三条女御のような有力な後うしろ盾だてがないことも事実である。とはいえ───。

「勘かん違ちがいしないで」

　ぴしゃりと言い返すと、左近衛大将は訝いぶかしげな顔をする。

「私があなたの手を取れないのは、嫌いだからじゃなく信用できないからよ。嫌いな人間とは割り切れば手も組める。だけどいつ裏切るかも分からない、信頼できない人間とは無理だわ」

　一息に語り終えると、塔子は左近衛大将の反はん撃げきを待った。しかし彼はなにも言おうとはせず、格子に手を当てて突っ立っているだけだった。諦あきらめて来た道を戻ろうと、塔子は踵きびすを返しかけた。

「あなたには、私を利用してやろうという気き概がいはないのですか？」

　背中から左近衛大将の声がかかり、塔子は足を止めた。上半身を反転させて見ると、左近衛大将はふっと力を抜くように笑った。

「斎王尚侍、あなたならできると思うのですがね」

　いつもと同じ皮肉めいた物言いながら、左近衛大将の目はやけに切実になにかを訴うつたえているようにも見える。意図を追及しようと見つめる塔子に、捨すて台詞ぜりふのように左近衛大将は告つげた。

「それぐらいしたたかでないと、帝の妃などやっていけませんよ」
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　女おんな一いちの宮みやの袴はかま着ぎの日、塔とう子こは明あか槻つきと同じ牛ぎつ車しやに乗った。もっとも格が高いとされる唐からの車くるまへの同乗だから、事実上東とう宮ぐう妃ひとしての扱いである。その行為が官かん吏りや女によう官かん、そして彼等らの目を通して大だい納な言ごんや三さん条じようの女によう御ごに対する示じ威いに近いものであることは、なんとなく察さつすることができた。ちなみに男女が相乗りする場合、中なか引びきという苧お（真ま麻お）の布を隔へだてて座ることが一般的だが、いまさら感もあって中に入るなり明槻が取り払ってしまっていた。

　相変わらず雨が降りつづける中を、ぬかるみを用心してか車はゆっくりと進んでゆく。

　朱雀すざく大おお路じに出て少ししてから、深こき紫むらさきの束そく帯たいをつけた明槻がしみじみと自分を眺めていることに気づいた。

「なに？」

「いえ、あなたにはやはり初夏の色が似合いますね」

　塔子は目を瞬またたかせ、自分がまとっている衣きぬを見下ろした。上じよう皇こうの住まいを訪れるための装よそおいは、蘇芳すおうと白を重ねた撫なでし子この襲かさねに薄うす紅べにの唐から衣ぎぬをあわせている。

「そ、そう？　あんまり変な装いで上皇様に失礼があってはいけないと思って、雪ゆきの掌侍ないしのじようにも相談して決めたのよ」

「そうですか、よい色合わせですね。爽さわやかで薫かおるような初夏の襲は、あなたによくお似合いだ。もちろん春先に召めしていた裏うら梅うめ、薄うす花はな桜ざくらの襲も可愛らしく……そうそう弥生やよいに召していた紅くれない躑躅つつじも華やかでよくお似合いでした」

「………………」

　なぜそんな、事細かく覚えている。着た本人はもはや何い時つ、何を着ていたのかなど忘れてしまっているというのに。しかも襲の名称まで、男なのになぜそれほどに詳くわしい。

「そ、そうかな。まあ、馬ま子ごにも衣装って言うし………」

「そんなことはありませんよ。褻け（日常）の装いは、それはそれで清せい楚そで可愛らしいですよ」

　さらりととんでもない台詞せりふを返され、塔子は悶もん絶ぜつしそうになった。対して明槻はにこにこしているだけで特に変わった反応も見せない。相手を喜ばせようとかからかうとかの意図ではなく、どうやら素の思いを口にしているだけらしい。

（かえって手に負おえないんだけど………）

　塔子は赤らむ頰をそっと押さえた。

　車はゆっくりと進み、三さん条じよう大おお路じから左さ京きよう区くに入った。龍りゆう王おうが住むとされる庭園、神しん泉せん苑えんの鬱うつ蒼そうとした森をよぎったところで、塔子はあらためて尋ねた。

「ところで、女一の宮様と御お母はは君ぎみの三条女御様にお会いしたことはあるの？」

「女一の宮とは百もも日かの祝いの席で会いましたよ。三条女御はそのとき同席していたのでしょうが、御み簾すが下りていたので顔は分かりませんし、会話もしませんでしたね」

　普通に明槻は答えたが、百日の祝いのころなどようやく首が据わりはじめた赤ん坊だ。それは会うというより見たと言ったほうが事実上正しい。父の妻とその娘との関係などそんなものかもしれないが、相手の情報がないことに塔子は警けい戒かいしてしまう。

　三条女御は東宮が袴はかま着ぎ親おやを務めることをあまりよく思っていない、という三の宮の言葉に加え、苑その子この文ふみに書かれていた三条女御の生おい立たちも気になっていた。今後のために知っていたほうがよい、そんな理由から苑子は異い母ぼ姉しの生い立ちをつづってくれていた。

「───三条女御様のお母様って、もともとは大納言の正せい妻さいだったそうね」

　確認するような塔子の問いに、明槻は一瞬首を傾げた。だがすぐに思い出したのか、こくりとうなずく。

「たしかそうだったはずです。ですが女御が産まれてから数年して、中なかの宮みやの叔お母ば上うえの降こう嫁かの話が持ちあがったものですから………結果的に正妻の座から追い落とされたことになりますね」

　明槻の説明に、塔子は無意識のうちに眉まゆをよせていた。確かに内ない親しん王のうを妻に迎えるのなら、たとえ先に正妻がいてもそのような結果にせざるをえない。源げん氏じ物もの語がたりでも似たような件くだりがあるそうだ。光ひかる源げん氏じは晩年に、内親王・女おんな三さんの宮みやを妻としたため、それまで正妻として遇ぐうされていた紫むらさきの上うえはその地位を追われてしまう。

　もちろん省しよう子この降嫁には、大納言本人の意思ではなく父親である先の関かん白ぱく、ひいては当時の帝みかどであった京きよう極ごく院いんの意向が大きく働いていたのだろう。内親王の降嫁など、当人が望んだからといって簡単に叶かなうものではない。そう考えると単純に大納言が不誠実だとあげつらうことはできないし、三条女御は大納言の一の姫として入じゆ内だいを果たしているから、少なくとも日ひ陰かげの身ではなかったのだろうとも思う。

「いまさらだけど三条女御様のお年を考えたら、上じよう皇こう様よりあなたへの入内の話があがっていたほうが普通だったような気がするけど」

　それを自分が口にするのも微び妙みような気はするが、そういう話が一度でも持ちあがらなかったのかは気になってしまう。

　明槻は首を横に振った。

「年齢だけなら確かにそうですけど、上皇の女御であった先の関白の姫……つまり大納言と左さ近こん衛えの大だい将しようの姉姫が子供をもうけないまま身み罷まかられたので、女御は裳も着ぎを迎えるのと同時に上皇に入内することが早くから決まっていましたから」

「ああ……そうだったの」

　納得してあいづちを打ったとき、車は東ひがし三さん条じようの邸やしきに到着した。

　がたがたと音をたてて乗り入れているうちに、女官達が乗っていた糸いと毛げの車くるまも到着したようだった。お付きとして万ま結ゆをはじめ、四名の女官が乗っているはずだ。

　明槻につづいて車宿りから中ちゆう門もんに進むと、なんとなく見覚えのある女官が迎えに出てきていた。あるいはかつて御ご所しよで三条女御に仕つかえていた者が、こちらの邸にも付き従ったのかもしれなかった。

　塔子は明槻と共に中ちゆう門もん廊ろうから東の対に進んだ。万結達女官等もあとにつづく。

　東ひがしの対たいの簀子から、寝しん殿でんへとつながる渡わた殿どのを抜ける。細こま切ぎれの糸のように振る雨が、南だん庭ていに広がる池の水面にいくつもの波は紋もんを描いては消えてゆく。池のほとりに群ぐん生せいする杜かき若つばたが、蕾つぼみから濃こい紫色の花か弁べんを僅わずかばかりのぞかせていた。

　三条女御と女一の宮は、寝殿の真後ろに設しつらえた北きたの対たいに住んでいるとの話だったが、本日の袴着は、宣せん陽よう院いんが居住する寝殿で行われることになっている。愛まな娘むすめに対する父親の愛情の表れだろう。

　妻つま戸どを開くと、殿でん舎しやはすでに大勢の客でにぎわっていた。

　廂ひさしと母おも屋やとの境さかいを成なす御み簾すと襖ふすま障しよう子じは大きく開け放たれ、寝殿全体を見渡せるようになっている。入ってすぐの東ひがし廂びさしの奥には数名の女官が控えており、そこからつづく母おも屋やの東の端には几き帳ちようと畳たたみで物々しい座が設しつらえてあった。そして絹きぬの帳とばりのむこうから、濃こき紅べにに紫をあわせた薔そう薇び襲がさねの衣が打うち出で（御簾や几帳の下から、唐から衣ぎぬ裳もの襲かさね色いろ目めを見せる室内装そう飾しよく）のようにのぞいていた。

　三条女御だろうと、状況からすぐに推察できた。

　南廂に目をむけると、西側に錦にしき端はしの厚あつ畳じようが敷かれ、回りには子供用に小作りに仕立てた屛びよう風ぶ、脇きよう息そく、硯すずり箱ばこ等の可愛らしい調度が飾られていた。袴着の座である。

　そのむかい、東側にもう一枚厚畳が敷かれている。袴着親、すなわち明槻の座である。

　簀子との間は御簾が下げられており、黒の束帯をつけた公く卿ぎよう達の姿が見える。祖そ父ふである大納言もきっと列席しているにちがいない。母屋の奥に設えられた、宣陽院のための御お座まし所どころはまだ空くう席せきだった。

「尚ないし侍のかみはどうぞこちらに」

　女官に南廂の東端に設えられた席に案内をされ、塔子はたじろいだ。三条女御のほぼ正面の位置だったからだ。几帳を隔てているとはいえ、これは緊張する。しぶしぶ席につくと、万ま結ゆ達女官等も後方に控えるようにして坐ざした。

　明槻は別の女官に案内されて、袴着親の席に座った。塔子の席の几帳は西向きに置いてあるので、明槻の姿は几帳の陰から見ることになった。

　時をおかずして、御座所に宣陽院が姿を見せた。彼は茵しとねに腰を下ろすと、御簾越しに控える諸しよ卿ぎよう達に言葉を述のべる。

「本日は蒸むし暑い中を、姫宮のために足を運んでくれてご苦労だった。儀ぎ式しきのあとは宴うたげの席を用意しているので、ぜひ楽しんでいってほしい」

　そこで宣陽院はいったん言葉を切り、南廂に座る明槻に目をむける。すると明槻が素早く一礼し、口こう上じようを述べた。

「上皇様にはご機き嫌げん麗うるわしく。このたびはご鍾しよう愛あいの女一の宮の袴着を迎えられ、まことにおめでとうございます」

「ありがとう。東宮も息そく災さいでなによりだ。本日は私わたくし事ごとの願いでわざわざ足を運んでもらってすまなかったね」

「いえ。女一の宮は私にとっても妹にあたる姫ですから、妹の腰こし結ゆいをご指名いただくことになんの遠慮がいりましょう」

　無ぶ難なんなやりとりではあったが、明槻の返答がひどく事務的に聞こえて塔子は少し失しつ望ぼうしてしまう。

（袴着が、わだかまりが解とけるきっかけになると思ったんだけど……）

　宣陽院自身も含めて、袴着親の候補は他にもいた。そこを敢あえて軋あつ轢れきのある息子むすこに依頼した理由は宣陽院の誠せい意いであり、それが伝わったから明槻も袴着親を引き受けたのだ。

　だというのに、ここにきてこの展開である。

　もちろん三条女御の懐妊は他意があっての結果ではないだろうし、それは明槻も承しよう知ちしているとは思う。だが元々複雑な思いがあった父親に対して、明槻がその感情をますますこじらせてしまったことは否いなめなかった。

　澄すました表情で口上を述べる明槻に、塔子はため息をつきたくなる。

　多分、いや、ほぼ間違いなく根に持っている。なにしろこの東宮様は、不満や鬱うつ屈くつがあるときほど、あらゆる感情を表に出さなくなる人間なのだ。

「東宮のご胸きよう中ちゆうも複雑ですよね」

　聞き覚えのある声に、ぎょっとして簀子のほうを見る。御簾を隔てたすぐ先には、なんと二にの宮みやが座っていた。深紫の束帯をつけた美び貌ぼうの親王は、夏の扇おうぎである蝙かわ蝠ほりをゆらゆらと口許で揺らしていた。

（そ、そうか。明槻の異母妹いもうとってことは、二の宮様の妹にもなるんだ）

　招待されていても不思議ではない。それにこの邸の西の対には、彼の母である御み息やす所どころ・篤あつ子こも住んでいるのだから敷しき居いは高くない場所だ。

　まだどぎまぎしている塔子に、二の宮は艶つややかに微笑ほほえみかける。

「ご機嫌よう、尚侍。今日の装よそおいも爽さわやかであなたらしいですね。撫子なでしこの襲が可か憐れんで実にお似合いですよ」

「は、はあ。二の宮様もご機嫌麗しく……」

　相変わらず息をするように女によ人にんを褒ほめる二の宮に、塔子はぎこちなく返答する。後ろにいたお付きの女官達が歓かん喜きの声を小さくあげる。その中で二の宮の天てん敵てきでもある万結の反応が気になったのだが、ひとまずなにか言い出す気配はなかった。先月の七しち絃げん琴きん事件のさいは、結果的に二の宮のおかげで、彼女の父と兄は窮きゆう地ちを脱だつすることができたのだ。以前のように蛇だ蝎かつに対するような眼まな差ざしはむけにくいのだろう。

　よく見ると彼の横には三さんの宮みやが座っていた。生き真ま面じ目めな弟宮は、奇き矯きようなふるまいで評判の東宮の婚約者に、なぜか好んで声をかける兄に対し、たいへんに困惑した面おも持もちを浮かべている。

　三の宮にも女御の本心を知らせてくれたことへの礼と、結果としてその旨むねを明槻に伝えなかったことを報告するべきかと考えた。

（でも、さすがに当人が目の前にいるんじゃ、できないわよね）

　塔子は母屋のほうをちらりと見て、帳の下からのぞく薔薇襲の衣に目をむけた。

　彼女にもはたしてこのまま黙っていてよいものだろうか？　しかし、几帳のむこうの女御がなにか言ってくる気配はない。

（もしかして、こちらからご挨拶するべきなのかしら？）

　この場合、どちらが礼れい儀ぎに適かなうのか判断が難しいところである。それにいま挨拶に行っても、途中で袴着がはじまってしまうかもしれない。

　思い悩んでいた矢先、殿舎がいっそうざわつきはじめた。やがて西にし廂びさしのほうから乳う母ばと思しき女人に抱かれた、女一の宮が姿を見せた。

　そのまま中央まで連れてこられて厚畳の上に下ろされた童わらわ女めは、人だかりに驚いたのか何事かというようにあたりを見回している。子供らしい柔らかそうな振り分け髪にふっくらした頰ほお。まなじりがほんの少しだけ垂れている、黒くろ瞳まなこが勝った目になんともいえない愛あい嬌きようがある。宣陽院が目の中に入れても痛くないほどに可愛がっているというのもうなずける愛らしさだった。

　明槻は自分の座から立ちあがって、前に進んだ。そして女一の宮の前でふたたび腰を下ろして視線をあわせると、事実上初対面であるうえに親子ほど年の離れた異母妹に穏やかに語りかけた。

「おめでとう、一の宮」

　緊張した面持ちのまま女一の宮はこくりとうなずき、すぐにはっとしたように「ほんじつはよろしくおねがいします」と言った。おそらく乳母あたりから、そう答えるように言われていたのだろう。あどけない童女の物言いに、あちこちから微笑ましいというように笑いが起きる。明槻も微笑みを浮かべ、小さな異母妹の袴はかま紐ひもを結んでやった。この姫宮は明槻の即そく位いのおりに、賀か茂もの斎さい院いんに立つことがほぼ確定している。年少であるからすぐにというわけにはいかないだろうが、そうやって考えるとなんとも予期的な光景である。

「姫宮、こちらへおいで」

　儀式が終わってから、宣陽院が娘を呼びよせた。するとそれまでひどく緊張していた女一の宮はぱっと顔を輝かせた。

「おとうちゃま」

　可愛らしい声をあげると、乳母の手を振りはらうようにして御簾を割って入る。

　女一の宮が宣陽院のもとに行くと、すぐに女官達が座ざを片付けはじめた。これから簀子にいる諸しよ卿ぎよう達を廂に招き入れて、饗きよう宴えんが催もよおされることになっているのだ。塔子の前の几帳を西に面して置いたのも、彼等の視線を遮るためなのだろう。

　調度の他、皇こう族ぞく、諸卿からの数々の贈り物が女官達の手で運ばれてゆき、物がなくなった南廂の西側に茵が並べられる。席の準備ができると御簾があげられ、特に上位の公卿達が先に招き入れられた。祖父である大納言を先頭に、もちろん異い母ぼ兄けいである二の宮、三の宮も入ってきた。

　大納言は宣陽院の前に座り、祝いの口上を述べた。

「姫宮様、お健すこやかにお育ちのよし、まことにおめでとうございます。この爺じいもお父上様の深いお情けと御み仏ほとけのご厚こう情じようを感じずにはいられませぬ」

「ありがとう、じじさま」

　女一の宮が可愛らしい声をあげ、大納言はもちろん彼女を膝ひざに抱いた宣陽院も相そう好ごうを崩した。大納言は明槻のほうにむき直り、ひとつ頭を下げた。

「東宮様にも、わざわざ行ぎよう啓けいをいただきましてまことにありがとうございます」

「いや、院にも申しあげたが、女一の宮は私にとっても妹にあたる宮だ。むしろ引き受けさせてもらったことを光栄に思っている」

　いろいろ思うところはあるだろうが、ひとまず明槻は無難に応じた。

　それにしても大納言の変わりぶりには驚かされる。以前は弟の左近衛大将に比べて小物であることは否いなめなかった。いまでもそれは同じだが、それでも立たち居い振ふる舞まいや言動に余裕がうかがえるようになっている。

　范はん蒼そう飛ひから治療を受けて以降、噓うそのように体調がよくなったのだと喜んでいたから、それも理由のひとつだろう。身体が健やかになると、やはり気持ちも前向きになる。

　だが大納言の上機嫌の最大の理由は、やはり娘である三条女御の懐妊だろう。

　そのとき母屋のほうでがさりと衣きぬ擦ずれの音が響いた。反射的に塔子は、音がしたほうをむく。

　せつな、ほころびの奥に見える目と視線がぶつかる。

　その女ひとは白い帳の隙すき間まから、じっとこちらをのぞきこんでいた。

　塔子は息をつめ、相手の目を見つめた。むこうにそらす気はないようで、そのまままっすぐに眼まな差ざしをぶつけてくる。

（……三条女御だ）

　ほころびからのぞく瞳は、昏くらい輝きを放っている。

　ひやりとしたものが背せ筋すじを走る。名乗られなくても分かる。明確な敵意をぶつけられていることも───。

　もちろん三条女御が塔子の存在を意識するのはとうぜんだ。自分の腹の中の子が皇おう子じだった場合、塔子はわが子の政せい敵てきを産むかもしれない女なのだから。

　しかし───。

（これは、敵意なんてものじゃない……）

　昏い光から感じたものは、明確な憎ぞう悪おだった。

　全身を走る寒さむ気けに、塔子はぶるりと身を震わせた。

「尚侍」

　背後からの万結の声に、塔子は現実に引き戻された。緊張で強こわ張ばっていたものが、少しだけ緩ゆるんだ。

「あ……な、なに？」

「三条女御様がお呼びだそうです」

「!?」

　愕がく然ぜんとする塔子の前で、万結は兄と同じに感情を交まじえない口調で告つげる。

「是ぜ非ひご挨拶をしたいので、よろしければこちらにおいでいただけないかと仰おおせです」

「それでしたら、あちらからおいでくださればよろしいではありませんか」

　声を潜ひそめつつも憤ふん然ぜんと言う他の女官に、あわてて塔子は言う。

「なにを言っているのよ。尚侍と女御では、とうぜんあちらの身分が上でしょう」

「ですが尚侍は、法ほう皇おう様の孫にあたられる御お方かたです。なにより東宮様のご寵ちよう愛あいを一身にお受けになられ、二か月後には入内も内定しておられるいまをときめく女によ人にん。そのおりにはとうぜん女御におなりかと」

　どうやら近ごろの流行は〝大変なご寵愛〟から〝寵愛を一身に受ける〟という言葉に変更になっているようだ。妃候補が一人しかいないのに一身もなにもないように思うし、具体的になにもない関係だと知れ渡っているうえでの相変わらずの大おお袈げ裟さな表現にも、塔子は内心でげんなりしてしまう。そもそもたかが一、二間けんの距離を行くか行かないかで、沽こ券けんを主張しあうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ。

「いいから、お伺いするとお伝えして」

　不満げな女官を制すると、塔子は万結に目配せする。すぐに万結は立ちあがって東廂のほうに歩いていった。塔子が了解したことを、あちらの女官に伝えに行ったのだ。

　胸元に手を当てると、塔子は一度息を吐いた。そうして気持ちを落ち着けてから、あらためて母屋にある几帳の先に目をむける。ほころびのむこうにあの昏い光は見えず、紅の衣が見え隠れしているだけだった。

（よし！）

　気を取り直して立ちあがると、塔子は東廂に回った。宣陽院が坐す母屋を突っ切ることはいくらなんでも不ふ敬けいである。

　南廂からは几帳に遮られて見えなかった女御の姿が、東廂からははっきりと見ることができた。三条女御はいつの間にか東側に向き直っていたが、蝙蝠をかざしているために顔は見えなかった。ついでに言えばお腹なかの具合も、衣が重なっていてあんがい目立たない。

「どうぞ、おあがりください」

　女御のむかい側に置いた茵を女官が示した。塔子はこくりとうなずくと、東廂から母屋にあがった。時を同じくして女御が蝙蝠を下ろしたので、彼女の白い面おも輪わがあきらかになる。瓜うり実ざね顔がおに厚い瞼まぶたとぽってりとした唇くちびるが、艶つやっぽい雰ふん囲い気きのある女人だった。

「ごきげんよう、斎王尚侍様」

　つむがれた声こわ音ねは甘あまいのに大人びていて、過ぎないほどの華はなやぎと色いろ香かがある。女人として十分魅み力りよく的てきで、先刻感じた昏さはどこからも感じられない。塔子は茵に座ると、戸惑いつつ頭を下げた。

「お初に御お目め文も字じいたします。女御様におかれましては、本日、女一の宮様が袴着の儀をお迎えになられ、まことにおめでとうございます」

「ありがとう。尚侍様こそ、主上おかみのご信頼と東宮様のご寵愛を一身にお受けになられているという話を聞いております。いまをときめく御方にそのような言葉をいただき、宮も私も光栄の極みでございますことよ」

「い、いえ。そのような、主上と東宮様にはよくしていただいておりますが、それはお二方のお優しさからであって、私がどうこうという問題ではございません」

　無難に謙けん遜そんしながら、塔子は三条女御を観察する。紅の衣は几帳の下からのぞいていたものと同じだった。ならばあの昏い目は間違いなく彼女のものなのに、この朗ほがらかな態度はいったいどういうことだ。

（まあ二十四歳の大人なら、取りつくろっていい顔をするぐらいはできるわよね）

　現状では女御のほうが圧あつ倒とう的てきに有利な立場だ。どれほど憎悪していても、それぐらいの余裕はあるのかもしれない。

　とはいえ女御がそれほど自分を憎悪する理由が、塔子には分からないのだ。

　すでに身籠っていることに加え、彼女には摂せつ関かん家けの後うしろ盾だてがある。仮に今回産まれる子供が女じよ児じであっても、まだ二十四歳と若い彼女がこれから身籠る可能性はいくらでもある。

　対して塔子はといえば、ろくな後ろ盾もないうえに身籠るかどうかの保証もない。女人であれば必ず身籠ると思うほど能のう天てん気きではない。

　ようするにこの段階で三条女御は、あらゆる面で塔子より優位に立っているのだ。だというのに───。

「お近づきのしるしに、唐から果くだ物ものでも召しあがられませ」

　やぶからぼうの女御の言葉に、塔子は目をぱちくりさせる。これから饗宴がはじまり膳ぜんも運ばれてくるというのに、なぜここで敢あえて菓か子しを提てい供きようするのか。しかしすでに女官が高たか杯つきに菓子を盛りあわせて運んできている。

（お腹が膨ふくれちゃいそうだなあ……）

　内心で閉へい口こうしつつ塔子は目の前に置かれた高杯を見下ろした。皿に盛った唐菓子と蓋ふたのついた盃さかずきが並んでいる。

「こちらを」

　提ひさげを手にした別の女官に促され、塔子はしぶしぶ盃の蓋を取った。

　しかし提から注そそがれた白しろ酒ざけは、盃ではなく塔子の手の甲こうにかかった。白はく濁だくした液体が真しん珠じゆのような水滴を作る。

「まあ、申し訳ございません！」
















　驚くほど大きな声をあげたのは、女官ではなく三条女御だった。なにが起きたのかとっさに分からずにいた塔子より、あきらかに先に女御は自分の女官の失しつ態たいを認識した。というより、酒が手にかかったのと女御が叫んだのはほぼ同時ではなかったか？

　あまりの大声に、殿舎にいた者達の視線がいっせいに注目する。もちろん几帳が隔ててあるので、丸見えというわけではない。しかし女御の西隣にいた宣陽院の他、廂や簀子にいる者も位置によっては見ることができた。

「大変、お召し物が濡れてしまいます」

　言うなり女御は座から下り、目を疑う塔子の手を取った。空あいたほうの手には紅も絹みを握りしめている。予想もしない行動に塔子はあわてる。女御の立場にある者なら、このような場合、普通は女官に手当てを命めいじるものだ。

「だ、大丈夫です。そのように美しい紅絹を汚しては申し訳ありません」

　あわてて断ろうとしたが、かといって女御の手を振り払うこともできなかった。

「いいえ、どうぞお使いください。この紅絹はさしあげますから」

　女御は塔子の手にぐいっと紅絹を押しつけてきた。押し切られるように受け取ると、女御の顔に会かい心しんの笑みが浮かぶ。

（？）

　本ほん能のう的てきに生じた不ふ審しんから、塔子は紅絹を返そうとした。しかしそれより先に女御は身を離し、後ろ向きにいざるようにして自分の座に戻ってしまった。結果として塔子の手に紅絹が残された。

「まあ、宴がはじまってしまいますね。唐菓子は包ませますから、お持ち帰りください」

　機嫌よく女御は言うが、宴の準備待ちのときに勧すすめておいてなにをいまさらという感は否めない。しかも聞きようによってはこの言い方は、さっさと自分の席に帰れと言っているようにも受け取れる。

「尚侍」

　見兼ねたのか万結がささやく。意識せずとも表情が硬くなっていた。塔子は気を取り直して一礼すると、自分の席に戻った。釈しやく然ぜんとしないままでいると、几帳のむこうで明槻が尋ねた。

「なにがあったのですか？」

「………うん、ちょっとね」

　わだかまりを上う手まく言い表すことができず、塔子は言葉を濁にごした。明槻がどんな表情をしたのかは几帳があったので分からない。しかしちょうど堤を持った女官が近づいてきたので、彼はそれ以上問いただすことなく盃を差し出した。

　塔子は手にした紅絹を、後ろに控えていた自分の女官に渡した。

「これ、あとできちんと洗せん濯たくさせておいて」

　たかが紅絹一枚とはいえ、三条女御から譲ゆずられた品を粗そ末まつに扱うことに不安を覚えた。あとからどんな因いん縁ねんをつけられるやもしれない。

　意を察したのか、女官はとやかく問うこともなく素直に受け取った。

　南廂の半分と西廂には、諸卿達がそれぞれの席に坐していた。

　御座所の宣陽院のはすむかいに、明槻と大納言がむきあうようにして座っている。塔子は他の女官達と共に、几帳を挟んで明槻の背後に座る形になっていた。

　宴は次第に盛りあがりを見せ、ほろ酔よい気分での会話もかなり砕くだけたものになりつつあった。管かん弦げんの音ねや催さい馬ば楽らが響く中、誰に促されたのか二の宮が笛ふえを奏かなではじめた。相変わらずの見事な音色に、人々はうっとりと耳を傾ける。

　塔子もつくづく感心していた。七絃琴の腕前といい、この人は本当に芸事の才能に秀ひいでている。

「二の宮、見事であった」

　演奏を終えたばかりの息子に、機嫌よく宣陽院は言った。

「まことにあなたの奏でる音はすべてが素晴らしいが、特に笛は迦か陵りよう頻びん伽がの声もかくやとばかりの音色だね」

「たいそうにお褒めいただいて恐きよう縮しゆくです。女一の宮への祝いになれば光栄です」

「それは自信を持ってもいいだろう。先ほどから姫宮は、目を輝かせてあなたの奏でる笛の音を聞いていたよ」

　そう言って宣陽院は、膝の上の女一の宮の頭を撫なでる。迦陵頻伽とは仏ぶつ教きようで説とかれる想像上の人じん頭とう鳥ちよう身しんの鳥である。比ひ類るいなき美しい声で鳴くといわれ、上半身は美女の姿で描かれることが多い。

　宣陽院の言葉に、女一の宮は大きくうなずいた。

「はい。宮も大きくなったら、あにうえさまのように上手じようずに笛がかなでられるようになりたいです」

　はきはきした物言いに、場にいた者がどっと笑った。一般的に笛は女性が奏でる楽器ではないのだが、そんなことをこの小さな姫宮に教え諭さとすことは野や暮ぼというものだ。二の宮も微笑みを浮かべつつ、優しく応じる。

「それは楽しみだ。姫宮はとても可愛らしいから、そうなったら迦陵頻伽そのものになるだろうね」

　女一の宮はふっくらした頰を紅く染め、そのまま父院の胸に顔を埋うずめた。

　その仕し草ぐさに、人々の間にふたたび笑いが起きる。

「さすがだな、幼よう女じよに対してまで手を抜かない」

　心底あきれた明槻の物言いに、塔子は思わず噴き出してしまう。特に人目を引くようなものでもなかったのだが、その笑い声に宣陽院がついと目をむける。几帳は西側に面して置いてあるので、宣陽院のほうから視界は隔てられていない。

「そういえば、斎王尚侍。本日はわざわざご苦労であったね」

　とつぜん直じかに声をかけられ、塔子は目を円まるくする。普通に笑ったつもりだったが、よほど悪目立ちしたのかと訝いぶかってしまう。

「もったいないお言葉をありがとうございます。主上も女一の宮様のご成長を、ことのほかお喜びでございました」

　恐縮しながらも答える塔子に、穏おだやかに宣陽院は言った。

「それはありがたいことだ。このたびは主上から大変な御お心こころ遣づかいをいただき、まことに感謝していると伝えておくれ」

　宣陽院の言葉はけして誇こ張ちようではなく、縋すが子こからの祝いの品は大層なものであった。仲のよい同どう母ぼ兄けいの娘、姪めいという同性に対する贈り物ということで、二重に気合が入っている気がする。

「かしこまりました。必ずお伝えいたします」

「主上は立場上、ご心しん痛つうも多いことであろうが、あなたがよく仕えてくれていると聞いているので私も安心しているよ」

「め、めっそうもございません」

　名めい目もく上じようの尚侍なのにと、塔子は本気で恐縮していた。そのいっぽうで、武ぶ即そく天てんに喩たとえられる縋子に心痛というのも、なんとも不似合いな言葉だとひそかに突っこんではいた。

「あなたと東宮の間に皇み子こができれば、主上も安心して御ご譲じよう位いできるであろう。本当に入内が待ち遠しいことだ」

　しみじみと語られた言葉に、塔子ははっとして顔をあげる。

　あたりは明確にざわついていた。それはそうだ。いまの宣陽院の発言は、次の東宮として立つのは三条女御の腹にいる自分の子ではなく、できるかどうかも分からない明槻の子だと宣言したようなものなのだから。

　せつな、塔子は先ほど感じた三条女御の視線を思い出した。

（………そういうことだったんだ）

　女御の憎悪に満ちた眼差しは、つまりこれが理由だったのだ。

　宣陽院の腹づもりを、女御は以前から聞かされていたのだ。そして現状では東宮妃となり真っ先に皇子を産む可能性が高い塔子を憎悪した。

「い、いやはや……これはさすが上皇様」

　声を上うわ擦ずらせながら言ったのは、大納言だった。彼にとってはまさに寝ね耳みみに水みずの発言だったようだ。ほころびから様子をうかがうと、大納言は蝙蝠をしきりにあおいで場をごまかすように間を取っている。

　やがて彼は、閃ひらめいたというように手を止めた。

「もし私が上皇様の立場にありましたら、新しく産まれてくるわが子のことだけで頭がいっぱいになって、とても他人の御お子このことまで気が回りませぬ。さすが広いお心をお持ちですな」

　塔子は眉をよせた。機嫌よく言いはしているが、あきらかに当てこすっている。しかも他人の御子という表現が、明槻の出しゆつ生せいの曰いわくを考えればなんとも意味深だ。もちろん明槻が京きよう極ごく院いんの子だったとしても他人にはならないから、あるいは大納言にそこまでの意図はなかったのかもしれない。しかし女御の腹の子を無視した宣陽院の発言には、間違いなく反発している───とうぜんだ。

　いっぽう宣陽院のほうは織りこみ済みの反応だったのか、さして不快な様子も見せずに静かに答える。

「いや、女御の懐妊はめでたいかぎりだが、私自身がこの年なので少々気恥ずかしいという思いもあるのだよ」

　当てこすりをさらりとかわされ、大納言は鼻はな白じろんだ表情をする。かまわず宣陽院は、自分の膝で、いつの間にかうとうとしはじめた女一の宮の黒髪を愛いとおしげに撫でつけた。

「もちろんこんな愛らしい者をもう一度この腕に抱けるのだとしたら、喜ばしいことにちがいはないがね」

　これも取りようによっては、女児を希望するような発言である。

　列席する諸卿達も、塔子の後ろに控える女官達の間にもあきらかな戸惑いが広がる。

（どういうおつもりなのかしら？）

　宣陽院の意図を測はかり兼かねて、塔子は迷う。温厚な性格から、余計な火ひ種だねをまくことを恐れたのか？　あるいは、あと二か月で塔子を迎える明槻に気を遣ったのか？

　答えを求めるつもりで几帳の陰から明槻の表情を確認すると、彼は困惑した面持ちで宣陽院と大納言のやりとりを聞いている。父親の自分に対する気遣いに、喜んでいる様子も安堵している気配もうかがえない。

　とつぜん大納言が声をあげて笑いだした。

「なるほど。姫宮様のように愛らしい童わらわを孫として抱けますことは、爺である私にとってもこのうえない喜びですな」

　不自然なほどに上機嫌な声音は、場を取りつくろおうとする意思が感じられた。

　腹の子の性別も分からぬうちに、嚙かみつくのも得とく策さくではないと判断したのだろう。ここで上皇と東宮の機嫌を損そこねて、産まれてきた子供が女児であったら目も当てられない。まして熊くま野のの件で明槻に負おい目めがあるのだから、一いつ端たんは引いてみせて貸しを作っておこうという魂こん胆たんなのかもしれない。

　とはいえ実際に男児が産まれたのなら、大納言はけして引き下がらないだろう。もちろん女御も納得するはずがない。納得しているのなら、あんな憎悪の目をむけてきたりしない。

　ほころびの先で昏く光る目を思い出し、塔子はぶるっと身体を震わせる。

　なんとも気まずい空気が殿舎に流れ、大納言の発言を最後に沈黙が支配する。

　せっかくの祝いの席に、これでは女一の宮が可か哀わい想そうだと感じたときだった。

「いかがですか、東宮。われらが妹のために、次はあなたが琴ことを披ひ露ろうなさっては」

　声の主ぬしは二の宮だった。とつぜん話を振られた明槻は、なんのことかという表情で異い母ぼ弟ていを見るが、やがて意図を察したように表情を和やわらげる。

「やぶさかではないが、そなたのあとに楽を奏でることは荷が重いな」

「ご謙遜を。東宮の倭やまと琴ごとの腕前は、皆の知るところでございますよ」

「そう言って一の宮を期待させておいて、自分の演奏の評価をあげる魂こん胆たんではないのか？」

「滅めつ相そうもない。そこまで悪人ではありませんよ」

　冗談めかしたやりとりに、ぎこちなかった空気がようやく和らぐ。宣陽院も硬かった表情をほころばせた。

「さすが胡蝶の宮様ですわね。場を取り持つのがお上手で」

　塔子の間近に身をよせ、皮肉ともつかぬ口調で万結がささやいた。確かに二の宮は、よくも悪くも相手の身構えを解く能力に長たけている。際きわ立だった美貌の持ち主なのに優しい物言いから、相手をかまえさせないのだ。男相手でこれだから、そりゃあたいていの女は籠ろう絡らくされてしまうだろう。

　そのあとの短いやりとりのあげく、結局明槻の前に倭琴が運ばれてきた。

「一の宮は、もう琴の稽けい古こはしておられるのか？」

　女官から琴こと軌さきを受け取ったあと、あらためて明槻は尋ねた。女一の宮はうなずく。

「はい。でも、まだうまくひけません」

「では頑がん張ばって稽古をなさるといい。上手になりたいと思って稽古に励めば、大たい抵ていの人間は上手になれます。弾ひけるようになったのなら、ぜひ御所においでになって私達にも聞かせてください」

　諭さとすように告げてから、明槻は琴軌で絃げんをはじきはじめた。

　冴さえ冴ざえとした音色が響き、塔子は耳を傾ける。明槻が倭琴の名めい手しゆだということはあらゆる人達から聞いていたが、考えてみれば演奏を耳にしたことはなかった。理由として塔子が楽そのものにあまり興味がないことに加え、明槻が人前でいろいろやりたがらないという二重のものがあった。

（はじめて聞いたけど………）

　難しいことは分からないが、驚くほど精せい緻ちで丁てい寧ねいな音色だった。

　比べることもどうかと思うが、あらゆる奏そう楽がくで名手と言われる二の宮は、息をするように自然に楽器を奏でる。先ほど宣陽院が彼の笛の音を迦陵頻伽に喩たとえたが、まさに天から授さずかった才というものを思わずにはいられない演奏だった。

　しかし明槻の奏で方は、同じ名手でもまったくちがっていた。

　神経を際さい限げんまで張りつめさせ、ほんの少しの弾き損そんじも許さないほどに細さい心しんの注意を払っている。人が自分の努力で徹てつ底ていして磨きあげた力とでもいうべきだろうか。その弾きざまは、見る者に無言の圧あつ力りよくを与えるかのようだった。

　───上手になりたいと思って稽古に励めば、大抵の人間は上手になれます。

　先ほどの自身の言葉を、体たい現げんするような演奏だった。

（これは、確かにすごいかも）

　塔子は心底感心した。最初は分からぬような表情をしていた女一の宮も、いつしか引きこまれて目を輝かせている。やがて明槻が演奏を終えると、声をはずませて彼女は言った。

「おとうちゃま。宮は大きくなったら笛はあにうえさまのように、琴は東宮のあにうえさまのようになりたいです」

　ずいぶんと高い目標を宣言した姫宮に、宣陽院をはじめ一同はふたたび笑いだす。

　異母妹いもうとの高評価に、明槻も表情をほころばせる。

　無む邪じや気きな女めの童わらわの反応に微笑みながら、塔子はちょっと安堵もしていた。二の宮の演奏にあれだけ興奮していた女一の宮が、明槻の演奏に関心を示さなかったらちょっと悔しいと思っていたからだった。
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「大だい納な言ごんも三さん条じようの女によう御ごも、あんなこと絶対に納得していないわよ」

　帰りの車に乗りこむや否いなや、塔とう子こは切りこんだ。予測していたのか、明あか槻つきは驚いた様子もなく同意した。

「普通に考えて、納得するはずがありませんね」

　素そっ気けなく答えたあと、ひときわ声を低くして言う。

「あんな理り不ふ尽じんなこと」

「………」

　予想外の言葉に、塔子は一瞬黙りこむ。

　宣せん陽よう院いんのあの発言は、少なからず明槻に対する気き遣づかいがあると思う。だというのに彼は理不尽だと断言した。もちろん明槻にとってではない。大納言と女御にとって理不尽だと言っているのだ。

　身も蓋ふたもない言い方をすれば、公く卿ぎよう達は帝みかどの子を産ませるために自分達の娘を入じゆ内だいさせている。諸しよ大だい夫ぶ程度の貴き族ぞくであれば、娘への帝の寵ちようを利用して地位を得る程度で満足するだろうが、摂せつ関かん家けの人間ともあればその程度で満足するわけにはいかない。

　自分の娘が産んだ親しん王のうを帝てい位いに即つけ、外がい戚せきとして権けん勢せいをふるう。それが彼等らの目標であり、后きさきがねとして育った娘の使命である。

　つまり宣陽院のあの発言は、彼等の目的を頭から否定するものなのだ。

　不興を買った、あるいは失しつ策さくをしたなどの理由でもあればまだ分かるが、宣陽院に対して彼等はなんの非ひもない。数歩譲ゆずって熊くま野のの件にかんしては大納言に負おい目めはあるが、三条女御はそんなことを知らない。后がねとして育った彼女が懐妊に際してあのように言われたのなら、入内どころかこれまでの教育がまったく意味のないことになってしまう。

　なるほど、確かに理不尽すぎる。

　だからといって塔子も、あんな憎ぞう悪おの念をむけられても困る。それこそ理不尽である。

　しかしむこうからすれば、后がねの教育もなく熊野の田舎いなかで好き勝手に育ち、御ご所しよにあがったいまでも未来の妃きさきとしていかがなものかというふるまいをしている塔子が、時流に乗ったという理由だけで、国こく母もとなる権利を与えられることは納得できないのだろう。

「そりゃあ、そうよね」

　しぶしぶながら塔子はあいづちを打つ。どちらに非があるわけでもないのに、環境や境きよう遇ぐうが理不尽な状況を作りあげてしまうのだ。気落ちしたふうの塔子をどう思ったのか、おもむろに明槻は言う。

「考えようによっては、院に口にしてもらってよかったのかもしれません」

「え？」

「諸しよ卿ぎよう達の思惑を測はかる、いいきっかけになります。たとえ産まれてくる子供が女児だったとしても、女御の年齢を考えればまた身み籠ごもる可能性は十分あります。文ふみ月づきになってあなたが入内をすれば、諸卿達もそれぞれの身の振り方を真剣に考えるようになるでしょう。彼らの思惑がどちらにあるのかいい試し金きん石せきになります」

「……………」

「ですから早いうちに、あなたの立場を確かつ固こたるものにすることは必要です」

「う、うん……」

　だから子を産めるのなら、そのほうが望ましい。そのような意図を察して、塔子はぎこちなくうなずいたのだが───。

「主上おかみとも相談したのですが、あなたには爺じじ様さまの猶ゆう子しとなってもらったうえで入内していただきたいのです」

　爺様とは京きよう極ごく院いんのことである。

「は？」

　予想もしなかった提案に、塔子は目を円まるくする。

　塔子自身にその意識は希き薄はくだが、京極院は明槻だけではなく塔子の祖そ父ふにも当たる。他人ならともかく、孫娘が祖父の猶子になるとはどういうことだ。

「な、なんでわざわざそんなこと」

「え？」

　明槻は露ろ骨こつに怪け訝げんな表情をした。そんなあたりまえのことを、なぜ訊きくのかと言わんばかりである。

「だ、だっておかしいじゃない。法ほう皇おう様は私の祖父なのに、なんで猶子なの？」

　京極院が祖父という意識の薄い塔子は、彼のことを法皇様と呼んでいる。それでも彼が自分の祖父であることは知っている。

「あ…」

　明槻は短くつぶやき、合が点てんがいったというようにうなずく。

「ご存じなかったのですね。入内に際してはよくある話なのです。三条女御も、祖父である先の関かん白ぱくの養女となって入内していますから」

「……なんでそんな面めん倒どうなことを？」

「より高い身分で入内するためです。一般的に女御という身分は、父親が大だい臣じん以上の女によ人にんに限られますからね。もちろんあなたの場合は女によ王おうですから、そのままでも女御として入内していただけますが」

　初耳だったので驚いた。確かにいちばん上の娘では、入内する年ごろは父親もまだ若くて身分もそれほどではないのかもしれない。大臣など、また先の話だろう。

「ですが格は高いに越したことはない。それに爺様の猶子になっていただければ、内ない親しん王のうとして宣せん下げすることもやりやすくなります」

「は？」

　短く声をあげたきり、塔子は言葉を失うしなった。なんだかいま、とんでもないことを聞いた気がする。

「そのような事情ですから、来月には猶子として───」

「ち、ちょっと待って！」

　一人で話を進める明槻に、塔子はあわてて言った。

「内親王って、どういうこと？」

「言葉のとおりですよ。あなたが内親王に宣下されれば、格も御み封ふもあがるでしょ」

「……………」

　一般的に親王宣下を受けると、諸しよ王おうや官かん吏りに対する位い階かいではなく品ほん位いを授さずかるようになり封ふ戸こ（俸ほう禄ろく）も増える。とうぜん女によ王おうよりも、内親王のほうが身分は高い。

　一般的に帝の子し息そくや兄弟が対象となる親王宣下だが、帝の孫で親王宣下を受けた者も複数いる。直近では異い母ぼ姉し・梅うめ壺つぼの女によう御ごがそうだった。しかし彼女は宮きゆう中ちゆうで生まれ育った父の嫡ちやく出しゆつの娘で、塔子とはそもそもの格がちがっている。

「そ、そんなもったいない……ていうか、恐れおおい」

「そんなことを言っている場合ではありません」

　厳しい口調ではなかったが、やけにぴしゃりと明槻は告つげた。

　どきりとする塔子に、さらに彼はつづける。

「本来であれば皇こう族ぞくにしか許されなかった皇こう后ごうと摂せつ政しようの地位は、安あす宿かべ媛ひめ（光こう明みよう皇こう后ごう）の立りつ后こうと藤ふじ原わらの良よし房ふさの摂政宣下を許して以来、藤とう氏しにいいようにされてきました。ですが親王は皇族にしか許されない称しよう号ごうです。たとえ関白の娘でも得られない。だからこそあなたが宣下を受ければ、三条女御とのちがいを世間に知らしめることができます」

　滔とう々とうと語る明槻に、塔子はしばし気け圧おされる。女王の身分でさえいまひとつ実感がないというのに、内親王宣下を受けるなど想像もできないことだった。だが明槻のみならず縋すが子こと京極院までも、以前から考えていたことだというのだ。

　ふと塔子は、先日自分が左さ近こん衛えの大だい将しように告げた言葉を思い出した。弘こ徽き殿でんの簀すの子こで会ったとき、焦あせるようにつめよってきた彼に塔子は「人の手に負えないものから自分と大切な人を守るために必要なものが人間の知恵だ」と言ったのだ。

　つまり、これはそういうことなのだ。

　明槻の言い分は今後起こりうる事態に備え、彼らが考えた手段のひとつなのだ。

　塔子は気持ちを落ち着かせようと、胸を押さえた。

「法皇様にはもう承しよう諾だくをいただいているの？」

「もちろんです。亡くなられたあなたの父君と姉君の資産は、いまのところ爺様のものになっていますから、相続という点でも好こう都つ合ごうではないかと思います」

　思いがけない事実だった。そんなもの認にん識しきすらしていなかった。尚ないし侍のかみとしての封戸を与えられているから、いままで彼らの資産など気にしたこともなかったのだ。しかし考えてみれば、異母姉はともかく父は完全に冤えん罪ざいだったのだから没ぼつ収しゆうされることもなかったはずだ。

「そうかあ……なんか変な感じね」

　ぽつりと塔子はつぶやいた。周りの変化についていけず、少し混乱しつつあった。

　覚悟していたことだが、入内にともなって生じるさまざまな問題を考えると気が重くなってくる。縋子と京極院がここまでしてくれる理由は、彼等が塔子に期待をしているからだ。東宮妃として首しゆ尾びよく皇おう子じを産み、摂関家の権けん勢せいに対抗しうる体制を作るために尽力することを望んでいるのだ。

　分かっていたつもりでも、入内が近づくにつれて不安が大きくなってくる。

　彼等の望むとおりに皇子を産めるかどうかなど、誰も保証してくれない。

「本音を言えば………」

　とつぜんの明槻の声に、塔子は物思いから立ち返る。

　きょとんとして彼の顔を見つめると、明槻はそっと声をひそめる。

「私はあなたが妻になってくれるのなら、それ以外のことは望んでいないのですけどね」

「!!」

　言葉をなくしたようになる塔子の目を見つめ、明槻は小さく笑った。

「主上や爺様には内緒ですよ」

　確かに二人にはとても言えないだろう。

　だけど明槻は前にも言った。懐妊はめでたいことだが、精神的にも肉体的にも女人にとって大変なことだ。だから塔子は自然にしていてくれればいいのだと───。

　養女の件も親王宣下も、塔子を守るために彼が考えてくれたことなのだ。

「うん、分かっている」

　言葉を嚙みしめるように答えると、明槻は腕を伸ばして塔子の身体を引きよせた。

　頰が肩口のあたりに触れ、いつもの金きん木もく犀せいの香りがふんわりとただよう。塔子は自然と彼の身体にもたれる。明槻はなにも言わなかったが、とくとくと規則的な彼の鼓こ動どうの音を聞いているうちに、不安と憂ゆう鬱うつが次第に薄れて心が落ち着きを取り戻してゆくのを塔子は感じていた。
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　袴はかま着ぎでの宣せん陽よう院いんの発言は、とうぜんながらあっという間に御ご所しよ中に広がった。

　もちろん縋すが子この耳にもがっちりと入っており、翌日『朝あさ餉がれいの間ま』に入るや否いなや、塔とう子こはその話題を切り出された。

「公く卿ぎよう達の前でそれだけはっきりと仰おおせになられたのなら、大だい納な言ごんも上じよう皇こうからの後押しは諦あきらめるであろう」

　縋子のほっとした物言いには、同母兄あにに対する親愛の情が滲にじみ出ていた。宣陽院の意思が三さん条じようの女によう御ごの腹の子にあったのなら、京きよう極ごく院いんも含めて、いずれ父子おやこ、兄妹きようだいが対立する事じ態たいになりかねない。それは兄を敬けい愛あいする縋子からすれば辛つらいことにちがいない。

　だが、縋子のはすむかいに座る明あか槻つきの言葉は冷ややかだった。

「どうですかね」

　あきらかに棘とげのある口調に、縋子は柳りゆう眉びを逆立て、控えていた三さん掌侍ないしのじようも不安げな眼まな差ざしをむける。しかし明槻は彼女等らの視線など意いに介かいさなかった。

「産まれた子供の顔をご覧になられたら、気が変わるやもしれません。それが親心というものでしょう」

　一いち理りある言い分だが、仮にも上皇という立場にある人が、そんな無責任な発言をするものかと塔子は思う。明槻に対しては複雑な感情があるだろうが、宣陽院は親の心がない人間ではない。女おんな一いちの宮みやはもちろん、二にの宮みや、三さんの宮みやに対しても父親として情を持って接している。

　その彼が産まれてくるわが子に対する、自分の愛情を想像できぬこともあるまい。

　だからこそ次の皇こう太たい子しを明槻の嫡ちやく子しにするべきだという発言には、宣陽院のあきらかな覚悟が感じられたのだ。

　しかし塔子は、その考えを明槻に伝えることができなかった。彼の父親に対する鬱うつ屈くつした感情を思うと、どうしても発言には用心深くなってしまう。結果としていつものように猫ねこ障しよう子じの前に控え、明槻と縋子のやりとりを聞くことに徹てつするしかできなかった。

「愚おろかなことを」

　縋子は蝙かわ蝠ほりをあおぎながら、そっけなく述のべた。今度は明槻が眉まゆをあげた。

「先の帝みかどともあろう御おん方かたが、そのように軽はずみに言葉を発するはずもなかろう。無用な争あらそいを避さけるために熟じゆく慮りよされたうえでのお言葉に決まっておる」

　前半は塔子の考えを、ほとんどそのまま縋子は口にした。そして後半の言葉は、うまく明槻の反発をかわしたものだと感心もした。ここで宣陽院の明槻に対する感情を云うん々ぬん言えば、なおのこと感情をこじらせることが目に見えている。そのあたりを配はい慮りよし、政争面に論ろん点てんを持っていったのだろう。政まつりごとに関心が薄く、人との諍いさかいを嫌う宣陽院の性格を考えれば、縋子の言葉は一理あるものだった。

　ちらりと明槻のほうを見ると、気まずげな面おも持もちではあるが反はん論ろんはしないでいる。

　ひとまず塔子が胸を撫なでおろしていると、ぼやくように縋子は言った。

「それにしても、確かく証しようもないまま皮かわ算ざん用ようばかりをしても虚むなしいばかりじゃのう」

　まさしく言うとおりである。いくら大納言と三条女御の動きを牽けん制せいしても、明槻が即そく位いまで皇み子こを持てなければ、必然東とう宮ぐうの地位は女御が産む子供のところに行く。しかし肝心のその子供の性別は、まだ分からない。結果として官かん吏り達は、自分の立ち位置に右う往おう左さ往おうしている。

　どちらにつくべきか、どちらについたほうが自分にとって得なのか。

　いい年をした大人が全員で、捕とらぬ狸たぬきで皮算用をしている。彼等も三条女御の出産が終わらなければ動きようもないのだろう。しかしそれは裏を返せば、皇子が産まれたのなら大納言側につく可能性を示していることになるのだ。

　なんと浅はかなのかと塔子は思った。明槻の即位はほぼ確実だ。現在でも摂せつ政しようの宮みやと囁ささやかれているぐらいだから、力量は皆も認めているはずだ。対して三条女御の子供が即位できるかどうかは、その性別も分からぬうちではいかんとも判断しがたい。ならば誰もが態度をはっきりさせない中、ここで明槻の側に立つことをいち早く表明すれば確実に恩おんが売れるだろうに。

（そういう人がいないというのが、明槻のいちばんの問題なのか………）

　人じん望ぼうがないわけではない。しかし出しゆつ生せいをはじめとしたさまざまな要よう因いんから、明槻はこれまで臣しん下か達と良好な人間関係を築きずけずにきてしまっている。おそらく彼等の大半は、明槻が即位すれば自分達は冷れい遇ぐうされるのではと心配しているのだろう。

　考えているうちに、塔子はため息をつきたくなった。

「っとに、それもこれもそなたに甲か斐い性しようがないからじゃ。上皇があのお年で御お子こをもうけられたというのに………」

　忌いま々いましげな縋子のつぶやきに、塔子はわれに返る。もちろん甲斐性なしの言葉は明槻にむけられたものだ。二十二歳の今日になるまで明槻が妃を取らずにきたのにはいろいろな理由があってのことだが、もちろんそれを承しよう知ちしたうえでの発言だ。噂うわさによるとかねてより縋子は、喪も明あけの規定など無視してかまわないから、一刻も早く塔子を入内させるように言っていたらしい。それを明槻が塔子の気持ちと世間の常識を考えて、はねつけていたらしいのだ。

「申し訳ございません。されど私も無用な争いを避けるための熟慮の末のことでございます」

　相手の言葉を借りての、嫌いや味みったらしい反撃に塔子は額を押さえた。

　縋子はつまらなそうな表情で、ひとつ蝙蝠を揺らした。

「まったく。ああ言えばこう言う……振り分け髪のころは、素直で可か愛わいらしい御子であったのに、甲斐性もないまま無駄に年ばかり取りおって」

「そうですね。主上おかみもあのころは花の盛りで、玉のような肌の瑞みず々みずしい女によ人にんでしたね。本当に年月の無む情じようさというものは、誰にでも平等に訪れるものですね」

「そ、そうですか。私もそのころのお二人にお会いしてみたかったです！」

　ばちばちと火花を散らしはじめた二人の間に、塔子はあわてて割って入る。二人は鼻はな白じろんだような表情をしたが、さすがに大人げないことに気づいたのか、それぞれに矛ほこを収めた。

「そういえば主上、直なお霧ぎりの件ですが………」

　胸を撫でおろす塔子の前で、明槻は信頼する乳ち兄弟きようだいの名を告つげた。

　万ま結ゆの兄でもある直霧は、藤とう花かの宴えんのおりに従じゆ五ご位いを受けていた。しかし官かんは据すえ置おきのままで、従じゆ六ろく位いの左さ衛え門もんの大だい尉じようのままとなっている。位くらいが官より高い状態なので『行』の字を使い『従五位行左衛門大尉』と記される。

　縋子は「ああ」とあいづちを打つ。

「そういえば、どうするのじゃ？」

「左さ衛え門もんの佐すけと蔵くろう人どの兼けん任にんという形で、除じ目もくを行いたいと考えています」

　佐とは大尉の上の官位で、蔵人とは位からして五位蔵人のことであろう。蔵人は殿てん上じようの一切を司つかさどり、帝の近辺に仕えることも多い。直霧に位にふさわしい昇しよう任にんをさせて、ゆくゆくは自分の即位のおりに重ちよう用ようする心づもりなのだろう。

　納得顔でうなずいたあと、あらためて縋子は訊きく。

「では、どうする？　臨りん時じに除目を行うか？」

「いえ。あと三か月もありませんから、秋の除目まで待ちましょう。あまり目立たせて同どう僚りようの嫉ねたみでも買っては、彼もやりにくいでしょうから」

　確かに公卿や参議の嫉みは織りこみ済みだろうが、同僚達からまでそれでは、いくら直霧でも精神的に堪こたえるだろう。もちろん位があがったのだから、いずれ官位があがることは不ふ承しよう不ぶ承しようでも周りも承しよう知ちしているはずだ。しかし定期的な秋の除目を待たずに臨時で除目を行えば、目立ちすぎて必要以上の嫉そねみを買いかねない。

　明槻の答えに、塔子はなるほどと納得した。縋子も同じ思いだったようで、特に不平も異い論ろんも唱となえなかった。

　一通り話がすんだところで、縋子は御み簾すの先に目をむける。

「しかしよう降る雨じゃのう。蒸むし暑いし、気分まで鬱うつ々うつしてしまいそうじゃ」

「皐さ月つきはしかたがありませんよ。水み無な月づきに入れば梅つ雨ゆもあがるでしょう。それにこの時じ季きに降ってくれなければ、水不足を招まねきかねませんから」

　なだめるように言ったのは、明槻ではなく雪ゆきの掌侍ないしのじようであった。

　古こ参さんの女によう官かんの言葉に、縋子は気を取り直し「そうであろうの」とつぶやいた。





[image: ]






　雪掌侍の言葉はあたらなかった。

　水み無な月づきに入ってもその名とは裏うら腹はらに、梅雨は明ける気配を見せなかったのだ。

　塔とう子こは簀すの子こに出て、その日も朝からしきりに降る雨を眺めていた。

「本当にいつまで降るのかしら」

　朱す雀ざく大おお路じにでさえそう出ることもないから、外れにある鴨かも川がわや桂かつら川がわなど目にするはずもなかった。だが故こ郷きようの大おお斎ゆの原はらは、三つの河か川せんに囲まれていた。しかも毎年のように野の分わけの直ちよく撃げきを受ける土地なので、そのたびに水みず嵩かさを気にしてやきもきしたものだ。

　塔子が漠ばく然ぜんとした不安を覚えたとき、ざりざりと白はく砂さを踏む音が響く。目をむけると、傘かさをさした人物が庭を歩いてきていた。

「あ、直なお霧ぎりさん」

　浅あさ縹はなだの直ひた垂たれを着たその人物は直霧だった。人ひと気けがないのをよいことに、塔子は軽い気持ちで手を振る。直霧はぴたりと足を止め、傘を少しずらして簀子に立つ塔子を見あげた。その加か減げんで、彼の後ろにもう一人別の誰かがいることに気づいた。直霧と一緒にいたのは、同じく直垂姿の三十歳ほどの男性だ。

（誰だろう？）

　小柄で実じつ直ちよくそうなその男性に、塔子は見覚えがなかった。袍ほうを着ていないので、位くらいどころか官かん吏りなのかすら分からない。あるいは直霧の家け人にんかなにかかと考えたとき、こほんとひとつ咳せき払ばらいが聞こえた。

　はっとして塔子は蝙かわ蝠ほりをかざした。直霧もいまさらとは思っているだろうが、さすがに見知らぬ男が同どう伴はんでは注意せざるをえない。

「直霧さん、今日は非ひ番ばんなの？」

　蝙蝠の内側で、塔子はなにごともなかったかのように尋ねる。

「いえ。こちらの民みん部ぶの大だい丞じように誘われて鴨川の様子を見に行っておりました。雨が降っておりますので、失礼してこの格かつ好こうで………」

　確かにこの天候の中を、官かん服ぷくで歩き回るのは避さけたいだろう。よく見ると、裾すそや袖そで口ぐちは濡ぬれそぼっている。さほど強い雨ではないが、傘をさしていてもやはり避けられないのだろう。隣の民部大丞の袴はかまの裾には泥どろが散っている。

　ちなみに民みん部ぶ省しようとは、文字どおり民みん政せいを統すべる官かん署しよである。大丞は民部省の判官じよう（三等官）に当たる。戸こ籍せきや租そ税ぜいをはじめ、田畑や山さん河が等の管理も担当になるので、鴨川のあんばいを調べることはとうぜん彼等らの管かん轄かつになる。

　それにしても左さ衛え門もんの大だい尉じようである直霧が、なぜ民部省の官吏から視察の誘いを受けたのかは疑問の残るところだ。個人的に親しいとか、なにか理由はあるのかもしれないが。

「川はどうだった？　だいぶ水嵩が増えていたでしょう」

「はい。それをいまから、明あか槻つき様に報告にあがろうとしていたのです」

　直霧の答えに、寸前まで川の心配をしていた塔子は、簀子から身を乗り出すようにして訴うつたえた。

「あ、じゃあ私も行く」

　とうぜん直霧も民部大丞も目を円まるくしている。そもそも大丞のほうは、塔子が誰だか分かっていないだろうから、それこそ狐きつねに化かされたような反応だ。いっぽう塔子の奇き行こうに慣れている直霧は、すぐに納得したようだった。

「どうぞお先に。私どもは庭から参ります」

　直霧の言葉にうなずくと、塔子は唐から衣ぎぬ裳もの裾すそをひるがえして、明槻の居住である梨なし壺つぼに渡った。

　女によう官かんに事情を話して取り次ぎを頼むと、すぐに南みなみ廂びさしに招き入れられる。

　一応几き帳ちようは用意されていたが、茵しとねの位置からは半分ぐらいずれていて、目め隠かくしとしての意味はなしていなかった。

「先ほどそこで、直霧さんにお会いしたのです。それで鴨川の様子を見てきたと言っていたので来ました」

　茵に座るなりのやぶからぼうで意味不明の発言も、明槻は慣れたこととして応対する。

「出かけるとは聞いていましたが、直霧は鴨川に行っていたのですか？」

　どうやら行先についてまでは聞かされていないようだった。

　しかし明槻が事情を聞く前に、御簾むこうの簀子に直霧達が姿を見せた。

　直霧が明槻の正面に座り、民部大丞がその横に座る。

「ただいま戻りました」

「鴨川になにをしに行ったんだ？」

　訝いぶかしげに明槻は問う。河川の状態を確認に行くなど、あきらかに衛え門もん府ふ武ぶ官かんの仕事ではない。

「その件にかんしまして、こちらにいる民部大丞から進しん言げんしたいと───」

「民部大丞？」

　独ひとり言ごとのように明槻が呼ぶと、大丞は恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。判官ぐらいの地位であれば、東宮と直じかに話す機会などこれまでなかっただろう。

「まことに恐れおおいことでございますが、どうしても東とう宮ぐう様にお伝えしたきことがございまして、左衛門大尉に同行を頼んだ次第であります」

　明槻は眉まゆをよせた。このような場合、通常であれば上じよう官かんに訴えることが普通だ。それをせずにこのような手段に出るというのなら、訴えたいことが上官の不ふ徳とくである可能性が高い。あるいは訴えを退しりぞけられたのか───。

　しかし直霧が承知したのだから、少なくとも傾けい聴ちように値あたいすることではあるはずだ。

「申してみよ」

　明槻が促うながすと、大丞はもう一度頭を下げた。

「先月からの雨で、鴨川の土手がかなり弱くなっております。付近の住民に避ひ難なんを促したのですが、水位にまだ余裕があるからか、なかなか従おうとしないのです。ですが卯う月げつに比べるとかなりあがってきておりますし、このままではいつ決けつ壊かいしても不思議ではありません」

　大丞の言葉に明槻は険しい表情になり、傍かたわらで聞いていた塔子も表情を硬くする。想像はしていたが、やはりかなり危険な状態のようだ。

「民部省の命令だと言っても、聞かぬのか？」

「………いえ」

　明槻の問いに、大丞は語ご尾びを濁にごした。

「上官には進言致しましたが、水位がそれほどではないので取りあってもらえず………」

「…………」

「私一人が訴えても、民も誰も相手にしてくれませぬ」

　申し訳なさそうに身をすくめた大丞に、塔子は切なくなった。

　この人は上司も民も相手にしてくれない中、人々の危険を見過ごすことができずに必死の思いで直霧に頼ったのだろう。東宮が絶対的な信頼をおく乳兄弟の存在は、先月の藤とう花かの宴えん以来、御ご所しよの中でも認識されている。

　見兼ねたように、直霧が口をはさむ。

「大丞のせいだけではありません。代わりの住居とまではいかずとも、せめて屋根がある場所が提てい供きようされなければ、この雨の中で家を出る者はいないでしょう」

　確かにこの雨の中、好んで野宿をする者はいないだろう。逆に言えば、その程度の危機意識しかないということだ。

　鴨川と桂川はこれまで幾度も増水し、京きようの町を浸しん食しよくしてきたと聞いている。本来であれば民のほうこそ、十二分にその恐怖を知っているはずなのに、じわじわとしか増えない水位が警けい戒かい心しんを弱めてしまったのか？　あるいは目先の生活の前にはそんなことを考えていられないということか。

　塔子が考えていると、さらに直霧は付け加える。

「それでなくとも川べりは、暮らし向きの厳しい者ばかりが住む場所ですから」

　実は元々平へい安あん京きようにおいて、鴨川のほとりでの耕作居住は許可されていなかった。しかし市街地の開発が進み土地が高こう騰とうしてゆくと、貧まずしい者は行き場を失うしなって不法な場所に住まざるをえなくなる。仕方なく朝ちよう廷ていが耕作居住を認めたという後ご手て後ご手ての歴史があるのだ。

　しばし黙もつ考こうしていた明槻だったが、やがて気を取り直したように言う。

「分かった。東とう西ざい寺じに民を受け入れるよう、明日の陣じんの定さだめ（合ごう議ぎ）で話しあうように伝えよう。そのうえでもっと強制的に避難をさせるように触ふれを出す」

　東西寺とは東とう寺じと西さい寺じのことで、平安京の南端に位置する国立寺院である。羅ら城じよう門もんを挟んで対称の場所に位置している。確かにこの二つの寺院であれば、雨あま露つゆを防ぐ広い講こう堂どうや回かい廊ろうもある。

　平安京に大きな寺院はこの二つしかない。というのも平へい城じよう京きよう、長なが岡おか京きようからの遷せん都とを行った桓かん武む天てん皇のうが、仏ぶつ教きよう勢せい力りよくの政治関与を嫌きらって、京内にこの二つ以外の寺院を建こん立りゆうすることを禁じたからである。ようするに多数の民を受け入れられる施し設せつが、京の町にはこの二つの寺院くらいしかないのである。

　明槻の言葉に、大丞は恐縮して伏せていた顔をあげた。

「ありがとうございます！」

　はずんだ声は、まるで家族を助けてもらったような反応だ。塔子は久しぶりに清すが々すがしい気持ちになった。ちらりと明槻のほうを見ると、感かん慨がい深ぶかげに御み簾すのむこうの大丞を眺めている。彼も同じことを感じているのだろうと塔子は思った。

　大丞が退席してすぐに、直霧が御簾の際きわに近づいた。

「寺は了りよう解かいするでしょうか？」

　思いがけない問いに、塔子は目を円くする。対して明槻は忌いま々いましげに答えた。

「国の寺だ。命令があれば逆らうまい。問題はその命を出す陣定で、どう扱われるかだ」

　陣定は参議以上の官吏達で行われ、関かん白ぱくや帝みかどは参加しない。彼等の意見をつめたものが奏そう上じようされ、帝の裁さい可かを受けるのだ。

「え、なぜ？」

　声をあげたのは直霧ではなく塔子だった。そのときはすでに几帳の陰から這はい出て、明槻のかたわらににじりよっていた。

「寺を開放すると、公く卿ぎようにとってなにか不都合なことでもあるのですか？」

「あります。官かん寺じの使命は国家のための加か持じ祈き禱とうをすることです。大量の避難民が講堂に押しよせたりすれば、僧侶達の仕事を妨さまたげかねない。そのあたりを懸け念ねんする者は大勢いるでしょう」

　明槻の説明の意味がすぐにはつかめず、塔子はしばし首を傾げる。

　つまり祈禱が滞とどこおるから、避難所として寺を使いたくないということなのか？　しかし今日明日には堤防が決壊するかも知れぬ事態に、そんなことを言っている場合ではないだろう。信じがたい思いから塔子は言う。

「そんなことを言っても、このまま民を避難させなければ、万が一災害が起きたときには大だい惨さん事じになりますよ」

「その災害を起こさないために祈禱をしている。避難のために祈禱を阻そ害がいするなど、本ほん末まつ転てん倒とうだという理り屈くつです」

　塔子は耳を疑った。天災が起きたときの被害を最小限に抑えるために避難を促そうというのに、祈禱で天災そのものを抑えるのだから避難はせずともよいという理屈なのだ。嚙かみあうはずがない。

「そ、そんなことを本気で言っているの？」

「……いや、一応彼等なりの理屈ではあるんですよ」

　などと弁べん明めいめいたことを言っているが、明槻の表情は完全に途と方ほうに暮れている。

　いっぽうの塔子はかなり憤いきどおっていた。確かに理はないこともない。しかしその結果、天災が起きたときに被害が拡大したら───。

「馬鹿げた話だわ」

　あきれ果てて言った塔子に、明槻も深くうなずく。

「私も思います。確かに人の手に負おえない災難は存在します。だから天災というのです。それに対して祈禱を行うことは否定しません。私だって即そく位いをしたら、国家の安あん寧ねいのために毎朝遙よう拝はいしますよ。帝の義ぎ務むですから。ですが人間にできることをしないで、ひたすら神しん仏ぶつに祈いのるだけというのは、あきらかな怠たい慢まんです」

　一度は公卿達を庇かばいながら、けっこう辛しん辣らつに明槻は言い捨てた。

　ほぼ同意だが、遙拝にかんする云うん々ぬんだけはいかがなものかと思った。清せい涼りよう殿でんにある石いし灰ばいの壇だんで、伊い勢せ神じん宮ぐうなどにむかって遙拝をすることは、帝の大切な日課である。

　しかしそんな義務的に拝おがまれても、天照大神アマテラスオオミカミのご加護はなさそうな気がする。まがりなりにも元伊い勢せの斎さい王おうとして、塔子は心密ひそかに突っこんだ。

「じゃあ、もし陣定で却きやつ下かされたらどうするのですか？」

「私が直接、民部大丞に指示を出してもよいかと思っています」

　きっぱりと明槻は言った。

「長官の民部卿は、近ごろ飲いん水すい病びよう（糖とう尿によう病びよう）のあんばいがよくないらしく、どのみち陣頭で指し揮きを執とることは難しいでしょう。であればいっそ、令りよう旨じという形で避難命令を出すのも手かもしれません」

　令旨とは、東宮等の命令を伝える正式な文書である。なんとも大おお袈げ裟さな展開になりそうではあるが、避難の性格を考えればそれぐらいのほうが安心だ。ごちゃごちゃ協きよう議ぎをしている間に万が一の事態が起きたりしては目も当てられない。

「僭せん越えつですが、それはおやめになったほうがよろしいかと存じます」

　短い沈黙を破るように、御簾のむこうから直霧が言った。

　塔子と明槻が目をむけると、直霧はさらにつづけた。

「上官をさしおいてそのようなことをすれば、民部大丞の立場が悪くなります」

「………」

　確かに言うとおりだ。まして東宮に直じき訴そしたなどと知られれば、相当に風当たりが強くなるだろう。

「そうか……確かにそれはまずいな」

　ぽつりと明槻が漏もらし、塔子も小さくうなずいた。

　しばし思案するように沈黙がつづき、やがておもむろに直霧が言う。

「いかがでしょう。陣定では鴨川の状態を知らせるまでに留とどめておき、明槻様の個人的な意向として、亡き桐きり壺つぼの御み息やす所どころ様の持ち物であった六ろく条じようの邸てい宅たくを開放しては……あそこはいま誰も住んでおりませんし、大だい内だい裏りからも離れておりますから公卿達を刺激することもないかと思います」

　桐壺御息所とは明槻の母、榠めい子こ内ない親しん王のうのことだ。直霧が敢あえてその呼び名を使った理由は、明槻にとってなかば禁きん忌きでもある母の名を出すことを慮おもんぱかったからかもしれない。

「六条？」

　明槻は露ろ骨こつに驚いた声をあげた。

「はい。それに明槻様が率そつ先せんして行動を起こせば、立場上、公卿達も動かないわけにはいかないと思います」

「しかしあそこは長く誰も住んでいない。柱など相当傷いたんで危険ではないか？」

　察さつするに母親の資産としてあった邸が、そのまま息子むすこに譲られたのだろう。だが明槻は東宮として御所に住んでいるから、特に誰も住まうことなくただ置かれていたというわけか。もっとも御所に住んでいなくとも、母親を嫌けん悪おする明槻が彼女の資産を揚よう々ようとして使うとはとても考えられないことではあるのだが。

　明槻の問いに、直霧は首を横に振った。

「十分ではありませんが、最低限の手入れはしております。柱や床の朽くち具合は安全のために一応確認すべきですが、庭は人が入れる状態ではあると思います」

「手入れ？　いったい誰が？」

「母が東宮様の持ち物だからと……亡くなってからは父が管理しておりました」

　直霧の母ということは、明槻の乳う母ばである。その彼女が榠子の遺い産さんを管理していたというのなら、それは明槻のために違いない。

　よほど予想外の事態だったのか、明槻はしばしぼう然としていた。やがて彼はなんとも複雑な表情のまま、低い声で「そうか……」とだけ答えた。

　嫌悪する母親と懐なつかしい乳母の話を、乳兄弟から切り出された明槻の胸きよう中ちゆうを、塔子は想像することができなかった。御簾のむこうの直霧もなにも言わない。どうにもいたたまれず、塔子は切り替えるような明るい声こわ音ねで言った。

「あの……もし建物が危あやうかったら、儀ぎ式しきのときに使う幄あくの屋やを張って、臨りん時じの避難所を造ったらどうかしら」

　塔子の提案に、明槻と直霧は御簾越しに目を見あわせあう。

　どう受け止めたのか、明槻はふっと口許を緩ゆるめた。

「……それはいい案ですね。建物に不安があっても、緊急の場はしのげますね」

　口調を穏やかにして明槻が言ったので、塔子は胸を撫なでおろした。
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　翌日、塔とう子こは清せい涼りよう殿でんの『鬼おにの間ま』から、南みなみ廂びさしにある『殿てん上じようの間ま』をのぞきこんでいた。

　早朝の陣じんの定さだめで、どんな話しあいが持たれたのかが気になったからだ。幸いにして縋すが子こは二つ先の『朝あさ餉がれいの間ま』でくつろいでいたし、他の女によう官かんも隣の台だい盤ばん所どころやそれぞれの局つぼねに控えたりしていたので、堂々と場を占せん領りようすることができた。

　殿上の間は五位以上の者と六ろく位いの蔵くろう人どだけが昇のぼることができる詰つめ所しよで、時には会議なども行われる場所である。北側の壁に櫛くし形がたの窓があり、母おも屋やと西にし廂びさしに位置する『鬼の間』から様子をうかがえるようになっているのだ。もちろん窓の存在は周しゆう知ちのことで、公く卿ぎよう達も人の目は意識しているだろう。

　彼等らはそれぞれ身分に応じた席に着き、蝙かわ蝠ほりを揺らしながら会話をしている。

　ずらりと並んだ面子メンツの中には、大だい納な言ごんと三さんの宮みやもいた。左さ近こん衛えの大だい将しようの姿は見えなかったが、物もの忌いみや宿しゆく直ちよく明け等、公卿が出しゆつ仕しを休むことは珍しくない。

「それにしても、東とう宮ぐう様のご決断には驚きましたな」

「ご自分のお邸やしきを民に開放なさるとは、まこと広いお心をお持ちで」

　称しよう賛さんしながらも、公く卿ぎよう達の言葉の節ふし々ぶしには含んだものを感じさせた。東宮に率そつ先せんしてここまで動かれたら、臣しん下かがなにもしないというのは具合が悪いだろう。

「されど、先日清きよ水みず詣もうでのさいに見かけたおりには、さほどの雨量とは思わなんだが……」

「まあ、用心に越したことはないでしょう。避難所を確保しておけば、いざとなったときにいつでも逃げてこられますゆえ」

　言い訳じみているというのか、公卿達の吞のん気きなやりとりに塔子は閉へい口こうした。

（だから、それじゃ遅いんだって！）

　川の氾はん濫らんも堤てい防ぼうの決けつ壊かいも、起きるときはあっという間なのだ。三方を川で囲まれているうえ、毎年のように野の分わけの直ちよく撃げきを受ける熊くま野のに住んでいた塔子は、水の怖さをよく知っているつもりだった。

　上司が取りあってくれないと嘆なげいていた民みん部ぶの大だい丞じようの苦労が、いまさらながら忍しのばれる。明あか槻つきが率先して避難を促すことで公卿達が焦あせってくれればと期待したが、これではどうにも無理そうだ。

「それにしても六ろく条じようですか……まあ、確かに持て余してはおられたでしょうが」

　参議が漏もらした、持て余すという言葉に塔子は首を傾げた。

　そういえば直なお霧ぎりから提案されたとき、明槻は納得していないような反応だった。

「まあ元々は母上の前々夫……先の弾だん正じよう尹いんの宮みや様のものですからね……たとえ御み息やす所どころの資産となっていても、さすがに東宮様も受け取りにくいでしょう」

「ええ、ですから一度も足をお運びになられたことはないと聞いております」

　思いもかけず出てきた弾正尹宮の名に、なるほどと塔子は思う。

　先の弾正尹宮とは榠めい子この最初の夫で、妹・省しよう子こから姉・榠子に乗り換えるという人でなしをやってのけた人物だ。

　察さつするに夫亡きあとの資産として榠子が彼の邸を受け継ぎ、それが母の遺産として明槻のものになったということなのだろう。だとしたら確かに持て余すはずだ。直霧の母が善意で手入れをしていたことすら知らなかったのだから、明槻にとって榠子の遺産は負ふ債さいにも等しいものだったのかもしれない。

　壁一枚を隔へだてた先で、公卿達は世間話をつづけている。

「しかしよく降る雨ですな」

「このままでは雨もですが、夏の陽ひが心配ですな」

「さよう。このまま冷れい夏かとなれば、作物の育ちが心配になります」

　別の参議の言葉に、そうなのかと塔子はあらためて認識した。故郷の熊野は農耕に適てきさない土地で、産業は林業や漁業が中心なので、あまりそのような知識がなかったのだ。

　不快な蒸むし暑さばかりが気になっていたが、確かに夏と考えれば涼すずしすぎる。例年であれば水み無な月づきは、日照りを心配するほど陽ひ射ざしと暑さが厳しい月である。

　───作物の育ちが心配。

　参議の言葉に漠ばく然ぜんとした不安を抱いたとき、それまで黙っていた三さんの宮みやが声をあげた。

「もし凶きよう作さくともなれば、民へ米の放出が必要となってきます。念のために穀こく倉そう院いんにいかほどの貯ちよ蔵ぞうがあるか、数字を出させておくべきかと存じます」

　穀倉院とは朱す雀ざく門もん付近に設けられた倉で、通年は価格を維い持じするために官かん米まいを備び蓄ちくしている。そして飢き饉きんなどのときに民に安く売り出すのだ。

　飢饉になったとき、在庫の米がないとなっては話にならない。足らなければ、いずこから徴ちよう収しゆうするなり買いあげるなりの対応が必要だ。いざそのときになって手配しても、間にあうものではない。

　対して公卿達は、凶作という不ふ穏おんな言葉に眉をひそめる。

　微妙な空気のあと、まるでなだめるように誰かが言った。

「いや、宮様。私が申しあげたのは、あくまでも最悪のことであって………」

「そうそう。現実に凶作になると言っているわけではありませんよ」

　苦笑交まじりの言葉に、三の宮はむっとした表情をする。陰で聞いていた塔子も思わず叫びたくなった。今年は凶作だと、年頭に認識できる年などあるわけがない。天候を人の力で動かすことはできないから、水害も凶作も避さけることはできないのだ。例年よりひどい天災が起きれば、既き存ぞんの施し設せつではまかないきれない。避けられない天災を予測して、いかに被害を少なくするかを考えることが人間の知恵というものではないか。三の宮はそれを実じつ践せんしようとしているというのに───。

「駄だ目めですね、やっぱり……」

　自分の心を読まれたのかと思うつぶやきに、塔子はぎょっとして後ろを見る。そこには夏の冠かんむり直衣のうし姿の明槻が立っていた。

「わ……」

「しっ！」

　思わず大声をあげかけた塔子の口を、明槻がさっと右手でふさいだ。壁一枚むこうの公卿達の存在を認識して、分かったというようにこくこくとうなずく。すると明槻はすんなりと塔子を解放した。

　二人で横に並び、それぞれ西廂と母屋の窓から殿上の間をのぞきこむ。

「なんでこんなところにいるのよ？　博はか士せから講こう義ぎを受けていたんじゃなかったの？」

　人ひと目めがないのをよいことに、いつものぞんざいな口調で塔子は尋ねる。もちろん壁のむこうに響かないように声はひそめていたが。

「彼等が私の行動にどう反応しているかが気になって、すっぽかしてきました」

「は？」

　塔子はあきれ返ったが、窓に顔をよせる明槻に悪びれた様子もない。悪い意味での東宮様の部分がこんなところで出ている。

　いっぽう公卿達はのぞかれていることを意識していないのか、やんわりとした口調で三の宮の意見を受け流している。

「ですが……」

　孤こ立りつ無む援えんとなった三の宮が、苛いら立だった声をあげたときだ。

「では、神しん泉せん苑えんで雨止めの儀式を行ってはいかがであろうか？」

　発言者は大納言だった。筆ひつ頭とう人にんの言葉に塔子はがっくりとうなだれた。

（い、いや、確かにそれも必要なのかもしれないけどね……）

　あるいは娘むすめ婿むこである三の宮を気き遣づかっての言葉かもしれないが、いますぐ必然的にしなければならないことではないだろう。なんとも複雑そうな三の宮の表情からすると、彼も同じことを思っているようだ。

「おお、それはよき案ですな」

「それでなくとも伊い勢せと賀か茂もの斎いつきの皇み女こを立てられずにいることで、民も不安を増していることでしょう。ここは盛せい大だいな儀式を執とり行って、民を安心させることが肝かん要ようかと」

　塔子はうなだれたまま、窓に額を押しあてた。

（そうじゃなくて、まずみんなを強制的に避難させようよ。そしてそのあと、治ち水すいや凶作への対策を検けん討とうしようよ……）

　地方の豪ごう族ぞくだって、もう少し物事の優先順位が分かっているのではないか。そんなふうに心の中でぼやいたあと、ふと思い直した。

（そうよね。豪族達は目の前のことだからね……）

　宮きゆう中ちゆうにいる貴き族ぞく達は、民が亡くなることや苦しむことを目まの当あたりにしない。しかし地方の豪族にとって災害は目の前のできごとだ。人道的な理由だけではなく、働き手である領民を失って土地が荒れれば、彼等は収穫が得られなくなるのだ。

　ならば貴族達も、自分達の荘しよう園えんとなればもう少し危機感を抱いだくのかもしれない。

（でもさあ、あなた達って国のための官かん吏りよね）

　脱だつ力りよくしたまま心の中で訴うつたえていると、横で明槻がうんざりしたように漏らした。

「あれで一応、大納言も三の宮を庇かばったつもりなのでしょうけれどね」

　どうやら明槻も同じことを考えていたらしい。

「まあ、雨止めの儀式自体は悪くないと思います。朝ちよう廷ていが自分達のためになにかをしてくれているという姿勢を人々に見せることは大切ですから……それに三の宮の立場もありますから、あまり事を荒立てないほうがいいでしょう」

　言われてみればなるほどと思う理由に、塔子もあいづちを打つ。

「そうね。やっぱり周りとうまくやれたほうが、いろいろとやりやすいしね。私も伊勢から来たばかりのころはぴりぴりしていたけど、いまは万ま結ゆさんとか三さん掌侍ないしのじようとか女によう官かん達も面白い人ばかりだから御ご所しよが楽しいもの」

　それまで渋い表情を浮かべていた明槻が、とつぜん虚きよを突かれたようになる。

　反応に戸惑う塔子を、明槻はまじまじと見つめた。

「………本当ですか？」

「え？」

「御所での暮らしを、本当に楽しいと思ってくれているのですか？」

　塔子は目をぱちくりさせた。明槻はまるでこちらの真意を探さぐるかのように、じっと見つめてくる。

「え？　う、うん」

　戸惑いつつうなずくと、物も言わずに抱きしめられた。行動そのものもだが、ここが局ではなく清涼殿であることに、もっとあわててしまう。

「ち、ちょっと………」

「ああ、よかった」

　感極まったような物言いに驚いて顔をあげると、明槻は本当に安あん堵どした表情で塔子を見下ろしていた。なんのことかと考えたあと、ふと塔子は思いつく。

（ひょっとして、私がまだ熊野に未み練れんがあると思っていたの？）

　だがすぐに、それも少しちがうかと考え直した。

　塔子がもはや、入内に対して迷いを持っていないことは明槻も分かっていると思う。

　だがそれとは別に、入内にともなって生じるさまざまな面倒事に対して、彼は良りよう心しんの呵か責しやくを覚えていたのかもしれない。

「うん、本当よ」

　抱きしめられたまま静かに告げると、明槻は背に回した腕に少し力をこめた。

　ややきつい抱ほう擁ようを感じていると、はくしゅんと派は手でなくしゃみが聞こえた。ぎょっとして音がしたほうを見ると、御簾を下ろした台盤所の簀子に複数の女官達がひしめきあっているではないか。色鮮やかな唐から衣ぎぬ裳もで身をよせあうさまは、玉たま虫むしのおしくら饅まん頭じゆうのようだ。

「もう、あなたがくしゃみなんかするから」

「し、しょうがないじゃない、生理現象なんだから」

　驚きで口をぱくぱくさせる塔子の横で、明槻は身体を離して女官達を一いち瞥べつする。

「やれやれ。ここまで大だい胆たんなことができるのに、なぜ子作りまで進まぬのかのう」
















　尊そん大だいかつあからさまな言葉を吐きながら女官達の間から出てきた人物は、紗しやの小こ袿うちぎを羽は織おったこの国の女じよ帝ていだった。

「………なにをなされているんですか？　主上おかみともあろう御おん方かたが」

「それはこっちの台詞せりふじゃ。恐れおおくも主上のおる清涼殿で、東宮ともあろう者がなにをしておるか」

　まさしく縋子の言うことは正しい。ここが梨なし壺つぼ（昭しよう陽よう舍しや）か麗れい景けい殿でんなら非ひ難なんもできるが、相手の領りよう域いきに入って見られたのだから諦めるしかない。明槻はむっとしながらも押し黙った。

　軽くいがみあう明槻と縋子を通り越して、女官達はにやついた顔で塔子を見る。

　居たたまれなくはあるが、かといって逃げ出すのももっと恥ずかしい。どうしようかと悩んでいると、渋い表情のまま明槻が言った。

「ところで主上。このたびの長なが雨あめに対して、神泉苑で雨止めの儀式を行ってはいかがかと公卿達が話しておりました」

「まあ、それはよろしゅうございますな」

「龍りゆう王おう様も、きっと雨を鎮しずめてくださいますわ」

　口々にささやきあう女官達の中で、縋子は黙って思案している。しかしその表情はまんざらでもなさそうだ。彼女はけして信心深い人間ではないが、自然の気が人の手に負おえないものであることぐらいは承知している。

　あんのじょう、さして長くもない時間のあと縋子は言った。

「それは悪くないな。奏そう上じようされてきたら、あらためて検討しよう」
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　ところが翌日になってぴたりと雨がやみ、雨止めの儀式は保留となってしまった。

　大だい納な言ごんの発言はあれからすぐ縋すが子こに奏そう上じようされていたのだが、それから三日間雨の降らない日がつづき、結果としてうやむやになったままなのである。

「このまま梅つ雨ゆが明けてくれるのなら、儀式も避ひ難なんの必要もなくなるのであろうが」

　清せい涼りよう殿でんの御お座まし所どころで、祈いのるように縋子がつぶやいた。塔とう子こをはじめ、控える数人の女によう官かん達がそれぞれうなずきあう。開け放った格こう子しのむこうから射さしこむ陽ひ射ざしは、夏のものとしては弱々しい。あるいは単なる梅雨の中休みではないかという疑念も残る。

　縋子は眉み間けんをもみほぐしながらしばし沈ちん思ししていたが、やがて指を離すとはすむかいに座る明あか槻つきに問う。

「ところで六ろく条じようのほうは、大勢の者が集まっておるのか？」

「はい。元親しん王のう家けに入れるという物もの見み遊ゆ山さんの気持ちもあるようですが、特に危険な地区に住んでいる者は、民みん部ぶの大だい丞じようがかなり強く脅おどして移動させたそうです」

　明槻の話を聞き、塔子は実に頼もしいと感じた。脅すという言葉は少々悪いが、それもあの実じつ直ちよくな官かん吏りの必死さの表れなのだろう。

（本当はああいう人こそが、国のために働いているよね）

　しみじみと思う塔子の前で、縋子はさらに話をつづける。

「だがたとえ梅雨が明けたにせよ、長梅雨であることにちがいはない。今年は畿き内ないでの収しゆう穫かくはあまり望めぬであろうな」

　殿てん上じようの間までの三さんの宮みやの発言と、ほぼ同じ内容に塔子はぎくりとする。

　対して明槻は、厳しい表情のままうなずいた。

「私も思います。これが全国的なものでないのならよいのですが……畿内の周辺の近きん国ごくは似たようなものでしょう。ですが中ちゆう国ごく、遠おん国ごくが同様でなければ、なんとかまかなえるとは思うのです」

「そうであれば大丈夫であろう。父上がご自分の御み世よにずいぶんと荘しよう園えんを整理してくださったおかげで、官かん米まいは一定の量が望める。中国以遠の収穫が望めれば、畿内周辺で飢き饉きんが起きても回せるであろう」

　縋子の言葉に塔子は少し安心した。

　法ほう皇おう・京きよう極ごく院いんは、その治ち世せいにおいて貴き族ぞくの私有地である荘園を整理し、公こう領りようを増やすことに成功した。結果として貴族の私的収入が減って、国の収入が多くなったのだ。

　国庫が潤うるおっていれば、飢饉が起きたときでも対応できる。一昔前までは利り権けんが貴族達に集中していたので、財ざい源げん不ぶ足そくからあらゆる災害に対応することが困難だったが、それも京極院の政策で近年は改かい善ぜんの兆きざしを見せている。

　そのあとも二人はなにやら意見を重ねあい、いつの間にか地方の天候と稲の生育具合を報告させることと、その流れで官米の在庫を調べることで話をまとめてしまっていた。

　もちろんいまの時じ季きが順調でも、収穫時期でどうなるかは分からない。しかし不測の事態が早くに予想できるのなら、そのぶん迅じん速そくに対応できる。

（結局、三の宮様の意見を採用しているんだ）

　誰よりも先に危機感を覚えた三の宮は、やはり優秀な人材なのだと思う。若じやく輩はいゆえに先走りすぎる嫌いはあったが、それも苑その子ことの結婚以降はずいぶんと落ち着いてきている。

　明槻と縋子が話し終えたところで、それまで黙っていた雪ゆきの掌侍ないしのじようが口を開く。

「よろしゅうございました。入じゆ内だいのころには、なんとか落ち着きそうですね」

　塔子の入内は文ふみ月づきの予定だから、あとひと月ばかりである。

　女官達は政まつりごとよりも、自分達の仕事でもある入内の準備のほうに関心がむく。

「これで東とう宮ぐう様も一安心なさったのではありませんか？」

　からかうような月つきの掌侍ないしのじようの言葉に、明槻は動じた様子もなく応じる。

「ああ。いまとなっては一日も早く入内の日が来てほしいと願うばかりだ」

　またこの人は、恥ずかしい発言を───うっすらと顔を赤らめる塔子の周りで、女官達が黄色い声をあげる。

「ほんに楽しみですこと」

「華やかな話を聞きますと、私達まで年とし甲が斐いもなくときめきますわ」

「そういえば御ご所しよで入内の儀式が行われるのは、どれくらいぶりでしょうか？」

「三さん条じようの女によう御ご様以来ですから、十年ぶりになりますわね」

「大丈夫。お衣い裳しようもお道具も主上おかみのお言葉のもとに、一切引けを取らぬものを揃そろえておりますわよ」

　いつの間にか三条女御と張りあう展開になっていることに、塔子は少々たじろいだ。

　自分の入内準備を、縋子と京極院が揃ってやってくれているのは知っていたが、これは思った以上に派は手でなことになりそうである。

　そのとき「失礼いたします」という凜りんとした声が響き、西側の襖ふすま障しよう子じから万ま結ゆが入ってきた。

「主上、中なか務つかさ卿きようの宮みや様がご拝はい謁えつを願われております」

「三の宮が？」

　訝いぶかしげにつぶやいたあと、縋子は明槻を見た。明槻も戸惑う表情を浮かべはしたが、すぐに目配せをしつつうなずく。

「分かった、通せ」

　縋子の命めいを受け、万結はいったん引き下がった。ほどなくして御み簾すを下ろした先の簀すの子こに三の宮が姿を見せる。御お座まし所どころの正面に坐ざすると、彼は慇いん懃ぎんに告げた。

「とつぜん申し訳ありません。実は先日奏上致しました雨止めの儀式の可か否ひについて伺うかがいたく参上致しました」

「ああ……」

　なんだ、というように縋子はあいづちを打った。

「様子見じゃ。この状況で雨止めなど祈き願がんして、日照りにでもなってはかなわぬ。そんなことに費用を使うのなら、晦みそ日かの夏な越ごしの祓はらえを例年より盛せい大だいに執とり行ったほうがよかろう」

　縋子の答えに、三の宮は拍ひよう子し抜けした顔をする。その三の宮の真意を、塔子は測はかりかねていた。大だい納な言ごんが雨止めの儀式を口にしたときかなり困惑していたし、是ぜ非ひについても疑問を持っているように見えた。

　とはいえ相手は舅しゆうとでもあるし、もともと大納言の発言も自分と公く卿ぎようとの対立を取り持つためにされたものと考えれば、はなから否定することもできなかったのかもしれない。

（三の宮様も辛つらいお立場よね……）

　以前のように粗そ略りやくに扱われていれば、逆に強気に出られたのかもしれない。だが昨さつ今こんは丁てい重ちように遇ぐうされているので、いろいろと気遣わなければならないのだろう。

「どうした？　大納言達がなにか言っていたのか」

　同じことを思ったのか、率そつ直ちよくに明槻が尋ねた。ともすれば嫌いや味みに受け取られかねない問いだったが、口調からはあきらかに気遣いが伝わっていた。

　三の宮はあわてて首を横に振った。

「いえ、大納言殿は娘御達の里帰りでそれどころではなく………」

　言うまでもなく娘達というのは、苑子と三さん条じようの女によう御ごのことである。この場で三条女御の名を出すことをためらったのか、三の宮は表現をごまかした。

　苑子は実じつ母ぼである省しよう子こがいるから任せておけばよいだろうが、女御の母親はすでに他た界かいしているし、彼女が産む子供の重要性を考えればとても人任せにはできないだろう。雨があがったあとの雨止めの儀式になど関心はないということか。

（まあ、今回はそれでいいけど………）

　それこそ縋子が言うとおり、日照りにでもなったら洒しや落れにならない。しかし娘にかまけて政せい務むを顧かえりみないのは、筆頭の人の行動としていかがなものかと思う。

「ふん。それで婿むこであるそなたが、代わりに確認に来たということか？」

　つまらなそうに縋子が言った。苑子の件にかんしてもはや屈くつ託たくは持っていないと思うのだが、やはり政敵の大納言の女じよ婿せいということで彼の名が出ると物言いがきつくなる。

　対して三の宮は、少々むっとした面おも持もちで首を横に振る。こんなふうに感情を出してしまうところは以前のままだ。

「私は蔵くろう人どの頭とうを兼けん官かんしておりますので、主上のお言葉を皆に伝えます『伝でん宣せん』は仕事でございますゆえ」

　ついでに言えば、臣下の言葉を帝みかどに伝える『奏そう請せい』も蔵くろう人ど所どころの役目である。

　もっともな言い分に縋子は眉根をよせ、気まずげに押し黙った。

　結局嫌な空気を残したまま、三の宮は退席していった。

「………どうしてああいう言い方をするのですか？」

　あきれ果てたような明槻の追及に、縋子はふてくされたまま視線をそらす。それでも反論しないところから、意地の悪い言い方であったことは自覚しているようだ。

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きの二人に、割って入るようにして塔子は訊きいた。

「ところでなぜ、官かん米まいを調べることになったことを教えてさしあげなかったのですか？」

　明槻は不意を突かれた表情を浮かべたあと、しまったというように額を押さえた。

「そうか……言っておけば感情も和やわらいだでしょうね」

「………気づかなかったのですか？」

　疑わしげに塔子が訊くと、明槻は力なくうなずいた。

「なんじゃ、中務卿宮も妾わらわと同じことを言っておったのか？」

　二人のやりとりを聞いていた縋子が声を大きくする。

「はい。三日前に殿てん上じようの間まで……公卿達に却きやつ下かされてしまっていましたが」

　塔子の答えに、縋子の表情が一気に渋しぶくなる。いまさらながら自分の嫌味を後こう悔かいしているようだ。それはそうだろう。来るかもしれない飢饉への策を講こうじることに、公卿達の大半は乗り気ではなかった。その中で価値観を共有できる貴重な人間を怒らせてしまうことは、この状況ではあまりにも痛い。

「私、宮様を追いかけて説明してきます」

　叫ぶなり、塔子は素早く立ちあがった。するとすかさず明槻が声をあげる。

「待ってください。私も行きます」

　二人で御簾をくぐって渡わた殿どのに出たとき、校きよう書しよ殿でんとつながる北側の渡殿を、直なお霧ぎりが歩いてきていることに気づいた。五ご位いに昇進したことで、暗い緋ひ色いろの官かん服ぷくをつけている。

「明槻様？」

　簀子に並んで立つ主人に、直霧は足早に近づいてきた。

「ちょうどよかった。実は六ろく条じようの件でお耳に入れておきたいことが……」

「六条？」

　避難所に開放した、明槻の母親の遺品の邸である。

「はい。雨がやんだので、人々がぞくぞくと出ているのです。民みん部ぶの大だい丞じようは、地じ盤ばんそのものが緩ゆるんでいるのでまだ危険だと言って、引き留めようとしているのですが───」

　困り果てた表情で直霧は報告した。さもありなん。なぜなら令りよう旨じを出そうとした明槻を止めたのは、他ならぬ直霧だったからだ。

　令旨という強制力のある命令が下されれば、大丞は民を引き留めることにそんな苦労はしなかっただろう。現場で働く中級以下の官かん吏り達もずっと動きやすいはずだ。しかし現状の形では、上じよう官かんに遠慮をしてなかなか思うように動けない。

「そんなに、みんな出て行ってしまったの？」

　不安げに塔子が尋ねたとき、直霧の後ろから官吏が一人走ってくる姿が見えた。見覚えのあるその人物は、東とう宮ぐう坊ぼうの人間だった。息を切らしながら近づいてきた官吏は、明槻の姿を認識して足を止める。

「どうした？」

　明槻の問いに、息を乱した官吏はすぐに答えることができなかった。

　あわただしい様子に、塔子の胸にひやりとしたものがよぎる。

「申しあげます、先ほど鴨川が決けつ壊かいしました」
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　氾はん濫らんした鴨かも川がわは、橋や河川敷の家々を押し流した。

　死者や行方ゆくえ不明者も複数出て、多数の怪け我が人にんがあふれ返っているという。

　清せい涼りよう殿でんの御ご前ぜん会議で被害状況の報告がなされると、御座所おましどころで縋すが子こは眉を曇くもらせ、明あか槻つきは厳しい面持ちのまま言葉をなくしていた。縋子の傍そばに控えていた塔とう子こ達女によう官かんの表情も悲痛なものとなる。

「愚おろか者ものどもが、せっかく東とう宮ぐう様が避難所を用意してくださったというのに！」

　参さん議ぎの一人が忌いま々いましげに吐き捨てる。確かに六ろく条じように残っていた者は難なんを逃のがれた。大だい丞じようの働きと明槻の決断がなければ、もっとひどい被害になっていただろう。

　これまで吞のん気きにしていた公く卿ぎよう達も、さすがに具体的な対案を練ねりはじめている。

「ひとまず怪我人は施せ薬やく院いんに収容させ、他にも東とう西ざい寺じの僧そう侶りよ達に救済活動並びに祈き禱とうを行わせるのがよかろう」

「橋の修しゆう繕ぜんはどの程度の期間でできそうか？　早々に直さなければ町での民の生活が成り立っていかぬぞ」

「しかし複数の橋が壊こわれているとのことじゃ。全部修復するには相そう応おうの時間がかかるであろう」

　皆が口々に意見を言いあう中、それまで黙っていた明槻が口を開いた。

「民みん部ぶ卿きよう、破は損そんした橋の数はいくつになる？」

　民部卿の呼び名に、塔子はびくりと反応する。上司が取りあってくれなかったという大丞の言葉を思い出したからだ。三さん等とう官かんの大丞と長ちよう官かんの卿の間には次官の大た輔ゆう、少輔しようがいるので、取りあわなかった上司が彼だとはかぎらないのだが。

　孫まご廂びさしに座っていた民部卿は、緊張した声こわ音ねで答える。

「は……七しち条じようあたりから先にかけての被害が特にひどいと聞いております。具体的な数字にかんしては、いま調べさせております」

　あんのじょうの答えに明槻は閉へい口こうした。御み簾すがあるので孫廂からは見えなかったようだが、顰ひん蹙しゆくを買っていることは肌で感じているのだろう。民部卿は平へい伏ふくしたまま顔をあげられずにいる。

　冷ややかな空気が流れる中、聞き覚えのある声がした。

「民部卿は太だい政じよう官かんと兼けん官かんをされておりますし持病もございますから、すべてを把は握あくするのもなかなか難しいかもしれません」

　声の主ぬしは左さ近こん衛えの大だい将しようだった。塔子は険けわしい眼まな差ざしを御簾の先にむける。

「これはあくまでも私し見けんでございますが、複数の壊れた橋を敢あえて緊急に修理する必要もないのでは」

　水をさすような発言に、明槻は露ろ骨こつに不ふ審しんげな顔をした。

「どういう意味か？」

「いえ、野の分わけの季節まで間はありません。いまから付つけ焼やき刃ばな修理をしても、また壊れてしまいます。決けつ壊かいした堤てい防ぼうの工事もあります。人も時間も足りません。であるのならすべてを修理することにこだわらず、当面はもっとも使用頻ひん度どの高い橋ひとつに絞しぼり、野分に耐たえうる強固な補ほ修しゆう作業に徹てつするべきかと」

　存ぞん外がいにまともな意見に塔子は驚いた。明槻も縋子も納得したのか、一考するようにしばし黙りこんでいた。やがて縋子の目配せを受け、明槻が問う。

「皆の者、いかが思うか？」

「私は大将の意見に賛成です」

　いち早く声をあげたのは三さんの宮みやだった。すると触しよく発はつされたように、口々に賛同の声があがる。

　釈しやく然ぜんとしないものはあったが、塔子も左近衛大将の提案に納得せざるをえなかった。目的のために手段は選ばないし、奸かん計けいには長たけている油断のならない最低の男だ。信頼などかけらもしていない。だけどたったひとつ、悔くやしいが認めざるをえないことは、この男が優れた知性の持ち主だということだ。

　───私を利用してやろうという気き概がいはないのですか？

　先日の彼の言葉を思い出し、塔子は複雑な思いになる。

「分かった、そのようにいたそう」

　縋子の指示を受けて、明槻が言った。

「そのうえで民部卿、そなたは一旦兼官を解とく。当面は中ちゆう納な言ごんの業ぎよう務むに専念せよ」

　御簾の先で公く卿ぎよう達がざわつく。当の民部卿は身体を固くしている。

「誤解をするな」

　いくらか口調を和やわらげて明槻は言った。

「堤防に橋と、これから河か川せん工事は多忙を極める。しかも暑さも増してくる。持病のあるそなたには負ふ担たんが大きすぎる。この件に関しては壮そう健けんな者に一任しよう」

　張りつめていた空気が少し和らぎ、民部卿は恐縮したように一礼する。

　とはいえこの人事が更こう迭てつであることは、塔子も理解していた。病やまい等の同情できる部分もあるため、明槻が顔を立てた言い方をしたのだ。

「もう一つ。被ひ災さいした者への炊たき出だしのために、官米の在庫を早急に確認せよ」

　塔子は目をぱちくりさせる。公卿達も煙けむに巻かれたようになった。やがて彼等らの間になんとも気まずげな空気が流れる。殿てん上じようの間までのやりとりを聞かれていたのだと、彼等が認識したのかどうかは不明だ。

「わ、分かりました。さっそく」

　戸惑いながら答えたのは、筆ひつ頭とう人にんである大納言だった。女じよ婿せいである三の宮がどんな表情をしているのかは分からない。それでも多少は溜りゆう飲いんが下がっただろう。

　会議が終わって公卿達が清涼殿をあとにしてから、縋子が明槻に尋ねた。

「で、誰を後こう任にんにするのじゃ」

「民みん部ぶの大だい丞じようを次じ官かんにあげたいと考えております」

　きっぱりと明槻は言った。この物言いから即そく断だんではなく、民部卿に解任を申し渡したときから念ねん頭とうにあったのだろう。

「順当な人選であるな」

　縋子の承しよう認にんを得て、明槻は立ちあがった。

「誰か、民部大丞に梨なし壺つぼに来るように伝えよ」

　最年少で新しん参ざん者ものの万ま結ゆがいち早く腰をあげたが、塔子もそれにならう。上じよう﨟ろうならぬ機き敏びんな動きに、万結はもちろん周りの女官達も訝しげな顔をする。

「尚侍ないしのかみ？」

「私も参ります」

　あの誠実な官かん吏りに、直接声援を送りたかった。結果として被害は出てしまったが、あなたの働きがなければもっと大変なことになっていたと伝えたかったのだ。

　どう思ったのか明槻も縋子もなにも言わなかったので、塔子は万結と連れ立って簀子に出た。もちろん民みん部ぶ省しようの官かん衙がは大だい内だい裏りにあるから、内だい裏りからは使いを出さなくてはならない。侍じ従じゆうにその旨むねを告げ二人で簀子の端に並んで立って待っていると、とつぜん思い出したように万結が言った。

「そういえば三さん条じようの女によう御ご様の里り第だいは、御ご祖そ父ふ様である先の関かん白ぱく様のお住まいを増築して、近この衛えの御み門かど沿いに建て直されているそうです」

「近衛御門!?」

　塔子は思わず声をあげた。近衛御門大おお路じは大内裏付近の通りで、皇こう族ぞくや貴族の豪ごう奢しやな邸が立ち並ぶいわゆる超高級地だ。もちろん先の関白ともなれば、それぐらいの場所には住んでいるだろう。

　その一角に三条女御の里第を新築したのだという。苑その子こは実家に戻ると聞いていたが、大納言の住まいは近衛御門よりは劣る四し条じようだ。つまり嫡ちやく子しより脇わき腹ばらの娘が厚あつく遇ぐうされているということだ。

　三条女御と苑子がたがいのことをどう思いあっているのかは知らないが、客きやつ観かん的てきに考えれば三条女御としては溜飲が下がったことだろう。

「そこなら大納言も中なかの宮みや様にはばかることなく、女御様を遇ぐうすることができるでしょうね」

　口にしてから、塔子はふと思いつく。大納言は弟の左さ近こん衛えの大だい将しようのように有ゆう能のうではないが、人間性ではさすがに勝っている。比較の対象が悪すぎると言われかねないが、少なくとも苑子や女おんな一いちの宮みやに対しては身内らしい愛情を示していた。

　女御と親しん王のう妃ひという地位の差を考えても、三条女御への待たい遇ぐうは、嫡ちやく子しから庶しよ子しに落としてしまった娘に対する思いもあったのではないだろうか？

「あ、お兄様」

　万結の声に、塔子は物思いから立ち返る。白はく砂さが広がる庭を、直なお霧ぎりがこちらにむかって歩いてきていた。

「どうなさったの？」

　階きざはしから簀子にあがってきた直霧に万結が問う。直霧はすぐに返事をせず、気持ちを整理するように間をおく。

「……直霧さん？」

「明槻様が大丞をお呼びだと聞きましたので、報告にあがりました」

　塔子は万結と目を見あわせる。民部大丞を呼んだのに、なぜ左さ衛え門もん府ふの直霧がやってくるのだろう。そもそもなにか動揺しているように見えるのは気のせいか。

「彼は昨日きのうの決壊に巻きこまれ、重じゆう傷しようを負おって動けない状態です」

　塔子は目を見張った。

「それって………」

「お兄様、ひとまず東宮様のところに」

　万結が促うながしたことで、二人は話を中ちゆう断だんして梨なし壺つぼにむかった。

　明槻がいる南みなみ廂びさしに入ってから、直霧は事情を説明した。民部大丞は河か川せんに戻った民達に六条に移るよう説得に行き、そこで被ひ災さいしたのだそうだ。岩につかまりなんとか命拾いはしたものの、流りゆう木ぼくにぶつかり足の骨を折ってしまったのだという。

　話を聞き終えた明槻は、沈ちん痛つうな面持ちで思案していた。やがて万結にむかって、東とう宮ぐう坊ぼうの人間を呼ぶように言った。

「大丞とその妻さい子しに、私の名でなにか見舞いの品を」

「私に遣つかいをさせてください」

　いち早く直霧が言った。感情的には見えなかったが、その表情はやはり沈んでいる。

　塔子は直霧が明槻の令りよう旨じを阻はばんだことを思い出した。彼の性格から、相当の良りよう心しんの呵か責しやくを覚えているのではあるまいか。

　思いを察さつしたのか、明槻は了解したとばかりに一度うなずく。

　そして、あらためるように言った。

「だが令旨を撤てつ回かいしたのは、あくまでも私の判断だ。そのことは忘れるな」
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　その日の遅い時間になって、直なお霧ぎりは梨なし壺つぼに戻ってきた。

　知らせを受けた塔とう子こは、小走りで梨壺にむかった。戻ってきたら連絡をしてくれるよう女によう官かんに頼んでいたのだ。

　廂ひさしの間まに入ると、明あか槻つきは直霧とむきあってすでに話を聞いていた。褻けの装しよう束ぞくに着替えていた塔子は、紗しやの袿うちぎの裾すそを引きずりつつ彼等らのそばに近づいた。

「どうだったの、大だい丞じようの具合は？」

「なんとか悪いなりに、だそうです」

　直霧ではなく明槻が答えたが、短いその答えでは大丞の症しよう状じようは測はかりかねた。

　首を傾げる塔子に気づいたのか、補ほ足そくするように直霧がつづけた。

「意識ははっきりしているのですが、足の骨が折れているのでしばらく動けません。ここで治ち療りようを怠おこたると曲がったまま骨がついてしまうので、絶対に添そえ木ぎを外はずすなと范はん蒼そう飛ひが言っておりました」

「え？」

　久しぶりに聞く名前に、塔子は驚きの声をあげる。

　そういえば卯う月げつに起きた七しち絃げん琴きん騒そう動どうで、巻き添ぞえとなって負ふ傷しようした楽がく師しを看みるためにしばらく都みやこに残ると聞いてはいたが───。

「え？　楽師の具合はまだ悪いの？」

「いえ、彼はもう完かん治ちして自宅に帰っております。それで范蒼飛も博はか多たに帰き郷きようしようとしたのですが、大だい納な言ごんに引き止められて帰るに帰れない状況でいるそうです」

　そういえば大納言は彼の見立てを受け、症しよう状じようが劇げき的てきに改善したのだった。絶対的な信頼をおく薬くす師しをなんとか自分のそばに留とどめておこうとしているわけか。心情は理解できるが蒼飛からすれば迷めい惑わくな話だろう。

「衣食住を用意するから、どうにかして都に留まってくれと懇こん願がんされたようです。大納言の頼みを無む下げにもできずに、いまは彼の邸に近い綾あやの小こう路じに住んでいるようです」

　大納言邸は四し条じよう大おお路じに面しているから確かに近い。しかしあの容よう姿しと言葉で、故こ郷きようから離れて一人で暮らすことは精神的にけっこうな負ふ担たんであるような気がする。

「ですが、今回はそのおかげで助かりました。信頼がおける薬師に診みてもらうことができましたから」

　しみじみとした直霧の声こわ音ねに、塔子は彼の心しん情じようを慮おもんぱかった。令りよう旨じを止めたことで直霧は、大丞に対して強い罪悪感を抱いているようだった。

「時間がかかっても、治るのならそれでよい。復帰後の地位は保証するから、安心して療りよう養ようせよと伝えておくように」

　明槻の言葉に直霧は深くうなずいた。六ろく位いの下か級きゆう官かん吏りの安あん否ぴを東とう宮ぐうが気にかけ、直接見舞いをよこすなど破は格かくの待たい遇ぐうだ。明槻が心から、大丞の負傷と休きゆう職しよくを無念と受け止めていることを感じた。

「とはいえ、後任を誰にするかは頭が痛いところだな」

「───そのことですが」

　意を決したように直霧が言った。

「私を民みん部ぶ省しように移動させてもらえませんか？」

　思いがけない発言に、塔子と明槻は目を見あわせる。一いつ拍ぱくおいてから、二人はほぼ同時に声をあげた。

「ええ～～～!!」

　あまりに大きな声だったので、障しよう子じや几き帳ちようの陰に控えていた女官達がこちらをのぞきこんだほどだ。塔子が叫ぶのはわりと日常的だが、明槻が叫ぶのは珍しい。

「おい、お前本気か？　これまでずっと武ぶ官かん一ひと筋すじだったくせに。慣れないことをすると身体からだに悪いぞ」

「ていうか、直霧さんが武官を辞やめるなんてもったいない！　あんなに弓ゆみがうまいのに。射じや礼らいのときだって誤ご魔ま化かして三さんの宮みや様に勝ちを譲ゆずってあげたけど、本当は直霧さんの勝ちだったって御ご所しよ中の人間が知っているわよ」

　あわあわしながらろくでもない説得をする二人に、直霧はいつものように思いっきり冷ややかに言った。

「怪我をする前に大丞から頼まれていたのです」

「は？」

　二人は揃って声をあげた。

「鴨かも川がわの氾はん濫らんを抑えるためには、もっと普ふ請しんを工夫する必要がある。けれど都みやこにある資料ではあまり参考にならないので、大陸からなにかよい本が取りよせられないかと」

「………」

「だから大だ宰ざい府ふの父に依頼しました。あるいは渡と来らいの技術者の手が必要となるかもしれませんが、たとえ病状にあっても、今後も彼の意見を取り入れてやりたいのです」

　つまり直霧は大丞のもとに行き、彼に相談しながら民部省の業務を進めていきたいと考えているのだ。民みん部ぶ卿きようはその任を解とかれたが、その下には次じ官かんがいる。部下である大丞が一人で動いていたことから考えて、こちらもあまり頼れる人物ではないのだろう。

　話を聞き終えた明槻は、落ち着きを取り戻してしばし沈ちん思しした。

「分かった。一応主上おかみにも相談はしてみるが、位くらいに比して民みん部ぶの少輔しようの方向に納まるように動いてみよう」

「ありがとうございます」

　直霧は深々と頭を下げた。







　後日、直霧の民部少輔の人事が発表された。
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　鴨かも川がわの決けつ壊かいから数日が経たち、状況も少しずつ落ち着きはじめた。

　だがそれに並へい行こうしていっそう被ひ害がいが明らかになり、死者も怪け我が人にんも想像以上の数にのぼっているということだった。

　悲ひ惨さんな状況が話題になるたび、御ご所しよにも重い空気が立ちこめていた。

　そんなある日、塔とう子こは縋すが子こに呼ばれて『朝あさ餉がれいの間ま』にむかった。簀すの子こからのぞくと明あか槻つきも控えており、二人は気き鬱うつな表情でむきあっている。

「あの、お呼びだと………」

「入じゆ内だいは延えん期きしなければならないでしょう」

　前置きもなしに明槻からとつぜん告つげられた言葉に、塔子は簀子に立ったまま身を固くした。

「───はい、しかたがありませんね」

　声を低くして塔子は言った。

　これだけの惨さん事じが起きたというのに、吞のん気きに入内など進められるはずがない。一貴き族ぞくの結婚ではなく東とう宮ぐうだ。やがて帝みかどとなり、民と国のために祈いのらなければならない存在なのだ。

　自動的に京きよう極ごく院いんへの猶ゆう子しの話も延期となり、要件だけを聞くと、塔子は廂ひさしに入らないまま退出した。

　渡わた殿どのを歩きながら、胸きよう中ちゆうにはすっきりしない思いが渦うず巻まきつづけていた。入内の日を指折り数えて待っていたわけではないし、正直に言うと少しは不安も残っていた。それでもいまの中途半はん端ぱな状態がさらにつづくことは、また別の不安が生しようじてしまう。

　子を授さずかることができるのか、授かったとしても周りが望む男だん児じを得ることができるのか、すべては入内をしてからのことだ。入内をしてそれらのことが成なせなければ、他にどうするかを考えなければならない。いや、考えることができる。

　しかし入内をしなければ、いつまでも先に不安を抱いだくことしかできない。

　塔子はいまの自分の心しん境きようを、袋ふくろ小こう路じの中でぐるぐる動き回っている鼠ねずみのように思った。入内の延期によって、さらにその状況がつづくことになるのだ。

　だけど亡なくなった人達のことを考えれば、そんなふうに感じること自体が不ふ遜そんだ。

　ため息をつきつつ麗れい景けい殿でんの簀子にあがると、奥の東の妻つま戸どから出てゆく女によう官かんの後ろ姿が見えた。暑さが厳しいこの季節は、風通しをよくするため格こう子しも妻戸も放っている。特に関心もなく中に入ると、他の女官達が西にし廂びさしと付属する孫まご廂びさしで黄色い声をあげていた。

「ちょうどよろしゅうございました」

　塔子の姿を見た女官が、いち早くはずんだ声をあげる。

「どうしたの、みんなで集まって」

「三さん条じようの女によう御ご様から、入内のお祝いの品が届きました」

「!?」

　どう反応してよいか分からず、塔子は戸惑いながら女官達の輪に入る。そこには凝こった細さい工くの心こころ葉ばを飾った、漆うるし塗ぬりの香こう壺ごの箱はこが置かれていた。

「尚侍ないしのかみ、早く開けてください」

「あの三条女御様が、どのような香こうをお贈りになられたのか気になりますわ」

　いつもの調子ではしゃぐ女官達に、促うながされるようにして塔子は蓋ふたを開ける。箱はこの中には青せい磁じと白はく磁じの壺つぼが一つずつ、瑠る璃り製せいの坏つきが二つ、計四個の香こう壺ごが収められていた。

「まあ、美しい細工ですこと」

「私、瑠璃の香壺なんてはじめて見たわ」

　言いながら塔子は手前にある香杯を手に取って顔に近づける。しっとりとした深みのある香りが鼻び孔こうをくすぐった。

「うん、素敵な香りだわ」

　他に言いようがなかったので、無ぶ難なんな言葉ですませる。女官達は塔子の許可を得て、それぞれに香りを確認する。

「まあ、さすが女御様ね。華やかな香りですこと」

「でも、確かに華やかだけど、御お子こをお持ちの方にしては少し軽くないかしら」

「そうよね、こちらもうっとりするような甘あまい香りだけど、人ひと妻づまとしてはちょっと品位に欠けるような」

　ひとまず褒ほめておきながら、しっかり落としている。このあたりの意地の悪さは敵対する女同士であればどこでも同じことだ。してみると東ひがし三さん条じよう院いんでの呼びつけが、よほど癪しやくに障さわっていたのだろう。そんなことを推すい測そくしていた塔子は、麗景殿の女官が全員この場に揃そろっていることに気づいた。

（じゃあ、さっき出て行った女官は？）

　後ろ姿しか見えなかったので、彼女の顔は分からなかった。

　壺と杯を回しながらあれやこれやと論ろんじあう女官達に、塔子は尋ねる。

「この贈り物は、女御様のお遣つかいがここまで届けてくれたの？」

「ええ、そうですよ。一いつ刻こくほど前に帰りましたけど」

「？」

　塔子があの女官を見てからいくらも経っていない。ではまったく別の女官なのか、それとも───。

「あなた達、ずっとここにいたの？」

「はい、三条女御様が尚侍に贈り物をなさったというので、私達すっかり興奮して」

「東三条院で呼びつけられたときは、本当に悔くやしゅうございましたわ」

「これで溜りゆう飲いんが下がりましたね」

　小こ気き味みよさそうに語る女官達をよそに、塔子は混乱する頭を懸けん命めいに整理する。

　女官達は一刻ほど前に三条女御の遣いを送り出し、ずっとこの西にし廂びさしにいたという。だがあの女官は、つい先ほど人ひと目めのない東の妻つま戸どから出て行った。

　やにわに、塔子は立ちあがった。

「な、尚侍？」

「いかがなさいましたか？」

　女官達の驚きの声も無視して、塔子は南みなみ廂びさしに回りこんだ。

　三条女御はかつて麗景殿を賜たまわっていた。彼女の女官であるのなら、この殿でん舎しやの造りには詳くわしいはずだ。それに東の妻戸は南廂につながっている。

　あの女官は、空白の時間を塔子の局つぼねで過ごしていたのだ。

　間ま仕じ切きりとして置いている屛びよう風ぶの前に出て、塔子は自分の局を一いち瞥べつした。

　二に階かい棚だなに二に階かい厨ず子しを見たが、積まれた品々も含めて特に動かした気配はない。二階厨子の棚には鍵かぎがかかっているので大丈夫だ。それではと塗ぬり籠ごめの方向に目をむけかけたが、ふと二階棚に置いた打うち乱みだりの筥はこの異変に気づく。

　打乱筥は蓋を裏返しにして筥と重ねて中が見えるようにして置くことが通常の使い方だが、塔子は表に施ほどこされた螺ら鈿でん細ざい工くの模様が好きでいつも蓋をかぶせていたのだ。

　だが二階棚の下段にある筥は、蓋が重なっていた。間違いなく誰かが蓋を開け、自分の習慣でうっかり重ねてしまったのだろう。

　塔子は駆けよって、筥の中を確認した。手しゆ巾きんや端は切ぎれが数枚入っているが、特に乱れた様子もなくなったものもない。かといって見覚えのない品が含まれてもいない。布を一枚一枚広げてみたが、破は損そんもないようだ。

「なんだろう、なんのために開けたのかしら？」

　蓋を持ちあげたまま、塔子は首を傾げた。

　あきらかになにかの目的があって、この筥を開けたのだ。だというのに、なにも変わった様子がない。そのことがとてつもなく不気味だった。

「なにをしたの………」

　自分の品はすべてある。そして余計なものもなにもない。それがかえっておかしい。

「尚侍、女御様へのお返事はいかがなさいますか？」

　几き帳ちようのむこうから、最年長の女官が問いかける。塔子は物思いから立ち返った。

　そういえば入内が延期になったことを、彼女等らにも教えなければならなかった。そして三条女御にも、香壺箱の礼とともにその旨むねを伝えておいたほうがよいだろう。伝えずとも間違いなく明日には知れ渡っているだろうけど───。

「いまから書きます」

　女官に返事をすると、塔子は迷いを打ち消すように筥に蓋をした。
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　どうしようかと悩んだが、やはり伝えるべきだと思い、塔とう子こは梨なし壺つぼにむかった。

　事情を聞き終えたあと、明あか槻つきは気難しい表情で考えこんでいたが、やがて確認するように尋ねた。

「打うち乱みだりの筥はこの中は、本当になにも変わりはないのですか？」

「それが……」

　歯切れ悪く塔子は切り出した。

「布って、いつの間にかどんどん増えちゃうのよね。特にここ最近は入じゆ内だいの準備で衣い装しようや小物を仕立てていたから、きれいな端切れをいっぱいもらえたのよ。大半は女によう官かんや女によ嬬じゆにあげていたから、私が持っていたのはせいぜい二～三枚ぐらいだけど」

　ようするに中身を完全に把は握あくしていなかったのだ。だからなにかなくなったのかもしれないが、はっきりと分からなかった。そもそも最近は必要もなかったので、筥はこの中を見てもいなかったのだ。

　恐きよう縮しゆくする塔子に、なだめるように明槻は言った。

「嫌いやがらせぐらいですめばいいのですが………」

「嫌がらせ？」

「怨おんの字を書いたり、ぼろぼろに引き裂さいたり、汚お物ぶつまみれにして戻してきたりとか」

　さらりと明槻は言うが、あまりの陰いん湿しつさに塔子はぞっとした。

「い、いや……そんな馬ば鹿かな真ま似ねを」

「源げん氏じ物もの語がたりにもあるでしょう。渡わた殿どのに汚物をまいて通れなくするとか」

　あたりまえのことのように明槻は語るが、塔子は源氏物語に断だん片ぺん的てきな知識しか持っておらず、よく分からなかった。

（ていうかそんなすごい量の汚物を、どうやって人ひと目めにつかないようにして運んできたんだろう？　衣きぬに臭においが移って大変だろうに……）

　物語の出来事にこっそりと突っこんでいると、真剣な面おも持もちで明槻は言った。

「明日、家や探さがしをしてみましょう」

「家探し？」

「床ゆか下したがいちばん可能性が高いのですが、唐から衣ぎぬ裳も姿の女官がもぐっていたとは考えにくい。あるいは床板を剝はがしたあとなどはありませんでしたか？」

　矢や継つぎ早ばやに言われて塔子は目を白黒させる。床下とかもぐるとか、話が突とつ飛ぴすぎる。

「ち、ちょっとなにを言っているの？」

「呪じゆ詛その形かた代しろが隠してあるかもしれないでしょう」

「!!」

　衝しよう撃げきのあまり言葉を失うしなう塔子に、淡たん々たんと明槻は告つげる。

「呪詛に正しいも正しくないもないとは思いますが、呪いたい相手の品を使って形代に魂たましいを仕込み、相手の家に隠すことが一般的だと聞いています」

　塔子は息を吞のんだ。確かに、それなら女官が忍しのびこんでいたことも納得できる。

　昨年のいまごろ起きた東とう宮ぐう呪詛事件は、それこそこの梨壺の床下から、明槻を呪詛する人形が見つかったことがはじまりだったと聞いている。

　他人から呪詛されるなど受け入れがたいことではあるが、袴はかま着ぎでのあの女御の憎ぞう悪おの眼まな差ざしを思えば不思議ではない。

「……そうね、そういう可能性もあるのね」

「たとえ今日はなにも見つからなくとも、あなたの品をなにか手に入れるために忍びこんだ可能性もあります。そもそも呪詛をするには、手に入れた品を使って呪じゆ術じゆつを施ほどこす必要がありますから」

　そこで明槻はいっそう険けわしい表情を浮かべる。

「そもそもなんの目的もなく、あなたの室へやに忍びこむはずはありません。なにかたくらんでいることは確実です。打乱筥にかぎらず、なくなった物がないか探してみてください」

　塔子はひどく緊張したままうなずいた。

　正直に言えば塔子は、呪詛というものの確実性をそこまで信用していない。もちろん目に見えない力や人じん智ちの及ばない存在はあると思うし、人の思いや祈りにはなんらかの効果があると思っている。

　そんなふうに人の手には負おえない力だから、人の思いだけで確実に同じ人間を破は滅めつに至らしめる方法などないと思うのだ。

　だというのに三条女御からむけられたあの憎悪の目には、そのような力があるような気がしてしまう。

（怖い……）

　あの眼差し、思い出すだけでぞくりと身み震ぶるいが起きる。
















　だけどしっかりしなくてはと言い聞かせる。京きようの町がこれほどの災さい害がいに見舞われているときに、明槻にこれ以上の心痛をかけさせてはならない。

　───それぐらいしたたかでないと、帝みかどの妃きさきなどやっていけませんよ。

　左さ近こん衛えの大だい将しようの言葉がよみがえる。

　彼の真意はともかく、あの言葉にはそんな意味も含まれていたのかもしれない。

　自分の身ぐらい自分で守れなければ、帝の妃などやっていられないのだと───。
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　入じゆ内だいが延えん期きとなったことは、瞬またたく間まに御ご所しよ中に広がった。

　女によう官かん達はいちように残念がったが、さすがにしかたがないことだとは承しよう知ちしたようで、それ以上の不平は出てこなかった。

　いっぽうで公く卿ぎよう達はどのように受け止めたのか、塔とう子こは分からずにいた。

　ますます遠のいた東とう宮ぐうの結婚に、彼等らの目がいっそう三さん条じようの女によう御ごにむくことは確かだろう。引け目のある東宮とあらためて関係を築くより、あらたに産まれる皇み子こに仕つかえたほうがやりやすい。誰だって苦労が少ない方向に進みたがるものだ。

　そうやって考えると、あれだけのことをしでかしながら明あか槻つきや塔子と手を組もうとしている左さ近こん衛えの大だい将しようはものすごい心臓だと思う。そういえばかつて、一日も早く入内すべきだとせっついてきた左近衛大将は、今回の発表を受けてもなにか言ってくる気配がなかった。もちろん昨日きのうの今日のことなので、まだ顔をあわせる機会がないだけかもしれないが。

　晦日みそかの日の夏な越ごしの祓はらえについて語られたのは、翌日の御ご前ぜん会議でのことだった。夏越祓とは半年間の心身の穢けがれを祓はらう行事で、宮きゆう中ちゆうでは大だい内だい裏りの朱す雀ざく門もんで行われる。

　清せい涼りよう殿でんで行われたその会議に、塔子はいつものとおり縋すが子この女官として猫ねこ障しよう子じの前で耳を傾けていた。御お座まし所どころである東ひがし廂びさしと、臣しん下かが控える孫まご廂びさしの間には御み簾すが下ろされ、皆がしきりに意見を言いあっていた。

「今年は祓いを盛大に行わなければなりますまい」

　そう語る公卿の声こわ音ねは憂ゆう鬱うつそうで、もちろん反対する者もいなかった。

「まったく昨年の疫えき病びようといい、このところ夏は災害続きじゃ」

「全国の寺社をして、祈き禱とうをさせねばのう」

　一通り審しん議ぎを経へたあと、参議の一人が思い切ったように口を開いた。

「いかがでありましょうか？　数年に及び空くう席せきになっている賀か茂もの斎さい院いんに、少し早いですが女おんな一いちの宮みや様に立っていただいては？」

　孫廂が少しざわついた。未み婚こんの皇こう女じよが務つとめる賀茂斎院だが、縋子が母はは皇こう太たい后ごうの死し去きよに伴ともなって退しりぞいてからは空席がつづいている。ついでに言うと塔子の退たい下げ以降は伊い勢せの斎さい王おうも空席のままだった。

　確かにこれだけ悪いことがつづく中で、国の安あん寧ねいを祈き願がんする巫み女こが二人も不在という実じつ態たいは不安の要因になるだろう。

「京の町でも斎院、斎王の不在が、昨年からの天災の原因ではないかと噂うわさされているようです。少しでも民の不安を抑えるために、ここはぜひ───」

「私は反対です！」

　いち早く声をあげたのは三さんの宮みやだった。

「女一の宮は、まだ袴はかま着ぎを迎えたばかりの幼おさな子ごです。あの年で両親と引き離すことはあまりにもいたわしい」

　三の宮の発言に、塔子は先日会ったばかりの姫宮の顔を思い出した。確かにあの年の子を親から離して過ごさせることは、たとえ乳う母ばがついていても可か哀わい想そうだ。

　もちろん発案者の参さん議ぎも、簡単には引き下がらなかった。

「ですが、いずれにしろ数年後には務めていただかなくてはなりませぬのですから」

「賀茂斎院のご奉ほう仕し先は伊勢斎王とちがい京の町にも近く、その点はご納得いただけるのではありますまいか」

　数名の公卿が同意する。それぞれの言い分には理があったが、塔子は感情的な面からあのあどけない姫宮を親と離してしまうことは反対だった。せめてあと数年後であればともかく、あの年ではあまりにも痛いたましすぎる。

（ていうか、上じよう皇こう様が絶対にお許しにならないと思うけど………）

　あの鍾しよう愛あいぶりだ。いかに宣せん陽よう院いんがおとなしくとも、こればかりは承知しないだろう。

　そのとき、皆のやりとりを黙って聞いていた縋子がおもむろに口を開いた。

「───大だい納な言ごん、そなたはどう思うか？」

　女じよ帝ていの直じか問といに、当の大納言はもちろん公卿達も驚いた顔をする。

　即そく答とうできずにいる大納言に、さらに縋子は問う。

「そなたは女一の宮の祖そ父ふじゃ。祖父としてどう思うか尋ねておる」

　縋子が真意を告げたことで、大納言は納得したようだった。

「私は……姫宮様はもちろんですが、娘である女御の心しん情じようを考えますれば、愚おろかな親心とお思いでしょうが、やはりおいたわしく存じあげます。とはいえ人々がこの状況に不安を抱いているのであれば、内ない親しん王のうというお立場からいたしかたないかとも………」

　結果としてどっちつかずの回答は、紛まぎれもない大納言の本ほん音ねなのだろう。

　縋子は物もの憂うげな表情で大納言の言い分を聞き、おもむろに口を開く。

「そなたの言うとおりではあるな……妾わらわが斎院として立ったのは、裳も着ぎを迎えた直後であった。それでも母上や兄上と離れて暮らすことは寂しかった。まして袴着をすませたばかりの幼子じゃ。いたわしいことには間違いない。しかし国と民のために神に奉仕することは、皇こう族ぞくの女おな子ごの務めじゃ」

　まるで自分に言い聞かせるように語ると、縋子は一度言葉を切って視線を明槻のほうにむける。

「東宮、そなたはどう思う。実じつ質しつそなたの代の斎院となるが」

「───私の意見でございますか？」

　とつぜん質問を振られ、明槻は困惑げな面持ちのまま黙りこむ。するとここぞとばかりに擁よう立りつ派の公卿が口をはさんだ。

「いずれにせよ東宮様御ご即そく位いのおりに、斎院も斎宮もご不在であるというのは祝しゆく賀がに水をさすことになりかねません」

「急きゆう遽きよ御即位いただいた主上おかみと、満まんを持じしての御即位となる東宮様では事情がちがいます」

　自分をだしに押し切られそうな空気に、明槻は露ろ骨こつに不快げな面持ちを浮かべた。

　とはいえ複雑な立場の明槻の即位に際して、斎院と斎王の双そう方ほうが不在という状況は、なんらかの急所になりかねないことは確かである。

　明槻は一度息をつき、あらためて言った。

「私は、御両親である院と女御のお気持ちに添うべきかと存じます」

　縋子はふんっとあいづちのようなものを打ち、しばらく沈ちん思しする。やがて御簾のむこうに控ひかえる臣しん下か達にむかって告げた。

「分かった。ご判断は院に仰あおぐこととしよう。妾からその旨むねを伝える文ふみを出す。おそらく女御の意向も酌くんだ判断をしてくださるはずだ」

　縋子の決断に塔子は内心で胸を撫なでおろした。あれだけ娘を鍾愛している宣陽院が承しよう服ふくするはずがない。女一の宮の賀茂斎院への就しゆう任にんはひとまず保留になるだろう。あるいは明槻も縋子も、それを見越していまのような判断をしたのかもしれない。

　六歳の子供を親と離すことはあまりにも不ふ憫びんだが、かといって女一の宮の内親王という地位を考えれば、可哀想の一言ですませるわけにもいかない。帝と東宮という立場にあるのだからなおさらだ。そこで宣陽院の親心を、うまく利用しようと考えたのだろう。

　そのあと他の議題をざっとまとめ、御前会議は終了となった。退たい出しゆつのため公卿達が立ちあがる中、おもむろに縋子は口を開く。

「ああ、中なか務つかさ卿きようの宮みや。そなたは残れ」

　なかば腰を浮かしかけていた三の宮は、その姿勢のまま身を固くする。先日軽い諍いさかいがあったばかりだから、少々警けい戒かいしているのかもしれない。結果的に「官かん米まいを調べろ」という三の宮の意見を取り入れたが、そのことにかんして縋子がなにか弁べん明めいじみたことを言ったわけではない。三の宮の中では、まだ不満と不ふ審しんは残っているだろう。

　明槻も不安げな面持ちで、縋子と三の宮を交互に見比べている。

　他の者が立ち去ったのを見計らい、あらためて縋子は言った。

「そなた、院への遣つかいを務つとめてくれぬか？」

　三の宮は大きな目をぱちくりと見開いた。

「もちろん妾が文を書くが、諸事情や経けい緯いを息子むすこであるそなたから院によく説明してさしあげてくれ。そのうえでご自分のお心に添そった判断をなさるよう、お伝えしてほしい」

「は、はい」

　呼び止められた理由に納得したのか、三の宮は深々とうなずいた。

　なるほど、適切な人選だ。下へ手たに真ま面じ目めな臣下を遣わして皇こう族ぞくとしての道どう理りを説とかれてしまえば、あの宣陽院であれば拒否できない可能性が出てくる。しかし実の息子でこの件に関して反対している三の宮であれば、本音を言いやすいだろう。

「承知いたしました。では、お待ちしております」

「───主上、私も同行したいのですが」

　とつぜんの明槻の要求に、塔子は耳を疑った。軋あつ轢れきのある父親を訪ねたいなどと、これまでの経緯からは考えられない言葉だったからだ。よほど驚いたのか、縋子も三の宮もとっさにはものを言えないでいる。

　織りこみ済みの反応だったらしく、かまわず明槻はつづける。

「両親の意向を尊重するように言ったのは私です。可能であれば院だけではなく、女御の本心を訊きいてみたいと考えております」

「!!」

　その言葉で塔子は、明槻の目的を明確に理解した。

　三条女御に直接会い、彼女の目的を探さぐるつもりなのだ。もちろん女一の宮ではなく、塔子に対してなにをたくらんでいるのかを───。

「わ、私も行かせてください！」

　身を乗り出して塔子は叫んだ。十じつ中ちゆう八はつ九く、三の宮は迷惑がっているだろうが、そんなことは気にしていられない。呪じゆ詛そされる可能性を、このまま黙って待っている場合でもない。

　怖いのは呪詛ではなく、三条女御だ。

　その彼女と対決することが、怖くないかと言えば噓うそになる。

　だけど相手は同じ人間だ。その意図が分かれば対策も講こうじられる。それこそが恐怖を和やわらげる最大の手段だ。

　真剣な目で訴うつたえる塔子に、察さつしたのだろう。明槻は縋子へ目配せする。

　しかし縋子は返事をせずに、気乗りしない表情のままでいる。三条女御の女官が忍びこんだことを、塔子はまだ縋子に告つげていなかった。あるいは縋子は、明槻が宣陽院を訪ねることのほうが気にかかっているのかもしれない。

　ふうっとひとつため息をついたあと、苦々しい口調で縋子は告げた。

「よかろう……中務卿宮と尚侍ないしのかみがついているのなら」
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　それからすぐに御ご所しよを出たので、二に刻こくもしないうちに東ひがし三さん条じよう院いんに着いていた。塔とう子こは明あか槻つきと同じ車に乗り、三さんの宮みやは自分の車を使ったが到着はほぼ同時だった。

　とつぜんの東とう宮ぐうの訪問に、女によう官かん達が大おお慌あわてになったことは言うまでもない。当の明槻はいつものことなので平然としていたが、塔子は心から申し訳なく思った。

　寝しん殿でんの東ひがし廂びさしまで通され三人で待たい機きしていると、開け放った妻つま戸どの先から年配の女官が入ってきた。

「遠いところをよくお越しいただきました。されど上じよう皇こう様におかれましては、僧そう都ずをお召めしになられている最中でございます。恐縮ではございますが、講こう説せつが終了するまでお待ちいただけますでしょうか？」

　明槻と三の宮はたがいに目を見あわせてから、すぐに明槻が答えた。

「もちろんだ。急にお訪ねして申し訳ないと上皇にも僧都にも伝えてくれ」

「かしこまりました」

　一礼して退出してゆく女官の姿を、塔子は自分の前に置かれた几き帳ちよう越しに見送った。御み簾すのむこうで女官達があわただしく動く気配が伝わってくる。

（すみません、本当にとつぜん訪ねてきて………）

　おそらく三の宮だけであれば、ここまで女官もあわてなかったのだろう。不ふ仲なかと評判の東宮がいきなり訪ねてきたのだから、そりゃあ緊張するだろう。

「では待っている間、私は母に挨あい拶さつに行ってまいります」

　なかば腰を浮かしながら三の宮が言った。寝殿は宣せん陽よう院いんの居住区だが、御み息やす所どころは西にしの対たいを賜たまわっている。

「御息所様によろしくお伝えください」

　塔子が言うと、三の宮はふと思い出したように動きを止める。

「そういえば尚侍ないしのかみ、母上があなたにお会いしたいとおっしゃっていたんだ」

「え？」

「私と妻との件で、いろいろ気き遣づかっていただいたと大層感謝しておられる。ぜひ、直接礼を言いたいとかねがね仰おおせなのだ。あなたさえよろしければ、ちょっと顔を出していただけないか？」

　塔子は首を傾げた。その件で苑その子こからならともかく、御息所から礼を言われるようなことをした覚えはないのだが。

「難しいか？」

「あ……」

　そんなことは、と言いかけて、几き帳ちよう越ごしの明槻の意向をうかがう。すると彼はほころびから目をむけ「大丈夫ですよ」と言った。

「私も、一人で考えを整理したいところがありますから」

「…………」

　単純に聞けば、三条女御の件を言っているものと受け取れる。だがどこか斜しやにかまえた表情にふっと疑ぎ念ねんが湧わく。ひょっとして明槻は、これから父親と会うことへの心構えを言っているのではないだろうか？

「尚侍、よろしいか？」

「あ、は、はい」

　蝙かわ蝠ほりを顔の前にかざして立ちあがると、塔子は三の宮のあとにつづいた。妻つま戸どをくぐるさい三の宮は女官に、もし先に宣陽院が来たら西の対に呼びに来るように言こと付づけた。

　簀子を歩きながら、三の宮はぽりぽりとこめかみの付近をかきむしっていた。やがて西の対につながる渡殿にさしかかったとき、とつぜん彼は言った。

「僧都が来ているなんて、多分噓うそだ」

「は？」

　三の宮は足を止め、くるりと振り返った。

「とつぜん東宮が訪ねてきたので、気持ちの整理をする時間が父上にも必要なんだ」

「………父上にもですか」

　三の宮はこくりとうなずいた。考えてみれば三の宮は三さん条じようの女によう御ごのたくらみを知らないのだから、塔子とはちがった形で明槻の言葉を受け止めたのかもしれない。

　すなわち、明槻も父親に会うには心構えが必要なのだと。

「一時期お二人は穏おだやかな関係になったと思っていたが、三条女御の懐かい妊にんでまたおかしなことになっている」

　三の宮の言葉に、塔子は口をへの字に曲まげる。

　二人でため息をついたあと、揃そろって西の対の簀すの子こにあがる。すると奥のほうから琴ことの音色が聞こえてきた。御息所が弾ひいているのかと思ったあと、いくらなんでも拙つたなすぎることに気づいた。

「誰だろう？　ずいぶん幼よう稚ちな音だな」

　塔子が思ったことを、そのまま三の宮が口にした。

　母親の住まいだからか、三の宮は女官の案内も請こわずに進んでゆく。多少は気になったがしかたがないので、塔子も彼のあとにつづいた。

「母上、お邪じや魔ましますよ」

　言いながら御簾をくぐった先の廂には、大きな倭やまと琴ごとを挟んで二にの宮みやと女おんな一いちの宮みやがむきあって座っていた。拙いのもとうぜんだ。琴を鳴らしていたのは六歳の女じよ児じだったのだ。

（でも、どうして女一の宮様がここに？）

　よく見ると、御簾を上げた母おも屋やの奥に蝙かわ蝠ほりをかざした御息所の姿が見える。手前にいる二の宮は弟と異母兄あにの許いいな嫁ずけという組みあわせに驚いたらしく、目を円まるくしている。
















「なにをなされているのです？」

　同時に同じ問いを発したのは、二の宮と三の宮だった。言葉遣づかいからして、二の宮の問いは塔子へのものだろうが。

　兄弟きようだいはたがいに押し黙りあったあと、先に三の宮が答えた。

「父上に話があって、東宮と参りました。斎さい王おう尚侍ないしのかみも一緒だったものですから、このさい母上にお会いしていただこうと考えてお連れしました」

「まあ、それはわざわざ申し訳ございません」

　御息所は落ち着いた声で言うと、女官に席を用意するように命めいじた。三の宮は二の宮の傍そばに、塔子には框かまちの際きわの御息所のすぐ傍に茵しとねが用意された。

　二人が腰を下ろすなり、二の宮が怪け訝げんそうに尋ねた。

「東宮が、父上に？」

「いや、そのあたりの経けい緯いは少々複雑で………」

　歯切れ悪く答えながら、三の宮は奥に座る女一の宮をちらりと見やる。斎院の件は、さすがにこの童どう女じよの耳には入れられないだろう。明槻と縋子の意思が保留にあることは三の宮もおおよそ察さつしているようだったが、それでも親より先に聞かせるわけにはいかない。

　なにをどう誤解したのか、苦く笑しよう交まじりに二の宮が言う。

「母上のところにご機き嫌げん伺うかがいに参さん上じようしてね。たまたま女一の宮が倭琴を弾くというので、聞かせてもらっていたんだよ」

「いや、それは分かります。別に疑っていませんから」

　三の宮は急いで否定したが、いくら二の宮でも異母妹いもうと、しかも六歳の童女ではそんな気になるはずがない。そんなことをあらためて言うのも微び妙みように失礼な気はするが、二の宮はあまり気にしていないようだった。

　三の宮がそれ以上なにか話しだす気配がなかったので、蝙蝠の裏から塔子は尋ねる。

「ですがなぜ、女一の宮様がこちらの西の対にいらっしゃるのですか？」

　兄妹でも親子でも、一般的に男が訪ねるほうが普通だ。それを六歳の童女が別の殿でん舎しやに来るなどあまり聞かない。まして双そう方ほうの妻の間には、女御と更こう衣いという身分差がある。よく三条女御が咎とがめなかったものだと思う。

「ああ、母はは君ぎみの女御が宿下がりをなさって寂しがっておられたのでね」

「宿下がり？」

「はい、昨日から。産うみ月づきはまだ少し先なれど、少々お苦しい様子がつづいておりますゆえ、落ち着かれるまで姫宮様にはこちらにお残りいただくことに致しました」

　そう答えたのは、袴はかま着ぎのときにもいた乳う母ばらしき女性だった。彼女は二人から一歩下がった場所に控えていた。

「宿下がりですか………」

　拍ひよう子し抜けしたような気持ちで塔子はつぶやいた。

　偶然にはちがいない。もともと普ふ請しんの遅れから留とどまっていただけで、本来であればとっくに戻っているはずだったのだ。しかし三条女御がいないのなら、自分と明槻がここに来た意味がなくなってしまう。

（まあ、そんなことはこちらの一方的な都合だけどね）

　そうなると明槻の心構えは、しなくてもいいものだったことになる。それ以前に、自分達がここに来た意味がないわけだ。戻って三条女御が不在である件を伝えるべきかと考えたが、上じよう皇こうを呼び出しておいて話をしないで帰るわけにもいかないだろう。

　塔子が考えている間も、乳母は説明をつづける。

「それでこちらに二の宮様がおいでだとお聞きになられて、ぜひ笛ふえを聞かせていただきたいと姫宮様が仰せで……」

「それでこちらにお呼びしたんだよ。私も異母妹の琴をぜひ聞いてみたかったのでね」

「ああ、そういうことですか」

　補足するような二の宮の言葉に、三の宮があいづちを打った。

　状況が分かったところで、あらためて御息所が塔子に礼を述のべた。もろもろの件について御息所は苑子から話を聞いたのだという。三の宮がそれほど自分に感謝しているとは思っていなかったので、それで納得した。

　一通り話し終えてから、三の宮は簀子のほうを見やった。

「尚侍、そろそろ……」

「あ、そうですね」

　女官はまだ呼びに来ていないが、万が一宣陽院を待たせるようなことがあっては三の宮も具合が悪いだろう。明槻がいるから待ちぼうけを食らわせることないが、そもそも縋子から依頼されたのは三の宮で、塔子と明槻はそれに便びん乗じようしただけなのだ。

「では母上、兄上。私はこれで………」

「ああ、そうだ。話が終わったら、東宮に姫宮の琴を聞いてさしあげるように言付けてもらえるかい？」

　二の宮の依頼は三の宮にされたものだが、塔子はきょとんとして彼を見た。二の宮はちょっと悪戯いたずらめいた笑みを浮かべ、女一の宮を見る。

「袴着のおりに東宮に言われた言葉を守って、頑がん張ばって稽けい古こに励はげんでいたそうだよ」

　女一の宮は頰ほおを赤くしてもじもじとしている。そういえばあの日、明槻の奏かなでる倭琴に一の宮が顔を輝かせていた。

（そうだ！）

　閃ひらめいた考えに、塔子は床に手をつき女一の宮のほうにぐいっと乗り出した。

「それでしたら、姫宮様。私と一緒にお出向きあそばして、東宮様にお頼み申しあげましょう」

　この可か愛わいらしい姫宮を間に挟めば、明槻と宣陽院の間のぎこちない空気も和やわらぐかもしれない。もちろん斎院の件を聞かせるわけにはいかないが、そもそも事情を説明するのは三の宮の役目で、明槻が話す必要はないのだ。

「え、ですが……」

　女一の宮ではなく乳母が戸惑った顔をする。主人である三条女御が明槻をよく思っていないことは彼女も知っているだろう。どう説得しようかと考えていると、まるでその思惑を察さつしたように二の宮が口を開く。

「大丈夫だよ、心配しなくても。あちらには院もいらっしゃるのだから」

「さようではございましょうが……」

「やれやれ、ずいぶん心配性の乳母殿だね。まあ、そこがあなたの優しさと芯しんの強さの表れなのだろうけど」

　そう言って二の宮は、乳母にむかって微笑ほほえみかけた。匂におい立つように美しい笑顔に、乳母はぽっと頰を染めた。

「あなたのように素敵な女によ人にんが女一の宮についていてくれれば、女御様もきっとご安心なさっているはずだね」

　歌うようにさらさらと気き障ざな言葉を述べる二の宮に、乳母は全身の血液が集まったのではないかと思うほど、いっそう頰を赤くした。

　あぜんとする塔子の横で、三の宮はあきれはてた面持ちで兄を見ている。御息所の反応はといえば、特にたじろいでいる様子でもない。

（なんだろう、この悟さとりきった反応は）

　いっぽう母親と弟を前にしても、二の宮の勢いは収まる気配を見せない。

「弱ったな。あなたのそんな困った顔を見るのは私も忍しのびない。どうしても心配だとおっしゃるのなら、私と一緒に参じませんか」

「み、宮様が私と一緒に!?」

　いや、そこは私ではなく女一の宮と一緒にと言うべきだろう。内心で塔子は突っこむ。

　あきらかに動揺する乳母に、二の宮は満開の八や重え桜ざくらのように華やかに笑う。

「そうだよ、ああ、もしかして迷惑かな？」

「と、とんでもないです」

　周りが驚くぐらいの勢いきおいで乳母は叫んだ。

「いや、遠えん慮りよしないでおくれ。私とて優しいあなたを困らせたくはないんだよ」

「そ、そんな……」

　しどろもどろに答えたあと、乳母は口ごもる。やがて彼女は、ぎりぎりの端に置いていた物がついにぽろりと落ちるように、かっくりとうなずいた。

「ありがとう、やっぱりあなたは優しい人だね。心が美しい人は姿も美しいというのは本当の話のようだね」

　とどめを刺す言葉に、乳母は全身の力が抜けたようにその場にへたりこんだ。

　女一の宮があきらかに不安げな眼まな差ざしをむけている。二の宮の言動はよく理解していないようだが、乳母の様子がおかしいことは子供ながらに理解したのだろう。

（い、いや、助けてもらったんだけどね……）

　なんだろう、この釈しやく然ぜんとしない思いは。首を傾げる塔子の耳に、品のよい落ち着いた声が聞こえた。

「宮……わが子ながら、相変わらずお見事ですこと」

　ぎくりとして見ると、御息所がゆるらかに蝙蝠を揺らしていた。おそらくその声は塔子にしか聞こえなかったのだろう。母屋の奥で控える女官も、廂に控える女官も特に反応を示さない。

　まじまじと見つめると、御息所は流し目をくれるようにして塔子と視線をあわせる。その瞬間、これまで白しろ木もく蓮れんのように奥おくゆかしく品のあるたたずまいを見せていた彼女が、黄金こがね色いろの花心を持った夏なつ椿つばきを思わせる艶あでやかで鮮せん烈れつな表情で微笑みかけた。

「御ご恩おん返がえしができましたでしょうか？」

「!!」

　塔子は危うく腰を抜かしそうになった。つまり二の宮は、女一の宮を誘いたいとしている塔子の意図を察して乳母を懐かい柔じゆうにかかった。それは母親の意向にも添そっていたのだ。

（さ、さすが胡こ蝶ちようの宮みや様の母！）

　愕がく然ぜんとしていると、やにわに三の宮が立ちあがった。

「さあ、行きましょうか。尚侍！」

　いいかげんに飽あきたと言わんばかりの物言いに、あたふたと塔子は立ちあがる。

「で、では姫宮様、ご一緒にうかがいましょう。お琴の件は、私のほうからも東宮様にお願い申しあげてみますわ」

　塔子の言葉に、女一の宮はこくりとうなずく。乳母の挙きよ動どうがあきらかに普段とちがうことを幼いながらも感じ取ったようで、ちょこちょこと近づいてきて塔子の袖そでの端を小さな手できゅっとつかむ。

　こんな状況なのに、つい微笑んでしまう愛らしさだった。いろいろと手て垢あかにまみれた二の宮の行いを見たあとだけに、よけい清きよらかさが際きわ立だつ。

「姫宮様、失礼しますね」

　少し和なごんだ気持ちになると、塔子は女一の宮の手を握り直した。小さな姫宮は嬉しそうに顔をほころばせた。
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　三さんの宮みやを先頭に、塔とう子こと女おんな一いちの宮みやが手をつないでつづいた。後ろから二にの宮みやと乳う母ばがついてきているようだが、もはや振り返る気にもならない。見てもかまわないのだろうが、鼻はな白じろむことはほぼ間違いなかった。

「で、なにをたくらんでいるんですか？」

　前を見たまま三の宮が言った。

　塔子はぎょっとして先を行く三の宮の後ろ姿を見る。そうだろう、いくらなんでも女一の宮を同行させるなんて唐とう突とつすぎる。

　斎さい院いんの件を聞かせないようにはできるだろうし、どのみちこの年であれば、話を聞いても分からない可能性が高い。だとしても彼女を連れてゆく理由は、普通に考えればない。

「すみません……」

　塔子は言った。

「お連れすれば、お二人とも和なごまれるかと思って………」

　当人と手を握っているので姫宮の名を出すことは差し控えたが、三の宮は察したようだった。

「ああ」

　彼は納得したようにあいづちを打った。

「まあ、気持ちは分かりますよ」

「………」

　ぽかんとする塔子を前に、三の宮は振り返りもしないまま足を進めた。

（やっぱり、そうだったんだ）

　目から鱗うろこが落ちるかと思った。

　睦む月つきの射じや礼らいのあと、三の宮は明あか槻つきと対立した。そのとき彼の態度からは、宮みや腹ばらの親しん王のうである明槻に対する嫉しつ妬とばかりを感じた。だからあのとき塔子は、三の宮が明槻の複雑な出しゆつ生せいに対してなんの思いやりも持っていないのだろうと思ったのだ。

　だけど、やはりそんなことはなかった。

　三の宮が明槻の境きよう遇ぐうを羨うらやむだけならば、先ほどのような言葉は出ない。彼は彼なりに、明槻の境遇に同情していたのだ。

　それぐらい、傍はた目めに見てもはっきりと分かるほどに不自然な関係なのだ。

　おそらく宣せん陽よう院いんが露ろ骨こつに明槻を疎うとんじているようだったら、それはそれで納得したのかもしれない。そうであれば明槻もかえって宣陽院を憎にくむことができるし、開き直って祖そ父ふである京きよう極ごく院いんを父親と見ることもできる。

　だが、けしてそうではない。

　自らの身勝手の責せきを背せ負おわせた形になった息子むすこに対し、宣陽院はひたすら罪ざい悪あく感かんしか抱いだいていない。このさい明槻が自分の子なのか、そうでないのかなど宣陽院にとっては些さ細さいなことにすぎないのかもしれない。

　とはいえ今回の訪問の真の目的は、宣陽院ではなく三さん条じようの女によう御ごだ。とりあえずそのことを、三の宮には教えたほうがよいのかもしれない。

「あの、三の宮様」

　彼が寝しん殿でんの簀子にあがったとき、思いきって塔子は呼びかけた。

「そのような意味ではありません！」

　格こう子しを引きあげた奥から聞こえた声に、塔子は息を吞のむ。

　抑おさえきれない感情にかすかに震えた声は、間違いなく明槻のものだった。

（いったいなにが？）

　屋おく内ないに目をむけようとして、左手をつかむ女一の宮の指にぎゅっと力が籠こもったのを感じた。見下ろすと、驚きとおびえで黒目勝ちの瞳ひとみが潤うるんでいる。

（いけない。子供にこんなところを見せちゃ）

　塔子は女一の宮の手を握ったまま後ろをむく。見ると二の宮も乳う母ばも、呆あつ気けに取られた表情で御み簾すの先を見つめている。南側の格子は内に引きあげる一枚格子なので、簀子の側には出ていない。

「乳母殿、姫宮様をお願いします」

　塔子の言葉に乳母はわれに返ったようにうなずき、小走りに女一の宮のもとに近づくと小さな身体からだを抱きあげた。塔子はいまだおびえた表情の女一の宮の顔をのぞきこみ、できるだけ声を優しくして言った。

「大丈夫ですよ。お琴ことの件は私から東とう宮ぐう様にお願いしますから」

　塔子の言葉に女一の宮は泣くのを堪こらえるようにぐっと唇くちびるを結び、こくりとうなずいた。塔子はこの童どう女じよに対して、心から申し訳ないと思った。

　女一の宮は乳母に抱かれて、今度は自分達の居住である北きたの対たいに戻っていった。

　ふたたび前をむくと、三の宮が困惑した面おも持もちで奥を見つめている。

　たった一言だけだが、明槻があんな話し方をする相手はこの邸やしきでは宣陽院しかいない。

　中でなにかが起きているのだ、二人の間で。

（どうしよう………）

　明槻のことは心配だ。だけどなにが起きているのかも分からないまま、いきなり入っていってよいものかと悩む。まして相手は上皇だ。

　そのとき西側の妻つま戸どから女によう官かんが出てきた。彼女は簀子に立つ塔子達に気づき、ほっとした表情を浮かべる。

「いったい、どうしたんだ？」

　先頭にいた三の宮が声をひそめて尋ねると、宣陽院が来たら呼びに行くことを命じられていた女官は恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。

「申し訳ございません。すぐに中なか務つかさ卿きようの宮みや様をお呼びしようと思っていたのですが、院のお出ましがあまりにも急で」

「それはもういいから、いったい東宮はなにを怒っているんだ？」

「それが………」

　女官は言葉を濁にごす。軽く苛いらついた表情をする三の宮の横で、塔子は察して言う。

「斎院の件だったら、私達も了承済みよ」

「斎院？」

　訝いぶかしげな声をあげたのは、女官ではなく後ろにいた二の宮だった。言われた女官は〝なんだ〟というように、やや拍ひよう子し抜けした表情をする。

「斎院って、いったいなんの話だい？」

　二の宮は先にいる弟に問う。三の宮はちらりと御簾のむこうを見たあと、兄の傍に近寄ってきた。

「朝ちよう議ぎで、女一の宮を斎院にあげようという話になったのです」

「え？」

　二の宮は短い沈ちん思しのあと、あらためて口を開く。

「それを東宮が、父上にお話しにきた……？」

「ちがいます」

　素早く三の宮は否定した。

「主上おかみから仰おおせつかったのは私です。ですが主上も東宮も、女一の宮が幼いことを理由にあまり賛成はしていないようです。ただ立場上そうも仰せになれず、それで父上の意向を理由に退しりぞけようとなされたのだと思います」

　三の宮が明槻と縋子の真意を察してくれていたことに塔子は安あん堵どしつつ、だからこそなにが原因で二人が言い争っているのかが気になった。

「では、なぜ？」

　三人を代表するように、二の宮が女官に問いかける。女官は混乱したように、首を横に振った。

「東宮様が姫宮様の斎院の件を、院にお話しなさったのです。そうしたら院は皆で決めたことであればしかたがないと仰せで………」

　塔子は耳を疑った。あれほど女一の宮を鍾しよう愛あいしている宣陽院が、そんなことを認めるなど信じられない。あんのじょう二の宮と三の宮も愕がく然ぜんとしている。

（じゃあ、明槻が怒っている理由は？）

　たまらず塔子は妻戸から廂ひさしに入りこんだ。入ってすぐのところに几き帳ちようが置いてあったので、その手前に座って物陰から奥の様子をそっとうかがう。

　少し前まで塔子達もいた南みなみ廂びさしの中央に明槻が座っていた。出たときと同じ、母おも屋やのほうをむいている。この位置からは見えないが、あの先に宣陽院がいることは間違いない。

　息をつめて眺めていた塔子の耳に、後ろからごそごそと衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。振りむくと、二の宮と三の宮が床に手をついた姿勢で忍しのびよってきていた。外でごちゃごちゃ推すい論ろんを立てるより、実際になにをやりとりしているのかを聞いたほうが確実だ。

「どうだ？」

　思いっきりひそめた声で三の宮がささやいたときだ。

「中務卿宮には、どうぞ御み心こころに沿そった言葉をお聞かせいただきたいと存じます。私とて自分のために、弟や妹をこれ以上不ふ遇ぐうな境遇にはしたくありませんから」

　不ふ穏おんな言葉に塔子はぎょっとする。几帳の先で明槻は素早く立ちあがり、幸か不幸か東側の妻戸から出て行ってしまった。

（な、なにがあったの？）

　しばしぼう然としていた塔子だったが、われに返って追いかけようと腰を浮かしかけた。だが立ちきらないうちに、袖を引かれて止まってしまう。

「おやめなさい」

　二の宮だった。

「いま行っても気まずくなるだけです。東宮はあなたがここにいることを知っているのですから、自分の気持ちが落ち着いたら呼びに来ますよ」

「……………」

　たぶん、言うとおりなのだと思う。そう頭では理解していても、感情が静まってくれない。明槻が心配で、いますぐ追いかけたいという思いに駆られてしまう。

　すると二の宮の横にいた三の宮がすくと立ちあがり、几帳を迂う回かいして廂の中央に歩いていった。彼は先ほどまで明槻が座っていた茵しとねに腰を下ろすと、軽く一礼する。

「父上。ただいま戻ってまいりました。お訪ねしておきながら席を外はずしたりして、まことに申し訳ございません」

　一拍おいて、母屋のほうから宣陽院の声が聞こえた。

「気にせずともよい、久しぶりにそなたの顔を見て、母上も喜んでいただろう」

　宣陽院の声は穏やかだった。三の宮が同じ廂の几帳の陰から出てきたことを、特に追及する気配はない。女一の宮に対してもそうだったが、この人は本当に優しい父親なのだと塔子は思った。

「これを機に、たまにはこちらにも顔を見せるがいい。北きたの方かたの懐かい妊にんに出しゆつ仕しと、そなたもいろいろ忙しくはあるだろうが」

「そのことですが、父上………」

　どこまでも普段どおりに語りつづける宣陽院に、言いにくそうに三の宮は切り出した。

「実は私が、今日参じました理由は───」

「ああ、先ほど東宮から聞いたよ」

　三の宮の発言を途中で遮さえぎり、あっさりと宣陽院は言った。

「女一の宮を斎院として立たせることを、主上が望んでおられるというのならいたしかたあるまい」

「いえ、主上はけしてそのような」

　ひとまず否定しておき、三の宮は縋子から預かった文ふみを懐ふところから出した。そのまま前ににじりより、御簾の下からそれを差し入れる。

「どうぞご遠えん慮りよなく、御心に添った御判断をと主上は仰せです」

　そのあと御簾の内側の宣陽院がどんな行動をしたのか、どんな表情を浮かべたのかは塔子の場所からは分からなかった。おそらく縋子からの文を広げているのだろう。

　しばしの沈黙のあと、がさがさと紙をたたむ音が聞こえた。

「いずれにせよ東宮の即位のおりには、斎院、斎さい王おうの双方が不在という現状の、せめて片方だけでも解決せねばなるまい」

「さようではございますが………」

「皇こう女じよ腹ばらである東宮は、臣しん下か達からなにかと反感を持たれやすい。そんな些さ細さいなことが理由になって、いつ立場が厳しくなるともかぎらない」

　静かに告げられた宣陽院の思いに、塔子は目を見張った。見ると隣の二の宮も、本当に驚いた表情をしている。

「私の不ふ徳とくで、東宮にはこのうえない苦労をかけている。あれの環境が少しでもよくなるのなら、そのようにしてやりたいと思っている」

「…………」

　その宣陽院の本心は、塔子にとって衝しよう撃げきにも近かった。それは物心ついてから、ずっと二人の確かく執しつを見てきた三の宮も同じだったのだろう。こちらから見える彼の横顔は、聞きちがえたのかというようにうっすらと唇を開いたままで、まじまじと御簾の先を見つめている。

「で、ですが……そのために女一の宮に負ふ担たんを強しいることなど、東宮は望んでいないのではないでしょうか？」

　気を取り直した三の宮が問い直す。

　彼の問いに塔子は、先刻明槻が捨すて台詞ぜりふのように宣陽院に吐いた言葉を思い出した。

　───私とて自分のために、弟や妹をこれ以上不遇な境遇にはしたくありませんから。

　穏やかならぬあの言葉は、そのような意味合いを含んでいたのだろうか。

　そういえば以前、三の宮と苑その子この件を執とり成なそうとする御み息やす所どころに、明槻は宣陽院に話を持っていくように勧すすめた。しかし御息所は、宣陽院が東宮を慮おもんぱかっていることを理由に無理だと訴うつたえたのだ。

　その三の宮も、幼いころから御息所に立場をわきまえるよう再三言われていたことを託かこつていた。確信を得たわけではないが、二の宮が早くから政まつりごとに興味をなくし優う婆ば塞そくとなってしまった理由を、塔子はそのような部分に求めたことがあった。

（………そういうことなの？）

　三の宮の横顔を見たあと、隣にいる二の宮にそっと目をむける。彼は人ひと目めを惹ひく美しい面おも差ざしに不安の色を浮かべ、食い入るように二人のやりとりを見つめている。

「かもしれぬな」

　静かな声音で宣陽院は三の宮の言い分を認めた。ここぞとばかりに三の宮はつめよる。

「それに……僭せん越えつながら申しあげますれば、父上と東宮の関係を、女一の宮に投とう影えいするのはいかがなものかと存じます」

　三の宮の言い分は、まったく理りに適かなっていた。明槻のために弟てい妹まい達が犠牲を強いられる謂いわれはない。そしてそれは、三条女御から産まれる予定の御お子こにも該がい当とうする。

「───それは私も心苦しく思っている。しかし同じ私の子として産まれたからには、兄弟きようだいとしてのつながりは切り離せない。もちろんそなたもだ、宮」

　塔子は宣陽院が言わんとする真意をつかみかねた。母親のちがう兄弟がそれほど影響を及ぼしあうとはあまり思えなかったからだ。母親の身分に遜そん色しよくがなく、将来的に地位を争うことになるのならともかく、明槻と二の宮、三の宮では母親の身分がちがいすぎる。まして女一の宮に至っては妹だ。確かに斎院の件で影響は受けているが、それは兄妹きようだいだからではなく、現状では彼女が唯ゆい一いつの斎院の資格者だからだ。

　切せつ々せつと語り終えたあと、宣陽院は一度息をついた。

「帝みかどだ、上じよう皇こうだなどと言っても、私の力などたかが知れている。その僅わずかな力を平等に与えたところで、どうしてもそなた達には不満な部分が出てくるだろう」

「私は別にそのような……」

　心しん外がいだとばかりに口をはさんだあと、あらためて三の宮は言った。

「父上のご厚こう情じようは、いつも深く感じております」

「ありがとう」

　素直に宣陽院は言った。




「だが東宮に、私は同じものを与えられない」




　塔子は自分の顔からすっと血の気が引くのを感じた。

　ああ、そういう意味なんだ。宣陽院の子として、二の宮、三の宮、そして女一の宮が明槻とのつながりを切り離せないというのは───。

　明槻の状況をよくするために、他の弟妹が少なからず犠牲を強いられた形になってしまうのは、宣陽院が彼を愛せないことへの罪つみ滅ほろぼしなのだ。

「───父親として愛しているから、我が慢まんしてくれってことですね」

　塔子が声を絞り出すと、二の宮はぎくりとした表情で目をむける。彼はすぐになにか言おうとしたが、青ざめたまま手を握りしめる塔子に諦あきらめたように口をつぐんだ。

　塔子は痛つう感かんしていた。

　分かっていたのだ、明槻は。宣陽院の腫はれ物ものに触さわるような気遣いの本当の理由を。

　とうぜんだ。塔子のようにその場限りな接触ではなく、明槻は生まれてから二十二年、ずっとその宣陽院の歪いびつな思いやりを肌で感じつづけてきたのだ。

　だから幾度となく歩みよって、一時はよい方向にむかったように思えても、結局元の状態に戻ってしまう。
















　───父親として愛することはできない。

　これはたがいに理性でどうにかなる問題ではないのだ。もはやどちらがより強く拒きよ絶ぜつしているのかなど分からない。だけど二十二年間かけて捻ねじれてしまったものが、そんな簡単に戻るはずもないのだった。
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　宣せん陽よう院いんが奥に引っこんでから三人揃そろって簀すの子こに出ると、まるで待ちかまえていたように女によう官かんが一人東側から近づいてきて告げた。

「尚侍ないしのかみ、先に車を使ってお戻りいただくよう、東とう宮ぐう様からお言こと付づけがございました」

「え、東宮様は？」

「どこかおよりになるところがあると仰おおせで、こちらから別の車をお出しいたしました」

「よるところ……」

　塔子はそっと眉をよせた。絶対に噓だ。予定があったのなら、出がけに話題にしているはずだ。急に決めたに決まっている。

（あの人、そういう人だもんね……）

　射じや礼らいのあとに三さんの宮みやと対立したときも、怒りに任まかせたように戻ってこなくなった。しかも周りにはなにも告つげず。

　あのときは付きあいの長い直なお霧ぎりが「そのうち戻ってくる」などと、よく考えればとても東宮に対するものとも思えぬぞんざいな扱あつかいの発言をしていたが、ようするに昔からそんな行動を取っていたのだろう。そう、彼は不満があっても口にも表情にも出さず、一人で感情が静まるのを待つ人なのだ。

　気にはなるがここは直霧が言うように、気のすむまで一人にしておくことが賢けん明めいなのだろう。時々とんでもない無茶はするが、基本的に自分の立場はわきまえている人だから大丈夫だとは思う。

（でも解消するんじゃなくて、ためこんでいくいっぽうだからなあ………）

　戻ってきたら、なんと言おうか。完全に素知らぬふりも白しら々じらしいし、かといって無む神しん経けいに踏ふみこむようなこともしたくはない。

（直霧さん、本当にすごいわよね。あんな面めん倒どうくさい人を二十二年もうまくあしらいつづけているんだから）

　どうしたものかと考えていると、現実を取り戻したように二にの宮みやが口を開く。

「で、結局どうするんだ？　女おんな一いちの宮みやの件は」

　それは塔子ではなく、弟の三の宮への問いだった。三の宮はしかめ面つらのまま、妻つま戸どの奥を見つめる。

「まず三さん条じようの女によう御ごにも、お伝えすべきだと思う」

「………」

「そりゃそうだね」

　黙っている塔子の前で、二の宮はひょいと肩をすくめた。

　三の宮の言い分はまったく常識的だ。他の人間であれば塔子も異い論ろんはないのだが、やはり三条女御という名前に敏びん感かんに反応してしまう。

　お腹なかのややに対してあのような仕打ちを受けたうえに、次は幼い娘を斎さい院いんに引き渡せというのだ。どんな反応を示すだろう。気の毒だという思いもありながら、それ以上の警けい戒かい心しんがこみあげる。

　腹の前でぐっと手を握りしめ、塔子はひとつ息を吐いた。

「ですが女御様は、まだお苦しい様子がつづいていると先ほどお聞きいたしました。そんな状態であらせられるときに、このようなお話をお耳に入れてもよいものかどうか」

　ああ、嫌いやな人間だと塔子は自じ己こ嫌けん悪おを覚えた。現実としては正しい言い分だが、動どう機きは言葉ほど純粋なものではない。

　そんな塔子の心しん境きようを知らずに、二の宮と三の宮は目を見あわせあう。

「確かに……」

　身み重おもの妻を持つ三の宮がいち早く同意する。二の宮もすぐにつづける。

「おっしゃるとおりですね。男はそういうことに気づかなくて、申し訳ありません」

「ではやはり、主上おかみに事の次し第だいを伝えて相談しましょう。先ほどのことを考えると、東宮の口から伝えるよりは私からご説明さしあげたほうがよいと思う。そもそも主上から依頼を受けたのは私なのだし」

　三の宮の意見に異論はないのか、二の宮は黙ってあいづちを打っていた。しかしふと思い出したように口を開く。

「三条女御には、必要なときに父上が話すだろう。私達が心配する必要はないよ」

　どちらにともなく告げられた言葉に、塔子と三の宮は同時にうなずく。

　ひとまず三条女御への報告が遅れそうなことにほっとしながら、塔子はやはり罪ざい悪あく感かんを覚えつづけていた。
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　七しち条じよう坊ぼう門もん小こう路じを抜けたあたりから、車の振しん動どうが大きくなった。

「すみません。道が悪いので、しばらく揺れると思います」

　物もの見みのむこうからの従じゆう者しやの声に、塔子は表に目をむける。

　東ひがしの市いちにも通じる通りは、水すい干かんや直垂ひたたれの男性、単ひとえをからげた女性など庶しよ民みんの姿が目につく。道沿いに並ぶ家の塀へいは粗そ末まつな切きり懸かけで、その上からのぞく屋根はどれも板いた葺ぶきである。典てん型けい的てきな庶民の家で普ふ請しんはそれほど立りつ派ぱなものではないのだろうが、ここから見たかぎりでは特に大きな損そん害がいを受けているようでもなかった。

　塔子は物見の横に控える従者に尋ねる。

「このあたりも、先日の水すい害がいでやられたの？」

「はい。鴨かも川がわからはまだ距離がありますので、さほどひどくはありませんが、それでも道路はずいぶんとぬかるみました。それでこの有あり様さまですよ」

　忌いま々いましげに従者は言うが、物見からでは路ろ面めんを見下ろすことはできない。外に出ることができればよいのだが、さすがにこの唐から衣ぎぬ裳もでは難むずかしい。などと己おのれの身分と立場を完全に忘れた、現実的だか見当違いだか分からぬ方向に心配をする塔子であった。

　御ご所しよに戻る前に水害にあった場所を見たい。そんな塔子の要よう望ぼうに、さすがに従者は最初よい顔をしなかった。しかし二度、三度重ねて頼むと、思ったよりも簡単に折れてくれた。やはり明あか槻つきの従者というべきか、塔子の奇き行こうに御ご所しよの人間が慣れたというべきかは不明である。ちなみに東ひがし三さん条じようから七条へは、御所とは完全に逆方向である。

　罹り災さい民みんのために六ろく条じようの邸やしきはまだ開放されているというが、いつまでもそのままというわけにはいかないだろう。かといって堤防の修しゆう繕ぜんが終わらなければ、どうにもならない。ましてあとひと月もすれば野の分わけの季節がやってくるのだ。

　車は鴨川の流れる東にむかって進み、堤防の一角で止まった。

「ご覧ください、あそこが今回の水害で流された橋のあとですよ」

　従者の声に物見から外をうかがうと、彼が指さした方向に無む残ざんに中央からへし折られた橋の残ざん骸がいが見えた。

「うわ……」

　塔子は小さく悲鳴をあげ、あらためて今回の被害のすさまじさを痛つう感かんした。こんな損害がほかにもいくつもあるというのだから、確かに民みん部ぶ省しようは相当の働きを必要とされるだろう。

　──とそこに。

「なにをしているのですか、こんなところで？」

　聞き覚えのある声を認識するより先に、物見越しにこちらをのぞいた人物に塔子は危あやうく悲鳴をあげかけた。

　明槻だった。彼の後ろでは、従者があぜんとした顔をしている。

　塔子は口をぱくぱくさせながら、辛かろうじて問う。

「な、なんで………」

「車を見たら分かりますよ。私が乗ってきたものですから」

「そっちじゃな……」

　またもや声をあげかけた塔子だったが、周りの目を気にして急いで口をつぐむ。

　物見のふちに手をかけて普段と変わらぬ調子で答えた明槻に、東三条院での感情的なふるまいの余よ韻いんはかけらも見られない。というより一人で出て行っておいて、なにごともなかったようなその態度はいかがなものなのか？

（ま、まあ、元気になったのならひとまずはよしとするけど……）

　釈しやく然ぜんとしないものはあるが、どのみちこの状態であれこれ問いつめるわけにもいかず、ひとまず塔子は怒りを収めた。

　それにしてもこんな場所に東とう宮ぐうがいるなど、通りを歩く庶しよ民みんの誰一人思ってもいないだろう。幸か不幸か冠かんむり直衣のうし姿なので、それほど悪目立ちはしていないようだ。束そく帯たい姿とかだったらあからさまに浮いていたはずだ。

（そういえば？）

　ぎょっとして後うしろ簾すだれから外をのぞくと、あんのじょう別の車の前には、途と方ほうに暮れた従者と牛うし飼かい童わらわが立ち尽くしていた。東三条院から出してもらった者達だろうが、彼等らが東宮様のこのような行いに慣れているはずがない。

　自分のことを棚にあげまくったうえで、塔子は心から申し訳なく思った。

（すみません、こんな東宮様で……）

　はあっとため息をつき物見の位置まで戻ると、相変わらず明槻が不思議そうな表情で中をのぞきこんでいた。

「どうしたのですか？」

「いえ、ここで合流できたのですから、あちらの方々は東三条に帰してさしあげたらいかがですか？」

　塔子の提案に明槻は「ああ」とあいづちを打ち、あまり悩むこともなく同意した。

　ひとまず車の中で事情を訊きこうとたくらんでいると、乗りこんできた明槻が、まるで先手を打つように尋ねた。

「なぜ、こんなところにいらしたのですか？」

　それはこちらの台詞せりふだと思ったが、とりあえず正直に答える。

「水害の状態が気になったから……いまさら見に来たって、参考にはならないかもしれないけど」

　やや自じ嘲ちよう気ぎ味みな物言いに、明槻は虚きよを突かれた表情をする。

「？　なに」

「……いえ、私もですよ。だっていちばんひどいときに来ても、邪じや魔まにしかなりませんから」

　塔子はぽかんとして、明槻の顔を見つめた。すると彼はこのうえなく優しい微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

　とくんっと鼓こ動どうがひとつ鳴った。

（な、なにを、ときめいているのよ）

　すっかり見慣れているはずの顔なのに、なにゆえにこうもときめくのか。ときおり彼の口から出る赤せき面めんするような褒ほめ言葉を聞いても、気恥ずかしいだけでここまでどぎまぎしないのに、同じことを気にかけて、同じ行動を取ったという価値観の相そう似じがやけに嬉しい。

（───ていうか、怒りなさいよ、私！）

　ここに至いたるまで明槻は、一人で東三条院を出たことを謝しや罪ざいしていないし、もちろん説明もしていない。それでも塔子に牛ぎつ車しやを残していったのは、らしい思いやりといえるが………。

「あと、ちょっと大だい丞じようの様子を見に行けないかと……」

　明槻の言葉に塔子はわれに返る。言うまでもなく先日の水害で負ふ傷しようした民みん部ぶの大だい丞じようのことだ。

「家、分かるの？」

「この通りの、油あぶら小こう路じ付近だと聞いています。付近の人間に訊けば分かるでしょう」

　そこで明槻は少し言いよどんだ。

「どうしたの？」

「……ですが、それこそかえって迷惑だろうと思って」

「あ～～」

　遠慮がちな明槻の言葉に、塔子はうなった。感謝も感激もするだろうが、それ以上にいろいろと手をかけてしまうことは間違いない。

「付近まで奥さんを呼んで、なにか困っていないかだけでも誰かに訊かせてみたらどうかしら？」

「───そうですね。それぐらいなら迷惑にはならないでしょう」

　明槻は納得し、従者に車を進めるように告げた。

　ふたたび動きだした車の中で、塔子は物見にもたれるようにして外を眺める明槻の横顔を見つめた。

　自分からなにかを切り出す気配はない。

　否いや応おうなしに東三条院でのことが思い起こされる。

　三の宮に告げた宣せん陽よう院いんの本ほん音ねは、はっきりと言葉にして聞くと胸が締めつけられるようなものだった。

　他人である塔子がそうなのだから、当人である明槻は胸が抉えぐられるような思いだろう。

　あるいは、それもいまさらなのかもしれなかった。二十二年間かけて、折につけ突きつけられた確かく執しつは、大岩を浸しん食しよくする波のようにじわじわと明槻の心を削けずりつづけていたのかもしれない。

　父親の過か剰じような気き遣づかいによって異い母ぼ弟てい妹まいが割を食っていることにだって、とうに気づいているはずだ。それはきっと明槻の心の大きな負担となっており、だからあんな捨すて台詞ぜりふのようなことを言って立ち去ったのだろう。

　あるいは明槻はぎこちない父親の態度より、そのことのほうに苛いら立だっているのではと塔子は思った。

（でも……そんなこと、直じかには訊けないわよね）

　もやもやと悩んでいるうちに牛車が止まった。

「着きましたよ」

　物見のむこうで従者が言ったときだ。

「なにをされておいでですか？」

　ものすごく聞き覚えのある声に、目の前の明槻が渋じゆう面めんを作る。

　塔子がすぐさま後ろ簾に顔をよせると、従者とむきあうような位置に直垂姿の直なお霧ぎりが立っていた。

「あ、直霧さん！」

　ためらいもなく名を呼ぶと、直霧は物見にむけていた視線をこちらに動かし、あぜんとした表情になった。むこうからはどの程度見えているのかは分からないが、簾越しでも顔を近づければあんがい細かいところまで見えるものだった。

「え、尚侍ないしのかみだけですか？」

「ううん、東宮様と一緒よ」

　しらっと答えると、直霧はいっそう近づいてきて中をのぞきこんだ。露ろ骨こつに気まずげな表情になる明槻と目をあわせると、彼は思いっきり冷ややかな声で言った。

「これは東宮様、御ご無ぶ沙さ汰たしております」

　もちろん通行人には聞こえないような声だが、直霧が〝明槻様〟ではなく〝東宮様〟と呼ぶときはけっこう怒っているときだ。しかも御無沙汰しておりますなんて、事実上東宮の侍じ従じゆうのような存在なのに、皮ひ肉にく以外なにものでもない。

（……でも、ないか？）

　そういえば近ごろ、御所で直霧の姿を見かけない。以前は左さ衛え門もんの大だい尉じようという宮きゆう外がい警けい護ごの仕事にもかかわらず、いつも御所内で姿を見ていたというのに。

（やっぱり民部省の仕事が忙しいのね）

　特にいまはそうだろうし、慣れない業務ということもあるにちがいない。

　そういう事情では確かに御無沙汰かもしれないが、だからといってなにを怒っているのかと疑問に思う。

「まったくこんな遠くまで警護の者もなしに出てくるなど、いったいお立場をどうお考えなのですか？」

　一瞬自分が言われたのかと思ったが、直霧の視線は相変わらず奥の明槻にむけられている。なるほど。確かに東三条のように治ち安あんがよいところならともかく、このあたりまで来ると多少なりとも危険をともなうだろう。従者が一人と牛飼い童だけでは心もとない。

　ようするに直霧は、明槻の不用心さを怒っているのだ。

「いや、いろいろ理由があるんだよ」

　気まずげに明槻は言ったが、簾のむこうながら直霧が露ろ骨こつに胡う散さん臭くさい表情をしたのが分かった。それこそ理由にもならない言い訳に聞こえたのだろうが、明槻もけして出任せを言っているわけではない。そもそもここに来る予定はなかったのだから、警護の者をがっちりつけているはずもないのだ。

「本当よ、直霧さん。東三条院に行ってそのまま帰る予定だったのを、急きゆう遽きよ変更したのでこんなことになってしまったの」

　塔子が事情を説明すると、直霧は「東三条院？」と訝いぶかしげにつぶやく。明槻はふてくされた面持ちで黙っていたが、直霧はなにか察したのか「……そうですか」とだけ言って、追及をやめてしまった。

　なんとなくぎこちなくなった空気に、塔子は場を取り持つつもりで言う。

「ところで直霧さんは、どうしてここにいるの？」

「……あ、そこが民部大丞の家なのです。仕事の件で尋たずねたいことや、知らせたいことがいろいろあるものですから」

　そう言って直霧は、自分の後方を指さした。道沿いには、先ほど七条坊門小路で見たものよりは、少し上等な家が立ち並んでいた。

「大丞の具合はどうだ？」

　いつの間に気を取り直したのか、いつもの調子で明槻が問う。直霧は一度奥に目をむけたあと、安心したようにすっと力を抜いた声で答えた。

「まあ、骨が折れていますから───」

「すみません。ほんなごて今日はいかんとですよ」

　ふいに響いた忘れようもない言こと葉ば遣づかいに、塔子と明槻は目を見あわせあう。

　直霧がくるりと後ろを振り返り、この隙すきにとばかりに塔子は簾を持ちあげた。

　屋根のない粗そ末まつな門の前に立っていたのは、尾お花ばなの穂ほのような髪と玻は璃りのような瞳を持つ異い国こくの青年だった。

「───やっぱり、蒼そう飛ひさんだった」

　奥にいる明槻に伝えるように言うと、明槻は「……そうでしょう」と納得したようにうなずいた。この都であんな言葉を聞けば、すぐに分かる。

「おい、どうしたんだ？」

　声をかけながら、直霧は蒼飛に近づいていった。

「あ、大尉……じゃなかですね。すんません、なんやったですかね」

「少輔しようだが、そんなことはどうでもいい。ここは大丞の家だろう。もしかして彼になにかあったのか？」

　どうやら板いた塀べいの先は大丞の家のようだ。そういえば蒼飛が治ち療りようをしてくれていると、直霧が話していた。

「いえ、あん人はなんもなかです。今日は経けい過かば診みにきただけで、そいも奥さんがよう世話してやっとらすから、添そえ木ぎもきれいについとるんで心配なかでしょ」

　そこで蒼飛は一度言葉を切り、横にいる狩かり衣ぎぬ姿の男を一いち瞥べつする。先ほど彼が話しかけていた人物はこの男性であろう。直霧が目をむけると、男は警戒するような表情で一歩後ずさる。深しん刻こくではなくとも、蒼飛が困っていることは明めい白はくだった。

「薬くす師し殿。私はあちらでお待ちしております」

「──なんだ、あの男は？」

　声が聞こえないぐらいの距離に彼が離れてから、直霧は尋ねた。蒼飛は声をひそめて答える。

「大だい納な言ごん様んとこん家け人にんです。ご自宅にお誘いば受けちょるとばってん、ちょっといまは患かん者じやが多くて忙しかけんて言うちょっとけど、なかなか諦あきらめてくれんとですよ」

「すまないな。私がそなたに救きゆう護ご所しよの負ふ傷しよう者しやの世話まで頼んだから」

「そやんかこつはなかです。そいに大納言様は、もうようなっとらすとやけんが……」

　なるほど。牛車の中で塔子は納得した。蒼飛の腕に心しん酔すいしている大納言は、どうにかして彼を抱かかえこもうとしているのだろう。

　いずれにしろ迷惑にはちがいないが、それでも他の時期であれば蒼飛も少しは余裕があったかもしれないが、いかんせんいまは水害の影響で怪我人が多い。病やまいが癒いえた人の相手までしていられないというのが本音なのだろう。

「まあ、博はか多たに戻るまでんこつですけどね」

　苦笑交じりに蒼飛は答えたが、この調子では博多への帰き郷きようも妨ぼう害がいされかねないのではないかと、なかば本気で塔子は思った。

「あ、そういえば」

　ふと思い出したように蒼飛は言った。

「救護所の水んこつやけど、あんままじゃ、ようなかと思います」

「？」

「宋そうでは、みんな水じゃなし茶ば飲むですもんね」

　車の中で塔子は首を傾げ、明槻にささやいた。

「………お茶って、あっちではそんな高級なものをみんなが飲んでいるの？」

「いや、わが国で高級なのは輸入品だからであって、大陸では普通に手に入るものなのかもしれませんよ」

　冷静な明槻の指摘に、なるほどと塔子は思う。

　九世紀ごろに唐とうより伝わった茶は、特とつ権けん階かい級きゆうの貴き族ぞくか僧そう侶りよしか飲めない大変な高級品であった。しかし遣けん唐とう使しの廃はい止しによって外国への憧しよう憬けいが薄まったことで、いまの世ではあまり人々の関心を集める品ではないのも本当のところだった。

　ともあれ、それが救護所の水とどう関連してくるのかよく分からなかった。

　しかし、蒼飛が話をつづける前に痺しびれを切らしたように、先ほどの家人が近づいてきた。

「薬師殿。そろそろ……」

「あ……はい」

　蒼飛は直霧に一礼して立ち去っていった。結局牛車の中の塔子達には気付かないままだったが、彼は明槻のことを東とう宮ぐう坊ぼうの役人だと思っているから、顔を見られでもしたらいろいろとややこしいのでかえってよかったのかもしれない。

　蒼飛の姿が見えなくなってから、直霧はふたたび後しり口くちのところまで戻ってきた。

「大丞の様子を見てから救護所に行ってまいりますので、どうぞお気をつけてお戻りください」

　直霧の言葉に塔子は少し考えた。もちろん塔子達は大丞の様子が気になって来たのだから、このまま帰っては目的が果たせない。しかし強引に訪ねて本人や家か人じんに気を遣つかわせるより、直霧がたびたび訪れているのなら、彼に任せたほうが賢けん明めいではあるまいか。

　答えを求めるように明槻を見ると、同じように考えていたのかあっさりとうなずいた。塔子は安心して、ふたたび直霧のほうに視線を戻す。

「うん、じゃあ直霧さんも気をつけ───」

「なあ……お前、たまに御所に顔を出せよ」

　つまらなそうな明槻の発言に、塔子も直霧も目を瞬まばたかせる。二人はそのまま目を見あわせ、やがてたじろいだように直霧が言った。

「………なにを、子供みたいなことをおっしゃっているんですか」

　見ると明槻は、なんとなく拗すねた表情でそっぽをむいていた。こっちはままある反応だが、直霧の物言いは普段とはあきらかにちがう。たとえ同じ言葉でも、いつもの直霧なら容よう赦しやなく冷ややかに言い捨てるはずだ。

（……うん、本当に子供みたいだ）

　なかばあきれつつ塔子は思った。だけど、ああいうふうに言われて嫌な気持ちになる人間はいないのだろう。だから直霧の物言いもいつになく穏おん便びん（？）なのかもしれない。

　あんのじょう直霧は少しの間のあと、えらく居い心地ごこちが悪そうな表情のまま言った。

「今晩、これまでの進しん捗ちよくをご報告にあがりますよ」
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　塔とう子こ達が御ご所しよに戻ったとき、日はすっかり落ちていた。空には靄もやがかかったような淡あわい瑠る璃り色いろの薄うす闇やみが広がり、軒のき下したの釣つり灯どう籠ろうや篝かがり火びには火が点ともされはじめていた。

　その足で二人揃そろって清せい涼りよう殿でんにむかうと、入れちがいで三さんの宮みやが帰ったところだと雪ゆきの掌ないしの侍じようが教えてくれた。朝あさ餉がれいの間まの猫ねこ障しよう子じの陰かげには、いつものように三さん掌ないしの侍じようが控ひかえていた。

「中なか務つかさ卿きようの宮みやからお聞きになったと思うのですが………」

　いつもと同じ、縋すが子このはすむかいの位置で明あか槻つきは切り出した。

「上じよう皇こうは女おんな一いちの宮みやを守ってはくれません」

　そのとおりではあるが、もう少し言いようがあるだろうにと、猫障子の前で塔子は額を押さえる。棘とげのある言い方に縋子は眉まゆをよせ、その表情のままふんと鼻を鳴らしてから、あらためて言う。

「兄上の御本心とも思えぬが、確かにそなたの即そく位い時を考えれば、女一の宮の斎さい院いん擁よう立りつが好ましいことではあるな」

　縋子の言葉に、今度は明槻が眉をよせた。

　宣せん陽よう院いんが三さんの宮みやに告つげた理由と同じだったので、縋子が三の宮から経けい緯いを聞いているのだと塔子は察さつした。ならば宣陽院の意図が贖しよく罪ざいであろうと、少なくとも明槻によかれと思ってのことなのだと、縋子は伝えようとしているのかもしれない。

　しかし明槻は、けんもほろろに返す。

「そのために女一の宮と母親の三さん条じようの女によう御ごに恨うらまれるなど、まっぴらごめんですよ」

　縋子の眉み間けんの皺しわがますます深くなった。

　塔子ははらはらしながら二人のやりとりを聞いていた。三掌侍も不安げな面おも持もちを浮かべている。

「そうであるな。優先すべきはそなたによかれより、女一の宮によかれじゃ」

　つんとした口調で縋子は言った。なんだか意地の張りあいか、牽けん制せいのしあいのようになってきている。完全に臍へそを曲まげたふうの明槻がはたしてなんと反論してくるか、なかばおびえつつ塔子は見守っていた。

「そうですね」

　むっつりとして明槻は答えた。

「私のことはかまわず、そちらを優先に考えてください。内ない親しん王のうとしての義ぎ務むだというのならともかく、大人の面子メンツや駆け引きに子供が利用されることは好みません」

　言げん外がいに自分はかかわらないと明槻は断だん言げんした。

　言葉を聞いただけでは突き放しているように受け取れる。もちろん反発や意地はあるだろう。しかしそれと同時に、自分と宣陽院がかかわらないほうが女一の宮には最善の結果が出るだろうという彼の冷静さも感じられた。

「そうか」

　短く縋子は言った。

「ならば、あとのことは中務卿宮と相談しよう」

　どう受け止めたのか、とやかく言わずに縋子は了りよう解かいした。

　明槻は無言で一礼すると、すぐに立ちあがった。彼が御み簾すをくぐり抜けてから、縋子は疲れきったようにため息を落とした。

「大丈夫ですか？」

　縋子にとも明槻にともつかぬ問いを、雪掌侍がした。

　雪、月、花の三掌侍の中でも最さい古こ参さんの雪掌侍は、縋子と明槻、ひいては宣陽院との関係も心得ている。武ぶ則そく天てんのように傍ぼう若じやく無ぶ人じんだとされる縋子が、実は同母兄あにと猶ゆう子しの関係にそれなりに心を砕くだいていることはもちろん承知しているはずだ。

　縋子はずっと眉間の皺を刻んだまま、むっつりと考えこんでいる。あるいはこの件は帝みかどとしての心配事以上に、縋子にとって頭の痛いことなのかもしれない。

　縋子を気の毒に思ういっぽうで、塔子はやはり明槻のことがひどく気になっていた。

　直なお霧ぎりと別れてからも、明槻は東ひがし三さん条じよう院いんでのことには触ふれずじまいだった。車の中での話題は、水すい害がいの件に終しゆう始ししていた。あきらかに不自然なのに、それを深く追及できない自分がもどかしく、平然とかわそうとする明槻には正直むかむかもしていた。

「文ふみを書く。準備を」

　ぶっきらぼうに縋子が言うと、素早く花はなの掌侍ないしのじようが立ちあがった。

　程なくして硯すずり箱ばこが持ってこられる。

「どなたに？」

　遠えん慮りよがちに塔子は訊きいた。

「兄上と中務卿宮じゃ。もう一度、お考えいただくように説得の文を出し、中務卿宮にも説得をするように伝える」

　忌いま々いましげに縋子は言う。その彼女の気持ちが、兄に対してなのか明槻に対してなのかはこの状況では分からなかった。

　縋子は料りよう紙しを左手に持ち、さっと文を書き付けると月つきの掌侍ないしのじように手渡した。

「これを中務卿宮に」

　次ついで二枚目の料紙を取ったが、そのあと縋子は筆ふでを持ったまま固まってしまっていた。宣陽院に出す文の内容に苦く慮りよしていることは明白だった。やがて縋子は諦あきらめたように筆を硯箱に戻した。

「疲れた、少し休む」

　ぶっきらぼうな縋子の物言いも承知したもので、雪掌侍が「そうなさいませ」と姉のように諭さとす。それでもなお気難しげな表情をする縋子を、塔子は心配そうに眺めていた。

　やおら、縋子が顔をむける。

　塔子と目をあわせると、縋子はまるで猫を追い払うように手を振って言った。

「そなた、もう下がってよいぞ」
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　あれはようするに、明あか槻つきの様子を見てこいという命令だったのだ。

　縋すが子この言葉をそう解かい釈しやくすると、塔とう子こは麗れい景けい殿でんを通り過ぎて梨なし壺つぼにむかった。もとより気にはなっていたから、縋子の意志とは関係なしに訪ねるつもりではいた。それでも早く行けるのなら、そのほうがありがたい。

　清せい涼りよう殿でんでの時間は思ったよりも長かったようで、檜皮ひわだ葺ぶきの屋根の上に広がる濃こい瑠る璃り色いろの空には、玻は璃りのかけらをまいたような夏の星座が輝いていた。

「さて、どうしようか？」

　麗景殿と梨壺をつなぐ渡わた殿どので塔子は考えた。

　訪ねると決めたものの、どう話を切り出したらよいのかを迷っていた。

　いまさら明槻が自分からなにか言うとはとうてい思えない。なにしろ不満や不平はひたすら自分の内側に、澱おりのようにためこんでゆく人なのだ。帰りの牛ぎつ車しやの中でそれなりに長い時間二人でいたというのに、その件について明槻はなにも触ふれなかった。

　もっと言えば、塔子もなにも訊きくことができなかったのである。

　そんな人を相手に、そんな自分がなにをどう言って、どう語らせればいいのか。

　そもそも自分は彼になにを語らせて、どうさせたいのか？

「あ～～、面めん倒どうくさい！」

　腹立たしさから、思わず声をあげたときだ。

「どうしたのですか？」

　先に目をむけると、梨壺の簀すの子こに明槻が立っていた。

　夜なので表情は分からないが、声はいつもと変わらない。落ち着きに感心するより白しら々じらしいと思ってしまうのは、やはり憤いきどおっているからだろう。

　塔子は衣きぬを引きずりながら梨壺に渡った。

　明槻はその場に立って、塔子を待っていた。釣つり灯どう籠ろうの光に照らされた表情はやはりいつもと変わりがない。いまとなってはそれも腹立ちの種にしかならないわけだが。

「どうしたのですか？」

　もう一度、同じことを明槻は訊いた。

「………別に」

　むっつりして答えると、どうやら機き嫌げんが悪いことを悟さとったらしい。明槻は眉をよせ、警けい戒かいと不ふ服ふくを入り交まじえたような流し目をくれる。しかし塔子は頰ほおを膨ふくらませたまま、ぷいっと目をそむけた。

　腹立たしくてしかたがなかった。複雑な心しん中ちゆうを詳しく説明する必要はないし、それが彼にとって酷こくなことだとも分かっている。だがこのままなにごともなかったようにすませるつもりなのかと考えると、無む性しように腹が立ってしまった。

（ええい、耐たえろ、私！）

　このままだと感情的に非ひ難なんをしてしまいそうだったので、懸けん命めいに自分に言い聞かせた。

　そんな様子を見下ろし、やがて遠慮がちに明槻が言った。

「……その、いろいろとすみません」

　塔子は驚きで目を円まるくした。

「え、なんで分かったの、私が怒っているって？」

「………分からないと思っているほうが、むしろ不思議なのですが」

　なかばあきれ返った表情の明槻に、塔子は焦あせりまくった。

「べ、別に怒っているわけじゃ……」

「いまご自分で、なぜ怒っていることが分かったのか、とお訊きになりましたよね？」

「!?」

　自分の迂う闊かつさに塔子は悶もだえかけた。腹は立つが、この件にかんしては余よ人じんがとやかく言えることではない。だからいつか尋ねるにしても、できるだけ気を遣つかいながらしようと常つね々づね思っていたのに、結局短気を起こしてしまった。

（うう……なにやっているのよ、私）

　思いっきりへこんでいると、どう思ったのかいっそう申し訳なさそうに明槻は言う。

「本当にすみません。心配をかけているのは分かっているのですが………」

「わ、私はいいから、三さんの宮みや様に謝っておいて！」

「三の宮？」

　意外そうな顔をする明槻に、塔子はこくりとうなずいた。

「あなたが帰ったあと、上じよう皇こう様とお話しになられて。女おんな一いちの宮みや様の件はご自分が主上おかみに話してくださるって仰おおせになられたのよ。御ご所しよにお戻りになられていたのは、そのためだと思うわ」

「───そうですね。上皇と話しても無む駄だでしょうから」

　心持ち強こわ張ばった明槻の声こわ音ねに、塔子は臍ほぞを嚙かむ。よかれと思って口にした言葉が、すべて悪い方向へと彼を刺し激げきしてしまっている。

（どうしよう、なんと言って話をつなごう……）

　無言になるという選せん択たく肢しもあるのだろうが、自分から話を振っておいて、いきなり黙りこむのも卑ひ怯きような気がする。思い悩んでいると、独ひとり言ごとのように明槻が漏もらした。

「気の毒なことをしたなあ……」

　塔子は目を円くして、まじまじと明槻を見つめた。

　直前のやりとりから考えれば、三の宮に対する言葉と考えることが妥だ当とうだ。だが塔子はその言葉が三の宮のみならず二にの宮みや、そして女一の宮のすべての弟てい妹まいに対する明槻の言葉のように感じた。

「……なんとかしてくれるわ」

　なだめるように塔子は言った。なにをどう言うべきなのかあれこれ言葉を探したが、結局はっきりした答えを見つけられずに、それしか思いつかなかった。

「だから気の毒だと思うのですよ」

　そう言って明槻は、やれやれとでも言うように苦く笑しようした。

　塔子は唇くちびるをきゅっと結んだ。語れば語るほど藪やぶ蛇へびになるような気がして喉のどが塞ふさがれる。

　確かく信しんした。明槻は宣陽院の意図に気づいている。

　苑その子この件で三の宮を庇ひ護ごしなかったこと、三さん条じようの女によう御ごが産む子をはなから立りつ坊ぼうする意志を見せないこと、女一の宮の斎さい院いん擁よう立りつを阻はばもうとしないこと。

　宣陽院にとって、おそらく身を切られるほどに辛つらい仕打ちをあえてわが子に課かす理由は、すべて明槻に対する───父親として愛せないことへの───贖しよく罪ざいなのだ。

　明槻は肺の中にあるものをすべて出すような、そんな深いため息をついた。

「どうしたって無理なんだから、いっそ開き直ってくださればいいのに……」

　ああ、やっぱり気づいている。

　その確信を得たからこそ、塔子ははっきりと首を横に振った。

「無理よ」

「え？」

「罪ざい悪あく感かんを持つべきほうが自分から開き直ることは、相当の厚こう顔がん無む恥ちでなくてはできないことだもの」

　塔子の言葉に明槻は不意を突かれたように黙りこみ、やがてくすっと笑った。

「ああ、そうですね」

　あいづちを打つようなさらりとした同意は、軽い失しつ望ぼうともはぐらかしとも取れる。

　明槻がどんな言葉を求めているのか、どう言ったら彼を励はげますことができるのか塔子は見当がつかなかった。噓うそでもいいから〝そんなことはない〟と言ってあげればよかったのだろうか？　宣陽院はあなたのことを父親として想っていると。

　───そんな、白々しいことを言えるはずがない。

　それでも塔子は、明槻がどうしたらよいのかの答えは出せていた。

　だがしごく単純なその答えを、本人に告つげてよいものかどうかを悩んでしまっていた。

　思い悩む塔子の前で、静かに明槻は言った。

「───開き直れるのは私のほうだけということですね」

　やっぱり見抜かれていた、そう塔子は思った。

「うん」

　塔子はひとつうなずいた。

「たぶん、それはあなたの特とつ権けんで義ぎ務むだと思う」

「………厳しいなあ」

　義務という言葉に、明槻は笑った。

　最初は軽かった笑い声が、次第にやけくそのもののように聞こえた。

　彼の心にある空くう虚きよを、自分が埋うめられるなどと塔子は思ってはいない。誰かによって作られた喪そう失しつ感かんは、その人以外の誰かでは補おぎなえない。物理的な仕事ならともかく人と人との関係は、別の誰かが入れば埋められるほど単純なものではない。人間の個性や立場というものはそんな単純なものではない。二に階かい厨ず子しの扉が定まった鍵かぎでしか開けられないように、該がい当とうする鍵がなければ、閉ざされた扉の中は永遠に空くう洞どうのままだ。

「でも、あなたならできるわ」

　静かに、だがやけに断だん固ことして塔子は言った。明槻は薄うす笑わらいの表情を残したまま、塔子を凝ぎよう視しする。中ちゆう途と半はん端ぱな表情が泣き笑いのように見えた。胸が痛んだが、そんな思いは露つゆとも見せず、塔子は正面から彼の目を捉とらえた。

「だって私が傍そばにいるなら、どんな問題でも乗り越えられるって、あなた言ったでしょ」

「………」

　返事をしないでいる明槻の左手を、塔子はそっと自分の両手で包みこんだ。

「ずっと一緒にいるから、いつか開き直って」

　明槻はうっすらと唇を開けたまま、しばし魅み入いられたように塔子を見つめた。

　やがて彼は空あいたほうの右手を伸ばし、自分の左手を包む塔子の両の手にかぶせるようにした。そのまま相手の存在と肌の熱さを確認するように、じっと触れつづける。

　静かな夜や気きの中、篝かがり火びの薪まきがぱちんと音をたてて爆はぜた。

「約束ですよ」

　ぽつりと明槻は言った。

「え？」

　明槻は右手を離し、そっと塔子の身体からだを抱きよせた。

「ずっと一緒にいるって」

　先ほど塔子が口にした言葉を、明槻は嚙かみしめるように言った。
















　広い胸に静かに顔を押しつけられ、塔子はゆっくりと打ちつづける明槻の心臓の音を聞いた。ぱちんぱちんと、さっきのものより小さな薪の爆ぜる音がつづけざまに響いた。わだかまりや憤いきどおりも、こんなふうにはじけてしまえばいいのに───そう塔子は思った。

「うん、ずっと一緒にいる」

　塔子は言った。明槻はそっと身体を離し、あらためて塔子を見下ろした。やがて彼はふっと表情を和なごませると、ゆっくりと右手を伸ばして塔子の左頰に添えた。

「約束ですよ」

　頰に手を置かれているので、塔子は目配せでうなずいた。

「あなたもね」

　明槻は言葉では返事をせずに、そっと顔を近づけて口づけた。

　そして一度顔を離してから、彼ははっきりと顎あごを動かしてうなずいた。

「大丈夫です、あなたが約束を守ってくれるのなら───」
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　それからしばらくそのままで過ごし、星がきらめく夏の空を眺めていた。

　なにを言うわけでもない。なにか訊きくわけでもない。

　自分が離れたくないと思っているのか、離れてはいけないと思っているのか、あるいはその両方なのか、いずれにしろ離れがたく塔とう子こは明あか槻つきのそばにより添っていた。

　そろそろ戻らないと、女によう官かん達が心配するかもしれない。なにしろ清せい涼りよう殿でんから素通りしてきてしまったのだから。そんな心配から、あらためて正面の麗れい景けい殿でんに目をむける。軒のき先さきに吊つるされた灯とう籠ろうの光が、柔らかい黄おう金ごん色いろに殿でん舎しやを照らし出していた。

　しかし二つの殿舎をつなぐ渡わた殿どのは、洞どう穴けつのように一段深い闇やみとなっている。二つの殿舎が惜おしげもなく火を灯ともしているからこそ、よりいっそう暗さが際きわ立だつ。

　見慣れた光景であるはずなのに、なぜか薄うす気き味み悪さを覚えた。塔子は目をすがめ、確認でもするように暗くら闇やみを見つめる。

「？」

　不意に高いところから落ちるように、身体が闇に引きこまれる感覚を覚えて、塔子はぶるりと身を震わせた。

「寒いのですか？」

　意外そうに明槻が訊いた。水み無な月づきにその問いもないだろうが、だからこそ塔子の反応に彼も不ふ審しんげなのだ。

「……ううん、大丈夫」

　塔子が答えたとき、白はく砂さを踏みしだく激しい音があたりに響いた。なにごとかとあたりを見回すと、内ない侍し所どころのほうから駆けてくる人影が見えた。舎人とねりかと思ったが、それにしてもこんな時間に忙せわしない。なにか不ふ測そくの事態でも起きたのかと警けい戒かいして見ていると、黒い影だけだったその人物の様よう相そうが、殿舎からの明かりに照らされてあきらかになった。

　淡い色の直衣のうしに冠かんむりをかぶったその人物は、なんと左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　彼は梨なし壺つぼのほうを見向きもせず、麗景殿の方向に走ってゆく。

「………なに、あれ」

　塔子はつぶやいた。尋じん常じような姿ではない。渡わた殿どのや簀子ではなく庭を走っていることも、冠をかぶっているとはいえ直衣姿であることも。

　明槻は同意するようにうなずき、迷いなく声をあげた。

「大将、どうした！」

　左近衛大将はなにかに痺しびれたように、びくんと一度身体を揺らして動きを止めた。

　この男相手だ。日ごろの明槻であればもっと警戒するだろうが、今日の彼は様子があまりにも普段とちがっていた。

「東とう宮ぐう───」

　梨壺のほうをむいた左近衛大将は、明槻の隣に立つ塔子に目を留とめる。やおら、彼は足元の白砂を蹴け散ちらすようにして、こちらに駆けよってきた。らしからぬ粗そ暴ぼうなふるまいに驚いたが、簀子の下から自分を見あげる左近衛大将の表情にさらに驚く。

　怒りと焦あせりで、いつも澄すました言葉をつむぐ唇くちびるを震わせていた。

「左近………」

「なにをしていたのです！」

　左近衛大将は叫んだ。これまで見たこともない怒ど気きをあからさまにした声に、塔子は驚きのあまりものも言えなくなっていた。

「そなた、なにを言っている？」

　先に冷静さを取り戻した明槻が問う。その声こわ音ねには無ぶ礼れいを咎とがめるような響きが多少なりともあったが、左近衛大将には動じたふうもなかった。それどころか逆に、明槻をも咎めるような目をむけて言う。

「東宮様らしくもない、足をすくわれましたね」

「……なにを」

　なにか言いかけた明槻を無視して、左近衛大将は塔子のほうに視線を移す。彼の目の奥に常にある腹が立つほどの余よ裕ゆうの色は、いまや焦しよう燥そうに完全に押しやられていた。この男にもこんな感情があったのかと、状況も鑑かんがみずに思ったほどだ。

「近この衛えの御み門かどの里り第だいの床下から、呪じゆ物ぶつが見つかりましたよ」

「え？」

　短く疑問の声をあげたあと、すぐに意味を解かいして、塔子は驚きに目を見開く。

「だ、誰を!?」

　近衛御門の里第には三さん条じようの女によう御ごが里帰りをしているが、もともとは先の関かん白ぱくの住まいである。

　しかし左近衛大将はつまらなそうに舌したを鳴らした。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。致ち仕しした父を、いまさら誰が呪じゆ詛そするというのです」

「じゃあ、三条女御様を……」

「ええ。父のところを訪ねたら、大騒ぎをしている最中でした」

「それで誰が疑われているんだ？　私か、それとも女によ王おうか？」

　必ひつ然ぜん的てきに出てくる懸け念ねんを、明槻は落ち着いた口調で問うた。

　普通に考えて、三条女御を呪詛する人間など自分達ぐらいしか考えられない。

　塔子はごくりと息を吞のみ、左近衛大将の答えを待った。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみですよ」

　塔子は空を仰あおぎ、大きく息をついた。

　同時に東ひがし三さん条じよう院いんでの彼女からむけられたあの眼まな差ざしを思い出し、それぐらいされても不思議ではないとやけに冷静に思った。もちろん別の人間が本当に三条女御を呪詛した可能性もあるが、ろくに調べもしないうちから犯人を特定しているのだから、はなからそのつもりだったと考えるのが普通だろう。

「十じつ中ちゆう八はつ九くは、自じ作さく自じ演えんですね」

　まるでこちらの考えを見抜いたように明槻が言った。

　悟さとりきった口調に、左近衛大将は拍ひよう子し抜けしたような表情を浮かべる。

「ずいぶん余裕ですね。私も遠目にしか状況は見ておりませんが、女御は鬼おにの首でも取ったような騒ぎようでしたよ」

「この人なら私を呪詛するだろう、という状況証しよう拠こだけでとやかく言ってもどうにもならない。昨年の呪詛事件のさいも、宮家の紋もん様ようだけに頼ったために捜そう査さの失敗があった。太だい政じよう官かんも検け非び違い使し庁ちようも、同じ轍てつを踏むような真ま似ねはしないだろう」

　明槻の言い分を聞いて、塔子はふと思い出した。そういえば東宮呪詛事件で父と異母姉あねが疑われたきっかけは、呪詛の形かた代しろをくるんだ宮家の紋入りの絹けん布ぷだったのだ。

「………布？」

　ふっと頭の中に、黒い靄もやが浮かんだ。

　明槻と左近衛大将は、高こう欄らんを挟んで話をつづけている。

「私はあの女御の騒ぎようからして、なにか決定的な証拠をでっちあげているのかと思いましたが……ですから、敢あえてこの時間にお伺うかがいしたのです」

「でっちあげならそれは無理だ。正しい方法というのも変な話だが、本来呪詛というものは、呪詛をしたい人間の髪や品を使って形代に魂たましいを入れこむことで成立するものだ。昨年の失敗があるから、そう簡単な理由では証拠にはできないだろう」

「!!」

　以前にも聞いた明槻の説明に、塔子の中で立ちこめていた靄がぱっと広がって散った。

　鮮せん明めいになった思考に、すっと血ちの気けが引く。

　次の瞬間、塔子は長なが袴ばかまをひるがえして麗景殿にむかって走りだしていた。

「女によ王おう!?」

　明槻が呼び止めたが、耳に入っていなかった。東の妻つま戸どを開き、南みなみ廂びさしにある自分の局つぼねに飛びこんだ。

「誰か、誰か明かりを！」

　塔子が叫ぶと、西にし廂びさしのほうから手て燭しよくを持った女によう官かんと万ま結ゆが入ってきた。

「まあ、気がつきませんで。大だい弐にの命みよう婦ぶが尚侍のお帰りを待っていたのですよ」

「すみません、主上おかみからご様子をお伺いするようにと申しつかりましたので」

　女官の言葉を補足するように万結が言った。退たい出しゆつを許可したあと、塔子が自分の意図を察して明槻の様子を見に行ったのかが心配になったのだろう。しかしいまの塔子は、そんなことを気にする余裕はなかった。

「あの、東三条院に行ったときに預けた紅も絹みは？」

　やたら焦った塔子の問いに、女官は臆おくしながらも答えた。

「三条女御様からお譲ゆずりいただいた紅絹ですか？　あれでしたらその日のうちに洗せん濯たくをさせて、翌日に打うち乱みだりの筥はこに片づけておきましたよ」

「!!」

　膝ひざの力が抜け、塔子はがっくりとその場にへたりこんだ。

「尚侍！」

　万結が驚いて駆けよってくる。手燭を持った女官のあわてふためく気配がする。

　塔子は床に手をつき、惚ほうけたように板の継ぎ目を見つめていた。

（やられた………）

　香こう壺ごはこのために届けられたのだ。不審なふるまいをしていた女御の女官の後ろ姿を思い出して、いまさら臍ほぞを嚙かむ。

　鼓こ動どうがどうにもならないほどにばくばくと鳴りだしはじめた。

　どうしたらよいのかを考えなくてはいけないのに、恐怖と混乱ばかりが頭の中に渦巻いて、思考がまったくまとまらない。

「どうなされました、尚侍？」

　同じようにしゃがみこんだ万結が、顔をのぞきこむ。

　塔子は虚うつろな声を絞り出した。

「東宮様をお呼びして………」

「え？」

　訝いぶかしげにつぶやいたあと、尋じん常じようではない塔子の様子に万結はためらうことなく立ちあがった。塔子は顔をあげ、訳の分からぬ顔をする女官を見た。不安にかき乱されそうになる気持ちをなんとか引き止め、辛かろうじて冷静な声で言った。

「あなた達はしばらく席を外はずしてくれる」
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　女によう官かんが席を立ってからすぐ、万ま結ゆが明あか槻つきと、そして左さ近こん衛えの大だい将しようを連れてやってきた。

　おそらく明槻が許可したのだろう。筋すじの上からでも、塔とう子こに異存はなかった。この男がなぜ三さん条じようの女によう御ごの陰いん謀ぼうを知らせにきてくれたのかの疑問はあるが、この状況においては大事の前の小事でしかなかった。

　万結が手早く茵しとねを用意し、二人が並んで腰を下ろす。

　大おお殿との油あぶらには、女官が手て燭しよくから移した炎がゆらゆらと揺れていた。橙だいだい色いろの光に照らされてもなおはっきりと分かるほど、顔を青ざめさせた塔子に明槻は不安げに問う。

「どうしたのですか？　突然───」

「呪じゆ詛その証拠を作られてしまいました」

　明槻と左近衛大将は、二人揃そろって息を吞のんだ。前の話を知らない万結だけが、困惑と動どう揺ようを交まじえた表情で三人を見比べる。

「どういうことですか！」

　茵しとねから腰を浮かして、明槻が尋ねる。

「女おんな一いちの宮みやの袴はかま着ぎのとき、三条女御から譲られた紅も絹みを盗ぬすまれました」

　不自然に押しつけられた紅絹。あれが塔子の所しよ有ゆうになっていることは、袴着に出席していた公く卿ぎよう達はもちろん、宣せん陽よう院いんですら承しよう知ちのことだ。

　塔子が所有していた三条女御の紅絹が、女御の呪詛に使われていたとしたら、これ以上ないほどはっきりした証拠になる。

　袴着での状況を見ていた明槻と万結は愕がく然ぜんとしていた。

　儀ぎ式しきに出席していなかった左近衛大将も、塔子の言葉や二人の表情からおおよそを察したのだろう。

「どうするんですか？　明日には女御から訴うつたえられた父と兄が正式に告発しますよ」

　一歩離れた場所から見学している、そんなやや冷めた口調で左近衛大将は言った。立場上とうぜんの反応なのだが、そう考えるとなぜわざわざこんな時間にそれを報告するために足を運んだのかが気になる。

「決まっている。でっちあげの証拠など、なんとしても覆くつがえしてみせる」

　断だん固ことして明槻が言った。迫力に塔子は一度息を吞む。

「熊くま野のでもそなたに言ったが、私は何があっても女によ王おうを妃きさきにする」

　それはかつて左近衛大将の挑ちよう発はつに、明槻が言った言葉だった。呪詛の罪つみをかぶせられた人間が東宮妃になれるはずがない。塔子を妃にするためにも、なにがあっても冤えん罪ざいを晴らしてみせるという意味だ。

　そんな明槻の心意気を頼もしく思う反面、これだけはっきりした証拠の捏ねつ造ぞうを覆すことがひどく困こん難なんであることも容よう易いに予測できた。しかも女御の後ろには大だい納な言ごんと先の関かん白ぱくがついている。公卿達はこぞって彼等らの側につくだろう。

　まして現在の朝ちよう廷ていは、水すい害がいからの復ふつ興こうで大わらわな状態だ。そんな状況でこんな事じ態たいになったりしたら───。

「おそらく今ごろ、尚侍ないしのかみから呪詛を頼まれたと証しよう言げんする法ほう師し陰おん陽みよう師じを仕立てあげている最中でしょう。紅絹の存在といい、この捏造をあばくことは難しいですよ」

　まるでこちらの気持ちを汲くみ取ったように、左近衛大将が言った。天てん敵てきとも言うべき相手に自分の気持ちを分かってもらったというのもなんとも嫌いやな話だ。

「そなたは困難だからといって、冤罪に甘あまんじるのか？」

「いいえ。罪なき罪を問われるなど許しがたい屈くつ辱じよくです」

　明槻の問いに白しら々じらと左近衛大将は答えるが、これまで何度も奸かん計けいを問われずにいることを考えればなんとも腹立たしい言い分だ。塔子が彼と出会ってから一年経たつが、自分が知っているだけでも二つの大たい罪ざいを問われないままでいる。

　とはいえ、この男のおかげで助かったことがあるのも事実だ。大納言のたくらみを、わざわざ熊くま野のくんだりまで足を運んで知らせに来てくれたこと。貴き船ふね神じん社じや結ゆいの社やしろの御ご祭さい神じんがイワナガヒメだと告げ、中なかの宮みや・省しよう子こ内ない親しん王のうの策さく略りやくを示し唆さしてくれたこともあった。

（まあ、自分に被ひ害がいが及ぶからというのが、いちばんの理由ではあるけどね………）

　なんとも複雑な気持ちになる。そもそも今回塔子を助けようとしている理由だって、兄が帝みかどの外がい祖そ父ふとなるのを防ふせぐためだ。そのためならばこの男は、塔子と明槻に味方をすることもやぶさかではないとしているのだ。

　ようするに自分のために利用するつもりだから、助けてくれるのだ。

（なるほど……）

　ぱっと閃ひらめいた思いに、塔子は納得する。

　信用できない人間を利用するには、そうすればいいのだ。

「分かったわ」

　凜りんとした塔子の声に、明槻も左近衛大将も訝いぶかしげな眼まな差ざしをむける。目配せするように一度うなずき、塔子はあらためて語る。

「確かに讒ざん言げんを退しりぞけることは難しいけれど、同じように讒言を罪として完かん璧ぺきに立りつ証しようすることも難しいはずです。おおよその罪は告こく訴そにより調べがはじまり、自じ供きようによって確定される。だから自供が得られなければ確定のしようがない」

　そこで塔子は言葉を切り、あらためて明槻を見据えた。

「いまから熊野に帰ります」

　明槻は目を見開き、まじまじと塔子を見つめた。かまわず塔子はつづけた。

「水害からの復興で多忙な朝ちよう廷ていに、不在の人間を犯はん人にんとして挙あげるほどの余よ力りよくはないはずです。まして父・左さ大だい臣じんの憤ふん死しと怨おん霊りよう騒ぎの記き憶おくがまだ新しい中、そんな度ど胸きようのある人間は首しゆ謀ぼう者しやである三条女御ぐらいです。ですが産まれてくる御お子この性別も分からない現状では、彼女にはこの件を強引に推おし進める力は、まだない。少なくとも御子が産まれるまでの三か月、冤罪を晴らす時間は稼かせげます」

「さすが、斎王尚侍」

　聞き慣れた、相手を冷やかすような口調に塔子は視線を移す。

　蝙かわ蝠ほりを顎あごの先に当てた左近衛大将が、油断のならない笑みを浮かべている。なぜだか分からないけれど、ぞくぞくしてきた。

「あなたの利用のしかたが分かったわ」

　唇の端を吊つりあげて塔子は言った。

「私があなたを利用することで、あなたが得をするようにすれば、あなたは絶対に私を裏切らないわよね」

　左近衛大将は楽しくてならないというように笑った。きっとこの男も、自分と同じようにぞくぞくしているのだろうと思った。
















「大丈夫のようですね」

　そう言って左近衛大将は立ちあがった。

　座ったまま自分を見あげる塔子に視線をあわせ、捨すて台詞ぜりふのように彼は言った。

「お急ぎなさい。明みよう朝ちようにはもう兄が主上おかみのもとに飛びこんできますよ」

「………」

　塔子が膝ひざの上で手を握りしめると、左近衛大将はさっと出ていった。

　妻戸が閉ざされてから、明槻が問うた。

「本気ですか？」

　明槻の口調には、言外に咎めるような雰ふん囲い気きが滲にじんでいた。しかたがないと分かっていながらも、うまく割り切れない人の反応だ。

　多少の罪悪感を覚えつつ、塔子はうなずいた。

「いまは、都の復ふつ興こうに尽じん力りよくしてください」

「………」

　端たん整せいな明槻の面持ちに、ひどく苦い色が浮かぶ。自分を説得するために、容易ではない忍にん耐たいを科かしているように見えた。

　不意にかたわらで控ひかえていた万結が立ちあがった。塔子が目をむけると、彼女は落ち着いた表情で言った。

「旅の支し度たくをしてまいります。私も宿下がりを許可いただくよう、主上にお願い申しあげてまいります」

　つまりそれは、万結も熊野に同行するということだ。

　確かに万結であれば馬に乗ることもできるから、同行者には最適の女によ人にんだ。逃とう亡ぼうをするのに、悠ゆう長ちように牛ぎつ車しやなど使ってはいられない。

「そうだな。私からの命令だとお伝え申しあげてくれ」

　明槻の発言に、万結は無言でうなずき妻戸を開いた。

「お兄様！」

　声に塔子と明槻は二人揃って目をむける。開いた妻戸の先に、いままさに訪れようとしていたのか、驚いた表情で直なお霧ぎりが立っていた。そういえば夕ゆう刻こくに、進しん捗ちよく状況を報告に来ると言っていた。梨なし壺つぼを訪れて、こちらにいることを聞いてきたのだろうか。

「ちょうどよかった。貞さだ守もりを───」

　言いながら万結は直霧の袖そでを引き、空あいたほうの手で妻戸を閉めた。

　ぽかんとする塔子の肩越しに、明槻の声がかかった。

「直霧のところの家け人にんの名前ですよ。腕が立つので護ご衛えいには打ってつけの人間だ」

　振り返ろうとした矢先、強引に身体からだを抱きよせられた。

　とつぜんのことに状況が把は握あくできずにいると、頭の上で絞り出すような声が響いた。

「───気をつけて」

　塔子ははっとして、彼の胸で息を吞んだ。その一言に想いがすべて凝ぎよう縮しゆくされていた。

　不安、寂せき寥りよう、憤いきどおり、不満、惜せき別べつ、そして───。




「必ず戻ってきてください」




　重い石を載のせられたように胸に響く声に、塔子は大きく身体を震わせる。

　そしてそれ以上に、頰をよせる明槻の身体が震えていることに気がついた。

　腕をそっと彼の背に回し、誰に言い聞かせるともなく塔子は誓う。

「大丈夫、戻ってくる。必ず───」








終
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。

　前巻で最後にとんでもない爆ばく弾だんを落として終わりましたこのお話も、ついに八冊目を迎えました。今回はクライマックスにむかって話が大きく動いておりますので、お楽しみいただけましたら嬉しいです。ちなみにサブタイトルの『侍ふ』は、貴人や目上の人にお仕えするという意味です。




　ところでこの原稿をあげたあと、友人作家さん達とマルタ共和国＆ローマに行ってまいりました。実はローマには二年程前に行ったことがあるのですが、そのときは色々なトラブルが重なり、到着が大幅に遅れて三日滞たい在ざい予定の二日目の夜に着となりました。とうぜんなにも観光することはできず、今回はそのリベンジと意気込んだのです。

　ところが今回、フライト自体はスムーズだったのですが、到着初日から私が風か邪ぜを引いてしまい、しかも薬を常じよう備び薬やくの中から出しておいてトランクに入れ忘れるという大だい失しつ態たいを犯おかしてしまいました。外国の薬は色々と抵抗があるし、伝わらない英語で症しよう状じようを説明する勇気はなかったのですが、それでも背に腹は代えられないと思うぐらいに二日目には症状がひどくなっておりました。日頃から風邪をよく引く人間なら分かるのですが、二年に一回くらいしか引かないのですよね、私。

　一応薬を買うことはできたのですが、基本感かん冒ぼう薬やくというのは症状を抑えるためのもので根本的に治すには大人しく療りよう養ようするしかないのです。薬でだましながら観光をしておりましたが、暑いし、咳せきは出るし、鼻は出るし、胃は痛いしと一向に改かい善ぜんする傾向はなく。

　そもそも海外旅行とは刺し激げき的てきで楽しいものなのですが、そのぶん神しん経けいを使います。習慣や危険度、言葉の違い等で。これは体調が悪い時は非常にきつい………。働かない頭でタクシーの運転手と喧けん嘩かするわ、一人で道に迷うわ、しかも自分の居場所もわからない状態で。あの時は本当にこのまま路ろ頭とうに迷うかと思いました。

　そんな理由で後半はホテルで療養していることも多くなりました。リベンジしようとして、まさに返り討うちにあったという感じでした。多大なご迷めい惑わくをおかけした同行作家さんに「小田さん、前世はローマ滅ほろぼした人なんじゃないですか？」と言われ、ひょっとして私の前世はアッテイラ＠フン族かアラリック＠ゴート族なのかもと考えて、こっそりと悦えつに……ではなく嘆なげいておりました（ていうか普通に考えてもただの一いつ兵ぺい卒そつだろう……）。

　空港に着いたときの安心感といったら、もう言葉では言い表せませんでした。作家さん仲間のお一方と「自分の国に帰ってほっとするのは本当に幸せなんだね」としみじみと嚙かみしめあいました。コンビニで買ったおにぎりとおでんの美お味いしさは、とうぶん忘れられません。なにが言いたいのかと申しますと、やはり日本ってよい国だなと痛つう感かんしたことですわ。







　そんな素晴らしい国を舞台にした、このお話も次巻でいよいよ完結となります。

　今回も含めまして凪なぎかすみさんの素晴らしいイラストと、担当様をはじめとした多くの方々に支えられてきたこのシリーズがきちんと完結させられるように、ただいま鋭えい意い執しつ筆ぴつ中です。どうぞ最後までお付き合いいただけますよう、よろしくお願いします。
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カキツバタとアヤメ、ショウブの見分け方を時々調べてみたりするのですが、しばらくするとコロリと忘れてしまいます。

そこにアイリスなんかが追加されるともう頭の中で？マークが乱舞です。さらりとお花の名前が出てくる人ってすごいなあ…。
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